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本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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第一話　ドレミファソラシドクロちゃんだよ！　ドクロちゃん！
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「行くぞ桜さくら！　ほら！」

　せっつく宮みや本もと。僕はイスに中腰のまま、

「あ──、もうちょっとだけまってぇぇ──！　あと二問！　あと二問だから！」

　握った鉛筆をノートに走らせます。

　ここは聖ゲルニカ学園、二年Ａ組の教室。二時間目が終わって訪れた束つかの間まの休み時間で、僕は親友に数学の宿題を写させてもらっていました。

　現在、教室にいるのは僕と宮本の二人だけ。既に他ほかのクラスのみんなは社会科教室に移動してしまっているのです。

「つうか桜、宿題の答えを写すなら写すで、式の部分もちゃんと書けよ！　問題の次にいきなり答え書きやがって。それじゃ丸写しなのがモロバレだろ。サヴァン症候群なのかお前は！」

「そういうコトにしておいて！」

「しておけねえよ！　この馬ば鹿か！」

「もっと、もっと言ってよ！」

「うるせえ！　こっち向いて口動かしてねえで手を動かせよ！」

「あと一問だから！」

　こうして苦労しているのは、もちろん、あの天使のせい。

　昨日の夜、ドクロちゃんが『びんかんサラリーマンお風ふ呂ろセット』を傍かたわらに、妹のザクロちゃんとお風呂に入ったコトを確認した後、僕は今のうちとばかりに宿題に取りかかったのです。が、部屋に忘れたボディーソープを取りに来たバスタオル姿の彼女にその現場を目もく撃げきされ、固いモノでひっぱたかれ、お風呂にノートを連れ去られ、湯気でべろべろにされてしまったのです。

　そんな彼女は今朝、「なんだか気分がすぐれないの。桜くんならわかる、よね……？」と、よくわからないコトを言って学校をズル休み。きっと今いま頃ごろ、パジャマのまま[image: ]教育テレビを見ながらイチゴ牛乳でも飲んでいるに違いありません。本当にワガママな女の子です。

　彼女のように学校に来ないで家でだらだらするのはきっと、らくちんでココロ安らかなコトでしょう。けれど、僕はあの天使の少女と一いつ緒しよに学校を休んじゃえばよかったなんてぜんぜん思っていません。

　いくら昼間はお父さんとお母さんがいなくて、カラダにぴったりぎみのパジャマ姿なドクロちゃんがうろうろ、お昼にはザクロちゃんのおいしい手料理が食べられるとしても、そんなコトは決して考えていないのです。本当です。

　しかし、以上のような僕の苦労を知らない宮みや本もとは「はぁ～」とため息。

「それにそもそも、宿題を写すの今じゃなくていいだろ。数学は四時間目なんだしさ」

「そういう問題じゃないんだよ！　わからないかな宮本には、今の僕の心が!!」

「よし、じゃあ倒置法まで使ったお前の心が今、どんな問題を抱えてるのか言ってみろ」

「いいか？」

　僕は自分のふでばこの中に手を突っこみ消しゴムを取り出し、間違った部分を丁てい寧ねいに消しました。買ったばかりの消しゴムは、角がまだ十分に鋭く、細かい部分まできちんと消えるのです。ノート上のかすを払い、僕はふと、消しゴムの向こうに、経済大国と呼ばれた日本が今後

「言えよ早くッ!!　なにじっと消しゴム見てんだ！　こっち向け桜さくら！　おい！」

　その時でした。

「あ、まだいたんだ」

　声に振り向けば、教室の入り口にはクラスメイトの女の子が二人。ハンカチで手を拭ふいている田た辺なべさん、そして、遠く窓の外を見ている南みなみさんなのです。

「まーな」

　田辺さんへと答えた宮本は、数学の宿題に張り付いている僕へと視線を転じます。

「宿題してるの？」

「わ、え？　や、やめてよ南さん！　机を揺らさないで！」

　いつの間に接近していたのでしょう。目線をあわせるように僕の前へとしゃがんだままの南さんは、机をつかんでいた手を離し、すっと人差し指をノートの一角に持ってきて、

「こことここ、間違ってる」

「「ええっ!?」」

　僕と宮本は声をそろえます。

「あと、ここも」

「じゃあ、私たち先に行ってるからねー」

　授業道具をそろえた田辺さんと南さんは教室から去って行きました。

「ばか！　宮本のバカ！　おまえがバカなばっかりに！　僕の宿題がマチガイだらけ！」

「うるせえ馬ば鹿か!!　これでも前よりよくなったんだ！　文句があるなら俺おれもう行くからな！」

「お、置いてくなよ！　くゎ……──あ、よし、終わったあ！　終わり終わり！　まってよ宮本～！」

　早歩きで、僕は宮本に追いつき、一いつ緒しよに廊下を進みます。よく考えてみれば、数学の宿題だって結果が全すべてじゃないのです。努力、それこそが大事なんだと思いますよ。

「まったくなぁ、俺の宿題を写すなんて桜、お前ホントに末期的だぞ？」

「そういや、社会科教室ってどこだっけ？」

「聞けよヒトの話を。……って、まて、社会科教室？　なに言ってんだ。三時間目は音楽室だぞ？」

「は……？　え、だって僕、社会の教科書とノートを持ってるよ？　ほら」

　僕は手に持っていた社会科セット、資料集まで見せつけるように掲げますが、

「それはお前が間違えてんだ、ほら」

　宮みや本もとは、薄うすい音楽の教科書と縦笛をコチラに見せつけます。

「じゃ、じゃあ教室に戻らなくちゃ！」

　僕は急いで、駆け足の態勢になります。そして、

「…………なんで俺おれをじっと見てんだよ！　行ってこいよ一人で！」

「いくじなし！」

　捨てぜりふを残して教室に走ります。

「うるさい！　俺は先に行ってるからな！」

　背中で宮本の声を聞きながら、僕は二年Ａ組に辿たどり着き、扉を〈がらり〉と開け放ちます。

「え……？」

　そこにあったモノに言葉を失います。

　なぜなら教室内では、パジャマを脱いで、スカートの前にくつしたをはこうと片足をイスに乗せたドクロちゃんがこっちを向いて〈きょときょと〉。

　次の瞬しゆん間かん、

「い、いやぁぁんっ!!」

　顔を真っ赤っかにして胸元を押さえ、『エスカリボルグ』を片手で振り上げた天使の少女は〈たったったった〉と僕へ向かって小走りしてくるのです。

「待ってドクロちゃん！　ダメだよ落ち着いて!!　せっかく誰だれもいない教室で二人っきりなのにそんなコトはぁああぁあああッ!!〈ぺごちゅぶッ!!〉」

　そして、少年の悲鳴をおろし潰つぶすが如ごとく、乱らん杭ぐい歯ばのような刺とげを無数に生やした鋼鉄のバットが漆しつ黒こくの残像を空中に描き出した、直後でした。




　視界いっぱいに広がるのは、すがすがしい青空と、わたがしみたいな白い雲。




〈どさ……！〉〈びしょっ！〉〈──ちょっ、ぴちょ……っ〉という、湿ったモノ音だけが鼓膜を震ふるわせているというのに、気がつけば空を背景に『ごめんなさい　お客様にはたいへんお見苦しい表現があり、ご迷惑をおかけいたしております』という文字とヘルメットをかぶったドクロちゃんが雲の手前に浮かんでいるのでトラウマ回かい避ひ成功。画面は元へとキリ替わり、僕達たちにはこれからも真まっ直すぐ前を向いて一生過ごしていける明るい未来が約束されました。

「もうっ！　なんで桜さくらくんはいつもいつもボクが服を脱いでる時にかぎって──って、あ、あれ、桜さくらくん？　どうして桜くんはそんなになってまで微笑ほほえんでいるのっ!?」

　天使の少女は慌てて、まるで複葉機についているプロペラの如ごとく『エスカリボルグ』を振り回し、僕に向かって白い閃せん光こうを浴びせかけてきました。




　ぴぴるぴるぴるぴぴるぴー♪




　おや？

　するとどうでしょう。

　ヘコんで千ち切ぎれ飛んでいた少年の頭部は、さらなるとびっきりのウルトラスマイルで教室後部の学級文庫の隙すき間まより飛び出しまして、胴体の首の部分と切断面を密着させて〈ごばー！〉。ひょっこり復活したんだーい。それからというもの僕は心にわだかまるやるせなさ、心細さ、ただぼんやりとした不安に胸を詰まらせ、叫んだものです。

「ほんとにヤなんだからね!?　ほんとにヤなんだからね!?　なんでドクロちゃんはいつもバットで僕を強くぶつの！」

「だって、桜くんが急にドアをあけて──」

「まって!?　確かに僕は急にドアをあけたかもしれない。それは僕も認めざるを得ない事実だ。けれど、教室でパジャマを脱いで制服に着替える方にだって非があるとは思わない!?　それにそもそも、なんでドクロちゃんはスカートをはく前にくつしたを身につけようとしていたのさ！　順序さえきちんとしていれば僕は死なずに、……死なずに、済んだかもしれないのにッ!!」

「だって、いつも桜くんは『いいかい？　一番はじめはまず、くつしたからだ』っていう目をするから、もうボクは習慣で──」

「どんな目だよそれは！　え？　今からマネしてみせるよだって？　どれどれ。……ほ、本当だッ!!　『いいかい？　一番はじめはまず、くつしたからだ』っていう目だよそれは!?」

「『目は口ほどにモノを言う』だよっ？」

　ドクロちゃんが〈ぱちーん〉とウインクをした、その時でした。




　きーんこーんかーんこーん……




「あああッ!!　こ、これ、三時間目が始まるチャイムだよぉぉぉ!!　もおお、授業に遅刻したらドクロちゃんのせいなんだからっ」

　僕はあわてて自分の机の中から音楽の教科書と縦笛を取りだし、

「ほら、今からでも間に合うからドクロちゃんも授業にでようよッ!!」

　もたつく彼女に道具を持たせ、急せかして廊下を走ります。

「ねえ桜くぅん、ボク、朝ご飯がまだだよう」

「キミは僕の部屋から時空を超えて二年Ａ組にやってきたのかい？」

　天使の少女と階段を登り、廊下の突き当たりにある特別教室の扉を〈ばーん〉と押し開けば、

「おくれてすいません──」

　その光景に硬直。

「──って、ここは……」

　突然現れた僕を見つめる生徒のみんなは揃そろいの白いエプロン。教室に並ぶテーブルはオールステンレスで、脇わきに付いているのは流し台。すなわち、

「調理実習室!?　し、失礼しました──!!」

　慌てて扉を閉めて廊下へとプレイバック。汗を拭ぬぐいます。僕達たちの目的地は音楽室です!!

「ふぅ、ごめんねドクロちゃん。慌てすぎて教室間違えちゃ……って、いない!?　ドクロちゃんがいない!!」

『あーっ、おーいしぃー！』

　それは背後、扉の内部。天使の少女のくりくりヴォイス！

「おぉぉおおいッ!!」

　再び〈どばーん〉と扉を開けて調理実習室に飛び込めば、なんとそこには小さな銀色のボウルを持つエプロン姿の小お野のちえりちゃん……に、寄り添うようにドクロちゃんッ!?

「ねえねえ、ちえりちゃんはこんなにおいしい手作りマヨネーズで、宮みや本もとくんにどんなお料理を作って、あーんって食べさせてあげるの？」

「今度の練習試合に持って行くお弁当の『エビの中華マヨソース炒いため』で……」

「って、素直に答えなくていいからちえりちゃん!!」

　僕はダッシュで天使の少女を回収、

「す、すいませんすいません！　ごめんなさい家庭科の竹たけ下した先生、二年Ｃ組のみんな！　そしてちえりちゃん、『エビの中華マヨソース炒め』上手に作れるといいねっ！　ほらドクロちゃん、僕達の授業は音楽だから!!　こっちにおいで！」

　落ち着いた紳士対応で八方を丸く収め、僕はなんとか二年Ｃ組の『実習・手作りマヨネーズ』の授業から脱出、ドクロちゃんの手を取ってさらに上階を目指して階段を登ります。

　そして今度こそ、

「おくれてすいませんでしたー!!」

　僕とドクロちゃんは音楽室の扉を開きます。

　しかし、

『みぃどーりゆーたーかな　さぁいーたぁまのー♪　げいぃんは　　かんとーう関東ろーむそーローム層♪』

「ああっ！　『ゲルニカ学園校歌』がはじまっちゃってるーッ！」

　前方のドアより入室した僕の謝罪は二年Ａ組みんなの合唱に半ばかき消されてしまうのです。

　流れるようなピアノの伴奏。音楽の時間には毎回、この歌を最初に歌うコトになっているのですが、

『あーあー　でんせつの樹の　こかげにてー　つーのるおもいを　とーきーはなてー♪』

　既にクラスメイト達たちは遅れてきた僕とドクロちゃんを横目に、指揮＝ニホンザルの松まつ永なが君、ピアノ＝田た辺なべさんによって一番を歌いきろうとしているのです！

『わーれーら　ゲルーニカー♪　ゲルニカ健児ー♪』

「きゃはーっ！」

「（あ、ドクロちゃんまってよ、ずるいっ！）」

　天使の少女はさっそく、整列して歌っているクラスメイト達に混じって、人差し指と中指と薬指が入るくらい大きなお口を開けて歌い出してしまいます。

『にぃほーんでいーちーばん　あぁつーいーばーしょー♪　げいぃんは　ひぃーとヒートあアいイらラんンどドげんしょうー現象♪』

（よぉし、僕も……!!）

　ドクロちゃんの後を追うように、ズラリと二列になって並んでいるクラスメイトの一番はじっこへと急いで加わります。

「（桜さくらくん）」

　隣となりにやってきた僕に首を傾けたのはクラスメイトの女の子、

「（え、南みなみさん？　なに？　どうしたの？）」

「（桜くんは、これ）」

　腰までの黒髪を持つ、表情に乏しい彼女はそっと、僕にとあるものを手渡してきたのです。

「（こ、この丸い二つの円盤状楽器は、ひょっとしてシンバル!?）」

『あーあー　地盤沈下で　ひょうりゅうしてもー　知恵と勇気でいきのこれー♪』

　急いでみんなとココロを一つにしようとしていた僕は、ふいのデキゴトに合唱に混じれませんでした！　なおかつ、

「（このシンバルを、どうしろっていうの!?）」

「（合図するから）」

「（合図するからって……!!　されたら、鳴らせばいいの!?）」

『わーれーら　ゲルーニカー♪　ゲルニカ健児ー♪』

　南さんは歌いながら、僕に向かって〈こくり〉と頷うなずきます。

「（でももう、校歌終わっちゃうよ？　ねえ、歌っていい？　言われたら鳴らすから、僕も歌っていい!?　僕もみんなと一いつ緒しよに歌いたい！　というか、前にもこんな光景あったよ！）」

「（桜くんは、わたしの言ったコトが、守れないの？）」

「（え、えええッ!?）」

『あーあー　これからさまざまな困難がおまえの前にたちはだかるだろう　しかし』

「（って、もう校歌が終わっちゃうぅぅっ！）」

『ゲルニカ健児　いーざゆーかーんー♪』

「（あああー……っ！）」

「（いま！）」

「はっ？　あ、え、えいッ！」

〈じゃーん！〉

　僕が打ち鳴らすシンバルは、ミゴトに『聖ゲルニカ学園　校歌』を締しめくくり、〈ぱちぱちぱち〉というクラスメイト達たちの拍手が音楽室を包みます。照れ隠しみたいに思わず微笑ほほえんでしまう僕ですが、なんだろう。このココロにぽっかりあいたような一抹の寂しさは。

「それでは、授業を始めます」

　奥に行くほど高くなる階段状の音楽室。校歌が終わると同時に、隣りん接せつする準備室のドアを開けてやってきた音楽担当の原はら先生が黒板の前に立ちます。

『はーい（クラスメイト達）』

　みんながイスに座る中、僕は先生に見つからないようにソソクサと教室の後方、いつもの窓側の席。ドクロちゃんの隣となりに腰を落ち着けました。

「まずは前回の授業の続き。歌のテストからいきましょう。今日、発表してもらうのは水みな上かみさん、西にし田だくん、草くさ壁かべくん、ドクロちゃんの四人でしたね」

　先生の口から自分の名前が出てきてドキリ。そう、今日はテストがあったのです。僕はぱらぱらと教科書をめくって、挟んであったプリントを開きます。

　毎時間、クラスメイトが四人ずつ指名されて発表するこの課題は、先ほどみんなで歌った校歌のメロディーに、自分で歌詞を付けて歌うというテストなのです。聖ゲルニカ学園の授業にはこのような一風変わったテストが多いのですが、そんな『生徒の発想力と自主性を開花させる』という学校の校風が、僕はわりとお気に入りかな。

「それでは、今呼ばれた四人は五分間の練習のあとに発表してもらいますから、伴奏ペアのヒトと一いつ緒しよに準備してください。テストのないみんなも各自、予習復習すること。さあ、はじめ」

　この課題は、笛のテストも同時進行で行われます。一人が歌い、一人が笛の演奏。先生はその二人を見て、点数を付けるのです。

　というわけで、僕はあらかじめ決められていたペアのクラスメイトのトコロへと移動するのですが、

「よろしくね、田た辺なべさん」

「こちらこそ。えぇぇっと…………────桜さくらくん」

「ね、ねえ、田辺さん。今、僕の名前を一いつ瞬しゆん、忘れてなかった……？　去年も同じクラスだったのに？　そればかりか、さっき教室でも話しかけてきたというのに？」

　そう、僕のパートナーは、先程ピアノの伴奏をしていた田辺さんなのです。

　ちなみに、いつもならばこのような不特定な第三者とパートナーシップを組む場合、どんな手段を使ってでも僕と一いつ緒しよになろうとしていた天使の少女は、

「よろしくね、松まつ永ながくん」

「ウキー！」

　前回の授業の時、偶然にも以前自分でニホンザルの野生を目覚めさせてしまった級友が選出されたため、複雑な表情で首をかしげつつも目の前の運命になぜかナットク気味。今では仲良くやっているみたいです。彼女はあの頃ころより、ちょっと成長したのかな？　これで僕も安心して練習にはげめるというものです。

　さておき、

　僕は改めて田た辺なべさんの隣となりに座ります。

「ねえ桜さくらくん」

「え、なに？」

　明るい色の髪の毛をショートカットにした彼女は、含みのある笑顔といい、キラリとした瞳ひとみといい、なんだかずるい子こ狐ぎつねみたいな印象です。

「桜くん、さっき授業にちょっと遅れてきたけど、それってもしかして、教室から誰だれもいなくなったのをいいことに、好きなヒトの机に突っ伏していたからなの？」

「ち、ちがいますよ!?　っていうか早く練習しようよ！　時間無いんだから！」

　けれど、クラスメイトの女の子は縦笛を布のケースから取り出し、両手で構えるトコロまではしてくれるのですが、

「あの……田辺さんが吹いてくれないと僕、歌えないんだけど……」

「だって──」

　縦笛を支える指を、曲の出だしである『ソ』の形にしたまま、うつむき加減で呟つぶやくのです。

「──そんなにこの縦笛に感情移入されたら、すごく吹きにくい」

「縦笛には感情移入なんてしてないよ!!」

「でも桜くんて『縦笛コンシェルジュ』と呼ばれているんでしょ？　別名を『縦笛とココロを一つにできる男』。縦笛に関してなら、この埼玉県下で右に出るモノはいないって」

「へっ？　た、『縦笛コンシェルジュ』!?　僕が!?　埼玉県下で!?」

「南みなみさんから聞いてるよ？」

　田辺さんの視線の先。見れば南さんは僕を見て、表情の無いまま〈こくり〉と頷うなずきました。

「ちょ、ちょっとまって！　なんで南さんは僕と『完全に意思疎通できた』みたいなリアクションしてるの？　この場合は失敗してるよコミュニケーション！」

「じゃあさ、私が吹く前に、桜くんが書いてきた歌詞、みせてくれる？」

「え、は、はずかしいよ！　そしてなにが『じゃあさ』なの!?」

　僕は慌てて、歌詞カードを引っ込めますが、

「いいから、今から練習で歌うんだから同じでしょ？」

　彼女はなおも手を差しだして催促。

「そりゃそうだけど──って、あぁっ！」

　ついには僕の手から〈しゅぱっ〉と抜き取るようにプリントを奪うのです！

「ちょ、ちょっと返してよ田た辺なべさん！」

　恥ずかしくてリンゴみたいに真っ赤になっちゃう！　なぜならこの歌詞は、日ひ頃ごろ僕が感じ、考えているコトを言葉にしたもので、つまりは草くさ壁かべ桜さくらの裸のココロ。部屋で書いた時には異様にハイテンションだったからよかったのですがよく考えたらこれ、みんなの前で歌うんでした。

「もうやめてよー！」

　これは急きゆう遽きよ、今からでも歌詞の変更を加えた方が無難でしょう。

「返してってば！」

「あっ」

　そして、僕は彼女が歌詞を読みふけってる隙すきを狙ねらって奪還成功ッ！　けれど、

「ふーん……」

　……わずかの間に、歌詞をしっかり熟読されているっぽい様子！

「な、なに？　やっぱり、おかしい？」

　なので、僕は恐る恐る、田辺さんに尋ねてしまいます。すると彼女は、いったんイスから腰を浮かして、制服のスカートをつまんで整え、

「いいんじゃない？」

　僕を見るのです。

「へっ？」

「だって、悪くないじゃん。その歌詞。それに私、ちょっとわかるな、そういうの」

「え……？」

「じゃ、練習しよっか。ほら伴奏するから、しっかり歌って」




　　　　★




「一人目は、水みな上かみ静しず希きさん」

　ついにテストが始まりました！　校歌の歌詞にそれぞれが思い思いの言葉を乗せる、たったそれだけのコトなのに、今からドキドキしちゃうなの!!　さらにトップバッターが静希ちゃんというのが、いい。

「伴奏のペアは一いち条じようさんですね。それでは、始めてください」

　立ち上がる静希ちゃんと一条さん。ふたりはちらっとアイコンタクトすると、息を整え、演奏開始。

　一条さんの旋律に、静希ちゃんの歌声が凜りんと響ひびき始めます。
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　　　　♪




　　ものごころついて　気がついた

　　あなたの笑顔　いつまでも

　　ああ　一番近くにあるものに　気づかなかったあの頃ころへ

　　今の気持ちを　おしえたい




　　　　♪




　ぱちぱちぱちぱち！　クラスメイト達たちからのためらいのない拍手！　一いち条じようさんの笛もミゴトでした。いつも聞いている校歌のメロディーが、こんなにも輝いて聞こえるなんて……!!

　もちろん静しず希きちゃんの歌唱力も素晴らしいのですが、僕はその歌詞の内容にドキドキしっぱなしです。だって歌の中に出て来る『あなた』というのは、ひょっとしたら、ぼ、ぼ、僕のコトかもしれないのです!!　いろいろ思い当たるフシがあります！　だって、僕と静希ちゃんは幼なじみ……!!

「はい、よくできました。それでは次、西にし田だくん。伴奏ペアは増ます田だくんですね？」

　動どう悸き、息切れを激しくする僕をよそに、名めい簿ぼにチェックを終えた原はら先生に指名され、立ち上がる西にし田だと増ます田だ。ふたりはちらっとアイコンタクトすると、息を整え、演奏開始。

　増田の旋律に、西田のボーイソプラノが響ひびき始めます。




　　　　♪




　　いつかかならず　なしとげる

　　あなたのやさしさ　ひとりじめ

　　ああ　この気持ち　絶対おかしくなんかない

　　たとえカラダが　男でも




　　　　♪




　ぱちぱちぱちぱち！　クラスメイト達たちからのためらいのない拍手！　増田の笛もミゴトでした。いつも聞いている校歌のメロディーが、こんなにも異様な艶つやを帯おびるなんて……!!

　彼のウィーン少年合唱団みたいな歌唱力も素晴らしいのですが、歌詞の内容に僕は別の意味でドキドキしっぱなしです。だって歌の中に出て来る『あなた』というのは、ひょっとしたら、ぼ、ぼ、僕のコトかもしれないのです……!!　いろいろ思い当たるフシがありますッ！　だって、Ｔシャツ三百枚をもらって以来、西田の僕を見る目ときたら……!!

「はい、よくできました。次は草くさ壁かべくん。パートナーの田た辺なべさん、お願いします」

「は、はいっ！」

　動悸、息切れが激しくなってる僕を、原先生はためらいなく指名。しかし、なんという巡り合わせでしょう。僕の歌詞は、実は先ほど歌った静しず希きちゃんへのアンサーソングとも言えるモノ!!　この勝負、もらった……！

　勢い勇んで立ち上がり、パートナーの田辺さんとちらっとアイコンタクト。息を整え、演奏開始。

　田辺さんの旋律に、僕のたおやかな歌声が響き始めます。題名『草壁桜さくら青春中学校校歌』。




　　　　♪




　　静かにココロ　とぎすまし

　　希望を持って　あなたへと

　　ララ　夢の中なら言えるのに　目覚めた僕は弱虫で

　　ブ器用だけど　まけないよ




　　　　♪




　ぱ、ぱち、ぱち……ぱちぱち……。クラスメイト達たちからのためらいのない拍手！　田た辺なべさんの笛もミゴトでした。いつも聞いている校歌のメロディーが、こんなにも甘あま酸ずっぱいものになるなんて……!!

　僕の繊せん細さいなオルゴールの如ごとき歌唱力も素晴らしいのですが、歌詞の内容に僕はドキドキしっぱなしです。だって歌詞の中に出て来る『あなた』というのは、ひょっとしなくても、し、し、静しず希きちゃんのコトなのですから……！　いろいろ思い当たるフシがあるでしょ静希ちゃん！　見れば当の静希ちゃんの表情もなんだかいつもより赤い気もします。そう、僕はこの歌をキミに捧げているんだよ……！　なぜなら、歌詞には僕の想おもいのたけ、メッセージが全すべて詰まっているのです。この想い、彼女に届いたかな。そして視界の端、西にし田だの顔もなんだか赤いのが、腹立たしい。おまえなんなんだよ！

「はい、よくできました。それでは最後に、三み塚つか井いドクロちゃん」

　天使の少女は「はーいっ！」と元気に立ち上がり、縦笛を振り回しつつ「ウキー！」とジャンプする松まつ永なが君にちらっと、アイコンタクト。息を整え、演奏開始。松永君の野性味溢あふれる旋律に、ドクロちゃんのくりくりシャウトが重なります。




　　　　♪




　　マヨネーズ生産　世界一

　　原因はなぜだか　わかりません

　　ああ　プールに満たし　泳ぎたい　クロールしながら　飲み干したい

　　ブ器用だけど　まけないよ




　　　　♪




　ぱちぱちぱち!!　クラスメイト達からのためらいのない拍手ッ!?　松永君の笛もミゴトです!!

「というか待って！　最後の一小節、僕のと一いつ緒しよじゃない？　なんかそこだけ意味不明になってる!!」




　　　　♪




　　ボンド生産も　宇宙一

　　原因はなぜだか　わかりません

　　ああ　プールに満たし　泳ぎたい　平泳ぎしながら　たしなみたい

　　ブ器用だけど　まけないよ




　　　　♪




「って、二番が始まった──ッ!?　ドクロちゃんは自分の縦笛をマイクに見立て、左手ににぎりこぶしで歌唱続行してるー!!」

　松まつ永なが君も自分の旋律、穴を塞ふさぐ指使いに陶酔しきっています！　そしてまたもや最後のフレーズが僕の歌詞と同じです！　教室全体にただよう困惑ムード。原はら先生をふくめクラスメイト達たちは、コブシの入った天使の少女のくりくりヴォイスを前に、ただただ為なす術すべも無く呆ぼう然ぜん。しかし、やがて場の中心、ドクロちゃんの『ヘイ、カモーン！』的な音おん頭どに合わせてためらいつつも徐々に手拍子を始めてしまい、このままではもう平常授業へと戻れる見込みが──




「その時ザンスー！　ミィが屋上からロープを使って振り子運動でかっこよく音楽室に参上したのはー！」




「だまれーッ!!」

「へぶし!!　痛いザンス桜さくらくんひどい!!」

　僕は突然窓から出現した、真ピンク色の長大なモヒカンと細いサングラスを身につけた変態極細天使を、イスを持ち上げて迎げい撃げきしました。

　勢いよく尻しり餅もちをついたザンスは床に拳こぶしを叩たたきつけ泣き出します。クラスのみんなはドクロちゃんに向かって手拍子をしながら、ひっそりと少年とモヒカンのやりとりを見ています。

「それよりあんたナニしに来たんですか!!　周囲の時間を止めたりしないかぎり、あなたの姿を見た学校関係者はためらいなく一一〇番ですよ!?」

「ナニをイッテルザンスか！　ちょうどこの校舎の屋上でミィが凧たこ揚あげをしていたからよかったモノを、そうじゃなかったら大変なコトになっていたザンス！」

「今キサマを大変なコトにしてやる！　屋上で凧揚げしていただって!?　ウソをつけ!!　なんだかそれって最もあなたがやりそうに無いコトじゃないですか!!　きっと僕の学校の体育の授業を覗のぞいてたりしてたんでしょう!?　ほら、なんですかその首から提さげたバズーカ砲みたいなカメラは!!」

「ギックゥ、鋭いザンス!?　ユゥは『メイタンテー』ザンスかッ!?　ってそんな場合じゃないザンス！　いいザンスか？　よく聞くザンスよ!?」

「なんなんですか、いったい」

「ミィはドクロちゃんの一大事をユゥに知らせるタメにやって来たんザンス！　見るザンス、アレを!!」

「あぁッ！　歌を歌い続けているドクロちゃんのカラダから、黄金色の湯気みたいなモノが立ち昇ってる!!　あれはいったい……!?」

「あれこそ天使が恐れる奇病の一つ〝天使の咆ほう哮こう〟、通称“エンジェル・ハウリン──」

「バカー!!　電でん撃げき電撃!!」

「なにするザンスか!!　ミィはフジミザンス!!」

　今日のザンスはなぜか強気！　僕の水平チョップにびくともしません。クラスのみんなは手拍子をしながら、こそこそと少年とモヒカンのやりとりを見ています。

「と、とにかく、こうなってしまった天使は、もう自分の大好物が目の前に現れでもしない限り、力尽き、意識を失うまでマイクを離さないんザンス!!」

「ええッ!?　そ、そんな！　大好物が目の前に現れでもしない限りマイクを離さないだって……!?　じゃ、じゃあ、ドクロちゃんの大好きなマヨネーズが無ければ、彼女はこのまま倒れるまで!?　そんなもの、スグに用意できるわけが──」

　その瞬しゆん間かん、僕の右コメカミからイカズチが侵入し〈きゅんきゅるきゅーんっ！〉と左コメカミへと走り抜けていきます！

「──って、まてよ!?　そうだ！　下の調理実習で手作りマヨネーズを作っていたじゃないか!!　なんという偶然！　僕、今すぐもらってくるよ！」

「じゃあ、田た辺なべさんもいっしょに行ってあげて？（原はら先生）」

「あ、はーい（田辺さん）」

　僕は急いでザンスをベランダから突き落とし『酷ひどいザンス───……（フェードアウト）』、田辺さんと一いつ緒しよに音楽室を出て、一階下にある調理実習室に走ります。
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「桜さくらくん……」

　名前を呼ばれた僕は、階段を上っていた足を止め、クラスメイトの女の子へと振り返ります。

　──音楽室から駆け出し、調理実習室に辿たどり着いた僕と田た辺なべさんは、先生と二年Ｃ組のみんなに事情を説明、ちえりちゃんのおかげもあって、瓶詰めにした手作りマヨネーズを分けてもらうコトに大・成・功ッ!!

　というわけで、今はその帰り道。僕と田辺さんは急いで音楽室へと戻ろうとしていたのですが、

「どうしたの？　田辺さん。早くしないと」

　一いつ緒しよについてきてくれたクラスメイトの女の子は突然立ち止まり、下の段から僕を見上げているのです。

「さっき、桜くんがテストで歌った、歌の歌詞なんだけど──」

　言葉を切ってしまった田辺さんに、僕はしかたなく「うん」と頷うなずきます。しかし彼女は「ええとさ……」とうつむき加減でためらいを見せ、

「あれに出てきた『あなた』って、静しず希きちゃんのコトでしょ」

　ゆっくりと顔を上げ、言うのです。

「な……ッ!?　た、田辺さんッ!?　キ、キミはイキナリ、ナニを言って──」

「だってあの歌詞、頭の文字を横に読むと『静希ラブ』って──」

「言っちゃだめぇええええええッ!!」

　僕は耳を塞ふさいで口をあけ、物陰に飛び込みました。なんというコトでしょう。田辺さんにはバッチリバレバレなのですかッ!?

「でも桜くんて、ドクロちゃんとも、仲がいいよね。いつでも一緒にいるし」

「へっ？　い、いや、だってドクロちゃんは居い候そうろうの天使だから、それはしかたなく……」

「ねえ、桜くんは──」

「う、うん」




「──本当は、誰だれが好きなの？」




　その問いかけは、僕の時間を止めてしまい、同時に、全身の血液が心臓に集中するかの如ごとく〈どくんっ！〉と脈打たせるのです！

「な、なんでこんな時に、そんなコトを!?」

「だってこんな時じゃないと、桜さくらくんと二人きりになれないから」

　彼女はふざけているワケではありません。見ればわかります。田た辺なべさんはさっきからなにやら真剣で、いつもと雰ふん囲い気きが違うのです！　田辺さんは、小さく息をつき、

「ごめんね、余計なコト言って」

　今この場にいない誰だれかに弁解するようにぽつりと、ほんの少しだけ、柔らかく、言葉を紡つむぎます。

「でも、アドバイスするわけじゃないんだけど、……もっと、自分の周りをよく見て？」

　彼女は階段を一段上がり、僕に近づいて見上げます。
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「桜くんに想おもいを寄せている娘こが一人いるの、気づいてる？」

「ぇ……？」

　──だ、だれ!?　僕を好きな娘がいる!?　僕の周りというコトはやっぱりクラスメイト、二年Ａ組の誰かでしょうか。となると、考えられるはただ一人……！　僕の頭にぽっと浮かんでくる顔、もしかしてそれは、

「（西にし田だッ!?）」

　いや!!　西田は娘こじゃありません!!　じゃあ誰!?　となると、

「（やっぱり西田ッ!?）」

　だから西田は違うって!!　おのれ！　西田が頭からハナレない！　修学旅行のとき見たけど、奴やつは確実に男だったし……!!

「そのコトに、気づいてあげて、欲しいな。彼女、素直になれないから」

　どうしたらいいのでしょう！　田辺さんはいつになく僕に優しい感じですが、さっぱり気づいてあげられません!!　どうしよう！　どうしよう!!

　クラスメイトの女の子は、戸惑い、混乱する僕の前へと、

「そうだ、わたし桜くんの相談相手になってあげよっか。恋愛相談。秘密厳守で話聞くよ」

「田辺さんが、相談相手に……!?」

「まず一つめのアドバイスとしては、桜くんを想ってるヒトは、今桜くんが思い浮かべてるヒトじゃないってことかな」

　よかった！　西田じゃないんだ!!　じゃあでも誰!?

「うーん、……気弱な男の子を見るとついいじめちゃうような娘こかな」

「って、なんで田辺さんは僕の考えているコトをッ!?」

　いや、しかし、今後田辺さんが相談に乗ってくれるというコトは、今まで一人で考えるしかなかった女の子の本当の気持ちがわかるというコトなのですか!?　これなら、もしかしたら本当に、静しず希きちゃんに僕の気持ちを……!!

「なんか悩むようなコトがあったらさ、声かけて。いつでもいいから」

　彼女は僕をさっと追い抜かし、階段を登り切り、そして音楽室の扉の前で、

「早くドクロちゃんを元に戻してあげよう？」

「って、そうだ!!　今はドクロちゃんを早く止めなくちゃ！」

　僕はあわてて音楽室に飛び込み、

「ほら、ドクロちゃん！　マヨネーズだよ!?」

　見れば、彼女はしっとりと汗をかきつつ、未いまだにマイク（に見立てた縦笛）を離していません。けれど、僕の言葉は天使の少女の精神防壁を貫き、

「あっ！　ほんとうだぁ！　こんなにマヨネーズをいっぱい、ボクのために!?」

「そうだよ？　だから──」

　こっちを向いた彼女の瞳ひとみはキラキラ。よかった、これでこの混乱は収まるのです……！

「じゃあ、この喜びを歌にします！」

「ええええッ!?　お話が違うぅぅ!!　ザ、ザンスめー!!　ね、ねえちょっと、ドクロちゃんだめだったらぁ……!!　ああッそんなマヨネーズを斬ざん新しんな歌詞に──ッ!!」
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「よかったね桜さくらくんっ！」

　いつもよりだいぶ早すぎる帰り道、アルカディア商店街。時刻は十二時を過ぎて間もない頃ころでしょうか。隣となりを歩く天使の少女はうきうきと両手いっぱいのマヨネーズを抱きしめています。

「よかないよこんなのは……！」

　僕はため息をついて肩を落とし、うなだれます。

　──あの後、僕は逃げるようにして「ああッ！　ドクロちゃんこんなにも熱が!!　だから家で寝ててって言ったのにー！」と叫んでから天使の少女のおでこをさわり、「今家には誰だれもいないんです！　僕、送っていきますから!!」と、早退手続き。こうして家路についているのです。若い二人はこのような手段でしか、あの場を収拾するコトができませんでした。

「ねえねぇ桜くん」

　商店街のアーケードを半分くらいまで進むと、ふいに天使は立ち止まります。

「どうしたの？」と、二歩先に進んでしまっていた僕は振り返ります。

「おなか、すかない？」

　てくてくとコチラに歩み寄る彼女は、お皿を空っぽにしてしまった子猫のように僕を見上げます。そういえば、僕らは給食を食べそこなっているのです。

「しかたないなぁ……じゃあ、補導されないように気を付けながら、どこか寄る？」

　商店街の両りよう脇わきに並ぶお店をずらっと見回し、僕はちょうどよい具合にコンビニを見つけますが、

「あぁっ！　ボク、あそこがいいっ！」

　見れば、少女の視線の先にあるのは、

「焼きたてパンの店『マサチューセッツ』？　ドクロちゃん、パンが食べたいの？」

「うん！　食パンを買ってね、このマヨネーズをぬってたべるのーっ！　ね？　グッドアイディアだと思わない？」




　　　　★




　思わないけど、お昼ご飯用のパンを購入した僕とドクロちゃんがやってきたのは家の近所にある児童公園、アバランチ公園。

　思いがけずのピクニック気分に、天使の少女はうきうきと脳からアルファー波、全身からマイナスイオンを分ぶん泌ぴつ。僕もなんだか、心ならずも気持ちが澄すみわたってしまいます。

　けれど、ベンチの横を見れば、そこにあるのは、

「こんなに買って……」

　二斤分の薄うす切ぎり食パン。そして隣となりに座った天使は、

「ねえもっといっぱい、いっぱいぬってよぅ～！」

　僕が持つマヨネーズ塗り中のパンに厳しい注文をつけてくるのです。

「だってドクロちゃん見てよ、もうマヨネーズ、一センチ近く塗ってあるんだよ？　土台のパンより厚いじゃん！　これじゃもうマヨネーズ食べてるんだかパンを食べてるんだかわからない！　もう充分でしょ？　我慢なさい！」

「桜さくらくん、なんかお父さんみたい」

「いいからこれをお食べ。ほら、あーん」

　僕はむりやり、彼女の口の前にパンを持っていきます。少女は「えへぇっ」と微笑ほほえみ、おくちをあーんします。

　その時、

「あっ」

　予想外のマヨネーズの重みに、たわむ食パン。それは手のひらからこぼれ落ち、

〈べたぁっ〉

「ひゃん！」

　天使の少女の制服へと、マヨネーズ面を下にして付着してしまうのです！。

「あぁあ……ッ、ごめんドクロちゃん！　す、すぐに──！」

「やっ、はあぅ、桜くんっ！」

「ぬぁああッ!?　ちょッ！　なにこの手のひらの感触ぅ……ッ!?　そ、そうか！　膝ひざの上へ落ちるハズだったパンは、しかしドクロちゃんのふくらみに、つまり胸に引っかかって止まって、僕はそのパンをどかしてマヨネーズをぬぐったんだ!!　つ、つまり……！」

　今や胸元を押さえ、光と感情を無くした瞳ひとみで僕を見上げる天使の少女。

「さわらレ……た。また、さくラくんに、ボクのムねを、つヨく──！」

「ま、待ってドクロちゃん!?　落ち着こう？　ねッ!?　話し合おう！　対話で僕達たちは解わかり合えるハズだ！　ほら、キミの大好きなマヨネーズさんの前なんだよ!?　だめだよ！　エスカリボルグで叩たたかれたら僕から僕ネーズが出ちゃうッ！　断じて暴力では、バットではなにも解決できなべるぉあっ」




　ぴぴるぴるぴるぴぴるぴー♪
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「んー、んー。んー、んー」

　聞こえてくる子猫の鳴き声みたいに戯たわむれな少女のハミングに合わせて、〈ぱちっぱちっ〉とチャンネルが切り替わる二十四インチのテレビジョン。

「ねえドクロちゃん、早くチャンネル元に戻さないとＣＭ明けて番組始まっちゃうよ？」

「はぁい」

　時は土曜日の夜七時、ちょっと過ぎ。

　お夕飯を食べ終わった僕と天使の少女はテレビのある居間で、くつろぎタイムを過ごしていました。

　この時間、「テレビを見るならコレ！」と二人が決めているのは『アニマル界　不思議発見』という、世界中の動物の生態をミステリーハンターがクイズ形式で紹介していく番組です。

　本日のミステリー動物は『アフリカ象』。

　僕は食後の平和な気持ちを満喫しつつ、ブラウン管に映る鼻をふりふり子象を連れて歩くお母さん象をぼんやり眺めます。

「ねえねえ桜さくらくん」

「ん？　どうしたのドクロちゃん」

　一方、天使の少女は、僕が頰ほお杖づえ付くちゃぶ台の下、蛍光灯の光が届かぬ暗がりの中に寝そべって、リモコン片手にお気に入りの番組を視し聴ちよう中ちゆうなのです。

「すごいねー……」

　天使の少女は、長い鼻を使ってリンゴを口に押し込む象さんに合わせて「むしゃむしゃむしゃ」と擬ぎ音おんを発します。そして、

「ゾウさん、自分のお鼻を食べてるー」

「……ドクロちゃん？」

「あーっ、だからゾウさんて鼻が長いのかな!?　ボク大発見！　じゃあ、リンゴはそのオカズで──」

「待ってドクロちゃん。あれはね、別に自分のお鼻を食べているワケじゃないんだよ？」

　勢いよく〈ごそごそ〉とちゃぶ台の下から這はい出てくる、頭の上に金色のわっかを浮かべた少女の言葉をサエギれば、

「え？　ウソ……」

「本当だよ？　あの象さんは、鼻を使ってリンゴを食べているんだ」

「……そうなの？」

「うん」

　天使の少女はうつむいて、カタツムリが殻の中に引っ込むようにちゃぶ台の下に戻りつつ、

「し、知ってるよ？」

「え？」

「知ってるもん!!　ボク、ちょっとふざけて言ったんだもん!!　ばか！　桜さくらくんのばかばか！　ヒトの気も知らないで……!!」

「痛い痛い痛いィッ!?　なんで僕をちゃぶ台の下に引きずり込もうとするの!?　助けてー！　なんかよくわかんないけど僕、引きずり込まれてる胸から下が生暖かく濡ぬれてる気がするッ!?　なに!?　ちょっとやめてー！　ちゃぶ台の下で僕になにやってるのー!?　異次元的な所業をしないでー！」

「じゃあ持ってきて！　ボクのために冷蔵庫の中からおやつを持ってきて！」

「わかったから!!　だから僕を解放して!!　く……うぐぅ……ッ！」

　ちゃぶ台の表面にしがみついていた僕は、できるだけ視線を下にしないようにして身体からだを〈ちゅぼっ〉と引き抜きます。

「ドクロちゃんはいちごゼリーでいい……？」

「うん、いってらっしゃーい！」

　僕はしょんぼり、ぴたぴたと廊下に足跡を付けながらキッチンへと向かいました。




　今こ宵よい、草くさ壁かべ家にはお父さんとお母さんが不在です。

　二人の帰宅予定は明日の夕方、お夕飯までには帰ってくるとのコトなのですが、僕の記き憶おくが確かなら、ついこの間まではこんな風にお父さんとお母さんが家を空ける機会は、そう頻ひん繁ぱんには無かった気がするのです。

　それが最近、なんだか二人の外出が増えて、今夜みたいに、ドクロちゃんとその妹天使であるザクロちゃんの三人でお留守番するコトが──……って、あれ？　両親がお出かけするのが増えたのって、ドクロちゃんが僕の家にやって来てからのような……!?　い、いえッ!!　これはきっと、一人息子である草壁桜が立派に育ち、信しん頼らいが置けるようになったからなのでしょう！　そうに決まってる！　ドクロちゃんが裏でまたなにかやってるとかじゃないよ……!!

　僕はぶるぶると首を振り、冷蔵庫の中からコンビニで買ってきた『まるごとイチゴゼリー』と『おおきめたまごプリン』を取りだし、マグカップにお茶を注ついで居間へと戻りました。

「いただきまーす」

　ドクロちゃんは僕から受け取ったイチゴゼリーのフタに、（どこから取り出したんだろう）細いストローを突き刺し、「じゅるじゅるじゅるー」と、テレビを見ながらすすり始めます。

　これは、彼女が給食の時間にモノにした技の一つ『ゼリー、ストロー吸いの術』です。

「ねえねえ、なんで桜さくらくんはプリンが好きなの？」

　プリンのフタを剝はがして、普通にスプーンで一口ずつ食べていた僕の隣となりに、天使の少女は寄りそってきます。

「うーん、なんで好きなのかな。甘くて、柔らかくって、おいしいからかなぁ」

　お茶を手に取り、ずずっとすすりながら僕が答えると、

「また桜くんはーっ」

　天使の少女は、人差し指で僕の腕をくりくりします。

「ぃいいいい痛ぁああああああ──!!　や、やめてドクロちゃん！　突き刺さってるキミの指先が僕の二の腕にィッ!!　そしてなんでドクロちゃんが赤くなってるの？」

　腕が痙けい攣れんしてこぼれるお茶。僕は痛覚を紛らわせるために、おでこをちゃぶ台へ二度三度叩たたきつけます。

「ねえ、ボクにも桜くんのプリンちょうだい？」

「うんいいよ？　じゃあ、ドクロちゃんのゼリーもちょうだい？」

〈ちゅるちゅるちゅるちゅるちゅる───〉

「あああッ！　なんであんたゼリーを全部吸いつくしちゃうの!?　そんなに僕にあげたくなかったの!?」

「ひとくち、ね？　一口でいいからー」

「だめだよ!!　そんな意地悪する娘こになんか僕の大事なプリンはあげないよ!!　え？　なに……？　なんで急にドクロちゃん、〈すちゃり〉とメガネをかけるの？　というか、どこから取り出したのそのメガネは。そしてどうしてメガネをちょっとずらして上目づかいしてくるんですか？　わ、わかったよ！　なんかよくわかんないけどわかった！　だからもうやめて！　ほら、一口あげるから、あーんして？」

「ボク、自分のスプーンあるから平気だよ？」

「そ、そうなの……？」

「じゃあ、いただきまーす」

　そして天使の少女はプリン片手に、自分の銀色スプーンで──

「っておおおおい!!　それってスプーンじゃなくておみそ汁とかをすくう〝おたま〟だよぉぉ!!　だめだめだめぇ！　それで一口だと！　ああああッ!!　プリンの容器を逆さまにし、プチッとおたまの上に乗せ……ッ!!」

〈ぱくりっ〉

「全部……！　全部食いおったー!!」

「おーいしー！」

「そりゃおいしいだろうさ──ッ!!　ヒ、ヒドイ！　酷ひどいよドクロちゃん！　キミがそんなに非ひ道どいことをするヒトだなんて知らなかった！」

　僕は傍ぼう若じやく無ぶ人じんな少女の将来を危ぶみながら、先ほど暴れてちゃぶ台の上にこぼしてしまったマグカップのお茶と自分の涙をフキンで拭ふき──

「って、あれ？　これってフキンじゃなくて、『エッケルザクス』じゃない……？」

　オレンジ色の濡ぬれタオル。これはドクロちゃんの妹であるザクロちゃんの魔ま法ほうアイテムなのです。大事な『エッケルザクス』をこんなトコロに置きっぱなしにして、あの軍服天使はいったいどこに行ってしまったのでしょう。

「ねえドクロちゃん、ザクロちゃんは？」

「お二階で本を読んでるみたい。図書館で借りてきたんだって」

　ちゃぶ台に向かってちょこんと座り、マグに残っていたお茶をごくごくと飲んでる天使の少女。

「そっか、ザクロちゃんはえらいなぁ。でも、もう八時過ぎちゃったし、このままだらだらしちゃうのはよくないよ。今のうちにお風ふ呂ろに入っちゃいなさい？」

「んー……」

　彼女はリモコンを握りしめ、テレビに対する未練をその大きな瞳ひとみから僕に向かって放射してきますが、

「わかった。じゃあボク、ザクロちゃんといっしょにはいってくるー」

　天使は不承不承立ち上がり、僕から『エッケルザクス』を受け取って廊下に出ると〈とてとて〉と階段を上がって行きました。




　──急に天気が崩れて二人とも制服がびしょ濡れになっちゃったからといって、静しず希きちゃんの家で突然雨宿りなんかしちゃって、迷惑だったよね……？　けれど、急に鳴りだした雷に怖がるキミの側そばにいてあげられたから、おあいこ、かな──




　あ、ごめんなさい。ドクロちゃんがいなくなった直後、ちゃぶ台の上に広げて書き始めた僕と静希ちゃんの『一人交換日記』の内容が漏れ混ざってしまい、みなさんを混乱させてしまったようです。すいませんでした。

　しかし、それにしても二階に上がっていったドクロちゃんはナニをしているのでしょう。

　あれからもう十五分は経たっているのに天使の少女はもちろん、妹のザクロちゃんすら一向に下へ降りて来る気配がないのです。いつのまにか『アニマル界　不思議発見』もエンディングを迎えてしまいました。このままではお風呂のお湯がぬるくなってしまいます。

「ねえドクロちゃーん、なにやってるのー？」

　居間から大きな声を出して呼んでみますが、返事はありません。

「まったくもう……」

　しかたなく、僕は二階にある自分の部屋へと向かうのです。

「ドクロちゃん？　ザクロちゃんもいるんでしょ？」

　階段を上がり、もう一度声をかけるのですが、やはり返答は無く、〈するり〉とふすまを開ければ、

「え？　さ、寒ゥッ!?」

　まるで白い冷気が目に見えるよう。ヒヤッとした空気が押し寄せてくるのです!?

「ちょ、ちょっと二人とも──」

　見れば、ドクロちゃんとザクロちゃんは縮こまって部屋の隅、毛布にくるまり身を寄せ合うようにしていて、

「──ナニ、しているの？」

　聞いてはみたモノの一いち目もく瞭りよう然ぜん。

　二人は、一冊の本を読んでいるのです。

「さ、桜さくらさん……」

　お姉さんであるドクロちゃんにぴったりと張り付き、ザクロちゃんは小刻みに震ふるえつつ僕を見上げます。

「いったいどうしたの？」

　僕は二人の前にしゃがみ込みます。だって、部屋の床を這はう白く冷たいケムリは、確かに天使の少女達たちから放出されているのです。これはただごとではありません。

「すいません……。この事態は、わたくしの自じ業ごう自じ得とくなのです」

　いつもは春の女神みたいな笑みを絶やさないザクロちゃんが、ここまでなにかに怯おびえているトコロを見るなんて、僕には初めてのコトです。そして、お姉さんであるドクロちゃんが差し出してくる、

「こ、これ……」

　厚い表紙、一冊の本。表紙を見れば、

「『にほん妖よう怪かい大全』？」

「う、うん」

「これが、どうかしたの？」

「だめなの、こ、こわくて……」

「でもドクロちゃんてこういうの大だい丈じよう夫ぶじゃなかったっけ？　ほら、林間学校の時とか──」

「だ、だって、ここを見て」

「どれどれ……？」

　僕は天使の少女の隣となりに座り、『にほん妖怪大全』をのぞき込みます。
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「この妖怪が、どうかしたの？」

「桜さくらくんはこの妖怪がこわくないの……？　いつもはあんなに怖がりなくせにっ」

　天使の少女は、かちかちと白い歯を鳴らし、よりいっそう青い顔をして、毛布にくるまるのです。

「え、だってこれぜんぜん恐こわくないもん。というかこの『われめ姫』っていう妖怪、かえってカワイイくらいじゃない？」

「桜さん、さすがです」

　毛布の中に潜もぐり込むようにして、ザクロちゃんは身を震ふるわせています。

「いや、だってそんなのよりもっと恐いのは他ほかにいるでしょう？　ほら、こっちの『サザエ鬼』とかの方がよっぽどおどろおどろしいし」

「そんな妖怪より、ボクには『われめ姫』の方がこわくてしかたないもんっ！」

「ど、どこらへんが……？」

「『われめ姫』の、いったいどんな家族構成なのか解わからないトコロとか……」

「あと、なにを考えて割れ目にすんでいるのかも謎なぞに包まれています」

『こ、こわいぃぃぃぃ!!』

　二人は抱き合い、〈かちかちかち〉と歯を鳴らして震えています。

「天使ってほんとよくわからない……」

　けれど、こんな天使の姉妹をちょっとだけ可愛かわいらしいと思ってしまう僕はイジワルな男の子でしょうか。

「（あ、そぉだ……！）」

　とあるコトを思いついてしまった僕は、その場で立ち上がり、

「まったくもうそんな妖怪が近くにいるわけがないでしょう？　ぜんぜん大だい丈じよう夫ぶだから……──あ、う、うわぁッ!?」

「ど、どうしたの桜くんっ！」

「ドクロちゃんの後ろの壁の、割れ目から、て、手が……──ッ!!」

『きゃああああああッ!!』

〈しゅどるるるるるる!!〉

　その瞬しゆん間かん、ザクロちゃんの純白の軍服よりほとばしり出たのは殺人濡ぬれタオル『エッケルザクス』!!

「ッ!?」

「やだやだやだぁっ、こわいようぅぅ～っ！」

　一方、飛び跳ねるように僕の腕を摑つかんだドクロちゃんは、プロレスリングのロープの如ごとく部屋の四辺に張り巡らされた、『エッケルザクス』へと少年を振り飛ばしッ!!

「うわぁああッ!!　ちょッ！　ナニをす──ぐえぇッ!?」

　ぴんと張った濡れタオルに弾はじかれ再びドクロちゃんの元へと跳ね返る僕。それを待ち構えていたのは、天使の少女が両手で構える乱らん杭ぐい歯ばのようなトゲトゲだらけの『エスカリボルグ』で！

「なぷぉッ！〈ざぷり！〉」

　自ら走り込むようにして胸部を串くし刺ざされ、ついに意識は立ったままでも10てんカウント。

「ドクロ、ちゃん……」

「きゃっ！　桜さくらくんっ!?　い、いま元に戻してあげるからっ!!」

　天使の少女は重傷者をたたみの上に寝かせると、バットを両手で掲げ、ラウンドガールのようにかっこいい歩き方で僕の周囲をウロウロし始めました。




　ぴぴるぴるぴるぴぴるぴー♪




　するとどうでしょう。胸にぽっかりと空いた穴はみるみる癒いやされ塞ふさがれて、僕は元の姿に戻るのでした。

「ごめん、ドクロちゃん。二人を怖がらせた僕がいけなかったと思う。だからこのコトはお互い水に流そう。そしてついでに、二人はお風ふ呂ろに入って汗を流してらっしゃい？」

『え、ええええ──ッ!?』

　うまいコト言った僕の言葉に、天使二人の声がハモります。

「い、いやだよ桜くん！　ボクお風呂に入りたくないっ！」

「おねがいします桜さん、今日だけは、許していただけないでしょうか」

「だーめ。二人とも今日はサバトちゃんと公園でバドミントンして汗かいてたでしょ？　きちんとお風呂に入ってカラダをきれいにして疲れを取らなきゃ。一人だと恐こわいかもしれないけど、ほら、二人で入るんだから大だい丈じよう夫ぶでしょ？」

　お父さんとお母さんがいない今、家長は僕。ここはびしっと言わなくてはいけません。

「わかったよう。じゃあボク、ザクロちゃんとお風呂にはいる……」

「よし。えらいぞドクロちゃん」

「だから、一いつ緒しよに桜さくらくんもお風ふ呂ろに入ろう？」

　僕の言葉を遮り、天使の少女はすがるような瞳ひとみでコチラを見上げるのです。

「は、はい……？」

「おねがいします桜さん。確かに、わたくしもおねえさまもお風呂には入るべきだと思います。しかし、今のままでは、恐こわくてとても二人だけでは──」

「だ、だめだよ！　僕がドクロちゃんとザクロちゃんと一緒に入るなんて！　だってお風呂はハダカのおつきあいをするトコロなんだよ!?　そんなのって、だめだよー！」

　室内は一転、僕だけがサウナのような熱気に包まれます！

「じゃあ、桜くんは水着を着れば？」

「ドクロちゃんとザクロちゃんは？」

「着ないよ？」

「着なきゃだめだよッ!!　なにを考えているの!?　だって僕は男の子なんだよ!?　そんなのイケナイよぉ!!」

「だったらボク達たちはこの、ルルティエ特製『桜くんだけに見えない水着』で──」

「解決になってない!!　っていうか、そんな水着があるの!?　僕には見えないから実在が確かめられないけど、あったとしてもそんなのだめだったら!!　だめだよ、絶対にいけないよ！　なにか絶対大変なコトが起きる気がする！　僕は、絶対、ぜったいに……!!」

「それならなんで、桜くんはもう服を脱ぎ始めているの？」
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　温かな湯気が密室にこもっています。

〈かぽーん〉

　草くさ壁かべ家一階、浴室の洗い場にて。

　今現在、中学二年生の男子ボディを守ってくれているモノは、たった一枚の水泳パンツ。よもや草壁桜さくらの人生において、このような日が訪れようとは思ってもみませんでした。

　先ほどから心臓はスタッカートで〈ばくっ、ばくっ〉とビートを刻み、ノドの奥は〈もにょもにょ〉しっぱなし。紺色パンツは良心の代弁者のように、僕の腰をキツク締しめ上げています。




　僕は力の限り抵抗したのです。




　けれど、相手はドクロちゃんとザクロちゃん。二人の持つ天使のチカラに抗あらがおうとするのがどだい無理な話だったのです。

　結局、僕は二人と一いつ緒しよにお風ふ呂ろへ──ただし、みんな水着を着つけてという条件付きで──入るコトを致し方なく了承してしまった次第です。そう、これはしかたのないコトだったのです。

『桜くん、もう中に入ってだいじょうぶ……？』

　扉の向こう、聞こえてくる（やや生彩を欠くモノの）天使の少女のくりくりヴォイス！

「ま、まだ!!　もうちょっとまって!!」

　お風呂特有のリバーブがかかる僕の声。慌てて、浴室の壁の〝割れ目〟──〝ひび割れ〟をチェックします。これが二人がお風呂に入る条件のもう一つ。『われめ姫がバスルームにいないという保証』です。

　実を言うと、草壁家の浴室は去年改築したばかりで、レモン色のタイル壁にはひび割れなど皆無。『われめ姫』などという妖よう怪かい変へん化げが潜ひそむ可能性はゼロと言っても過言ではないのですが、怯おびえる二人のたってのお願い。念には念を入れて確認しているのです。

　しかし、洗い場に立ち、浴室を見まわせば見まわすほど改めて思いしらされるのは、大人一人子供一人でいっぱいいっぱいになってしまうこの密室に、もうすぐドクロちゃんとザクロちゃんが入ってくるのだという事実……！

「〈ご、ごくり……!!〉」

　僕は、悪い子でしょうか？

　いえ、草壁桜はやるべきコトをやっているだけです。

　だって、二人ともお風ふ呂ろに入れなくって困っていて、僕はそれを助けてあげてるだけなのです。ドクロちゃんも『われめ姫』に怯おびえきっているし、ザクロちゃんに至っては、カラダは十九歳くらいなのに中身はまだまだ九歳の女の子なのですから。

　そう。僕は、悪い子なんかじゃ──

『桜さくらさん、もし壁に〝割れ目〟があるようでしたら、今日はお風呂に入らなくても……』

「だ、だめだよここまできて!!　割れ目はないない！　大だい丈じよう夫ぶッ！　調査の結果、ひび割れは発見できませんでした！　平気だよ二人ともっ！　ほら、恐こわくないよー」

『じゃあ、入るね……？』

　天使の少女の返答に僕は眉み間けんに力をミナギラせ、二人を待ち構える態勢！

　そして、曇くもりガラスの扉が〈がちゃり〉と開け放たれ、ドクロちゃんとザクロちゃんがバスルームに姿を現したのです。

「ありがとう、桜くん」

　僕は──

「ご迷惑をおかけします、桜さん」

　──悪い子ですゥゥゥゥゥ……ッ!!

　てっきり僕は、自分が学校の水泳パンツをはいていたものですから、ドクロちゃんとザクロちゃんももちろんスクール水着を着てくるものとばかり思いこんでいたのです。それが予想に反し、今、目の前にいる天使の少女が着ているのは、

「桜くん？　ボクの水着、なにか、へん？　やっぱり学校のやつのほうがよかった……？」

　グレー地にイエローのラインが入ったツーピース、つまり胸元と腰、上下に分かれた水着だったのです！

「うぅん、ぜんぜん変じゃないよッ!?」

　思います。なんでこの天使の少女はこんなに小さくて華きや奢しやな肩をしているのでしょう。それはいつまでも守ってあげなくてはいけないか弱い存在を想起させます。それなのに、少女は同時に、地球上の物理法則に対する飽くなき抵抗を高らかに誇示するかのような、わがままな胸の膨ふくらみをも持ち合わせているものですから、彼女を包む水着の方だってなにがなんだかわからなくなりつつあるらしく、今やそれは、少女の胸をまるごとパッケージするコトを目的として作製された特殊道具のように見えてしまう始末なのです。

　なのに、

「新しく買った今のこれだとね、ここが、きつくないの」

　ドクロちゃんは胸元をおさえて、そんなコトを言うのですよッ!?

　でもでもわかります。いつも学校で着ていた濃紺の水着では、彼女はいつも胸元あたりが必要以上に張りつめていて、見ているこっちももどかしい思いをしたものです。しかし、今ドクロちゃんが着ているスポーティな水着ならば、凹おう凸とつの多い彼女のボディーラインにぴったりとフィットするわりには、過剰に締しめ付けられるコト無く、少女のカラダはもうこれ以上苦しまなくても済むのですね？

「すいません桜さくらさん。ご無理を言ってしまいまして……」

　一方、アヒル型のパースエイダー（注・ここでは銃器）や、ぞうさんのじょうろ、ゼンマイボートなど、お風ふ呂ろ用おもちゃを湯船に放流するザクロちゃんの身を包んでいるモノは、

「そ、それって」

　白い紐ひもと純白の布。いわゆるビキニタイプの水着でッ!?

「な、なんでそんな──っ」

「これは、『バベル議長』のおさがりでして……」

　言葉につまる僕に、イイワケするみたいにザクロちゃんは赤くなります。

「──あのヒト結構、すごいの着てるんだ!?」

　だって、布と布のつなぎ目の紐が、ちょうちょ結びになっているのですよ!?

　しかも──

「って、ああっ！　ごめんザクロちゃん『すごいの』なんて言って！　ほら、脱衣所に隠れてないで出ておいで？　すごいって言ったのは、す、すごく可愛かわいくてってコトなんだよっ!?」

　──しかも、赤い顔してバスルームに戻ってくるザクロちゃんは、モデルみたいなスタイルの持ち主。そんな妹天使が、なにやら最も原始的な方法でカラダにつなぎ止められているとも言えるビキニを着ているものですから、ただでさえスラリとしたザクロちゃんの白い脚はいつもよりずっと長く見えてしまうのです！

「やはり、わたくしには、ちょっと早かったでしょうか……」

「うぅんすごく似合ってると思う、だいじょうぶ、すごくだいじょうぶ!!」

　お風呂の洗い場に立つ二人の天使、ドクロちゃんとザクロちゃんの全身からは、『生きていてよかった。これからもずっと生きていこう』と、見るモノの眼球から体内に吸収されるが如ごとき、なんらかの健康的な成分を放出しているとしか思えません。

「じゃあ、おふろに入る前にー、からだを洗っちゃおうよっ」

〈ばたん〉と、お風呂のドアを閉めるドクロちゃん。バスルームの洗い場は僕とドクロちゃんとザクロちゃんが立っているだけできゅうきゅうですが、これでもう逃れるコトはできません。

　僕は覚悟を決めました。

「よし、じゃあシャワーを出すね」

　そして僕がシャワーからお湯を〈しゃわー〉っと出そうとした、その時でした。

「あれー？　でもこれじゃあ、カラダがうまくあらえないよ？」

「なッ！　ちょ、待ってドクロちゃんなんでいきなりさっそくナチュラルに水着を脱ごうとしているの!?　水着を着てお風呂に入っている意味が無くなっちゃうでしょそれは!!」

「あ、そっかー」

　天使の少女は、外していた肩ひもを元に戻すのですが、

「すいません桜さくらさん。これ、結んでいただけますか……？」

　妹天使ザクロちゃんも背中の紐ひもをほどいてしまっていて──ッ!?

「え、ちょッ！　な……ッ!?」

　いつの間にやら両手に紐!!　両腕で胸元抱きしめ、こちらを振り返るザクロちゃんの背後、僕はいつの間にやら両手に紐ッ!?
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「く……っ！」

　息を止め、僕は天使の白いビキニな水着の紐をきゅっと締しめ付けながら、ちょうちょ結びを施します。ザクロちゃんは黒いベルトで覆おおわれていない、表情の右半分を恥ずかしさのためか上気させつつコチラを振り向き、

「ありがとう、ございます……」

「う、うぅうん!?　こ、これくらいおやすいご用さ!?」

　僕はこの想おもい出を、生涯忘れないよ。

「あ、そうだ。ねえ桜くん、一いつ緒しよに入ってくれたお礼に、お背中ながしてあげる」

「え？　あ、あ、うん。ありがとう……」

　ドクロちゃんは「すわってすわって」と、もたもたする僕をイスに腰掛けさせます。そういえば僕は、二人が妖よう怪かい『われめ姫』を恐れるので一緒にお風ふ呂ろに入っているのでした。忘れていました。

「ええと、せっけんせっけん～♪」

「そういえば僕、他ほかのヒトに背中洗ってもらうなんてほんと久しぶり──ふぅあッ!?」

「きゃんっ！」

　突然の登場すまない。草くさ壁かべ桜さくらが大変なコトになっているので私、英国紳士『名探偵おうムル』がかわりに現状を説明しよう。実は今、カラダを乗り出して石けんを取ろうとした天使の少女、ドクロちゃんのふくらみが、桜の背中に〈ぴとっ〉とくっつき、彼は現在、刹せつ那なの時間が永遠となる世界を過ごしている真最中なのだ。

　そんな少年を誰だれに邪じや魔まする権利があろう。

　それでは、『名探偵おうムル』でした。

「ご、ごめんなさい桜くんっ！　あ……あれ、まだ石けんつけてないのに、桜くんの背中はなんでぶくぶく金色に泡立っているの？」

「一いつ瞬しゆんのうちに自分で黄金色に洗っちゃったからだよ？　はははは。そーら、僕の身体からだはいいから、自分たちのカラダを洗っちゃって？」

『はーい』

　二人の天使は、なんとか水着ごしに、スポンジを使ってカラダにあわぶくを立て始め、お互いを洗いっこなんかしています。僕、大きくなったらスポンジになりたいな。

「あ、そうだ。今度は桜くんが、ボクの頭あらって？」

「えっ？」

　カラダを流し終え、シャワーのお湯で髪をしゃらしゃらと流していた天使の少女は、頭に〈きゅーきゅー〉とシャンプーハットを装着し、僕へとシャンプーのボトルを差し出して来ます。

「しかたないなぁ……」

「えへへー」

　天使のわっかに気をつけながら、僕はドクロちゃんの暗銀色の髪の毛を〈しゃぐしゃぐ〉と洗ってあげます。

「うぅーん、気持ちいいー。桜くんじょうずー」

　僕は彼女の髪はもちろん、頭皮をマッサージしてあげるように──床屋のおじさんに頭を洗ってもらったときのコトを思い出しながら──十本の指を動かします。

「あ、そうだ。ねえドクロちゃん、かゆいトコロはありませんか？」

「？　かゆいトコロがあったら、どうするの？」

「そこを重点的に洗ってあげるよ？　一度言ってみたかったんだよね、このセリフ──って、あ、あれ？　ドクロちゃん？　なんで耳まで真っ赤になってるの？　ど、どこがカユイっていうの!?」

　ドクロちゃんはウンともスンとも言ってくれなくて、トマトみたいに赤くなったままだったので、泡をシャワーで流して終了でーす。

「リンスは自分でしてね？」

「うん、ありがとぅ……」

　ちょっぴり上気した、幸せそうな天使の笑顔に頷うなずいて、「ふぅーっ」と息をつきながら手に付いた泡を流していると、

「桜さくらさん、あの……」

「どうしたの？　ザクロちゃん」

　なにやら、ずっと僕とドクロちゃんを見ていたらしいザクロちゃんは、もじもじしながら僕を見つめているのです。

「ええと、その──」

　彼女の右の瞳ひとみは、〈ちらりちらり〉と先ほど僕がタイルの上に置いたシャンプーをいったりきたりで、

「もしかして、ザクロちゃんも頭、洗ってほしいの？」

「あ、い、いえ、わたくし、いつもおねえさまに洗ってもらっていて、桜さんがご迷惑でなければ、その、わたくしも、おねえさまみたいに……」

「うん、かまわないよ。ほら、じゃあこっちきて？」

「はい……」

「ザクロちゃんは、シャンプーハットはいらないの？」

〈こくり〉

「じゃ、目をつぶってて」

　僕はザクロちゃんの長く、お姉さんと同じ色の髪の毛に少し多めにシャンプーを取って、なんだかおっかなびっくり洗い始めます。だって、こんなに長い髪をどうやって洗えばいいのでしょう。僕は、ええと、シャンプーのＣＭを思い出しながら、〈こしこしこし……〉と、できるだけ丁てい寧ねいにザクロちゃんの髪を洗います。

「ザクロちゃんは、かゆいトコロある？　──って、なんでザクロちゃんまで真っ赤になるの？　天使ってどこがカユイのさ!!」

「あ、じゃあボクが桜くんの頭あらってあげるー」

　リンスを流し終え、シャンプーハットを〈きゅぽむ〉と頭からひっこぬいた天使の少女が、僕の頭に手を伸ばします。

「え？　本当？　わるいなぁ。それじゃ、おねがい──しぎゃあああああッ！」

「かゆいトコロはありませんかー？」

「やぁぁあっ!?　やぁああッだめだめだめぇッ！　頭皮が、頭皮が頭ず蓋がい骨こつから剝はく離りしちゃうぅぅぅッ!!　なんで毛根ごと皮ひ膚ふを勢いよくつまむの!?　しかも目にシャンプーが入ってぇぇーッ!!」

「さ、桜さくらさん！」

　ザクロちゃんが急いで出してくれたシャワーを浴びて、僕は窮きゆう地ちより脱出。

「ありがとう……ザクロちゃん」

　それからホウホウのテイで、僕は湯船の中に〈ちゃぷん〉と退散します。

　そしてお腹なかの底から「ふぅーっ」と大きく息をしたその時でした。

「あの、桜さん。わたくしも、入っていいですか？」

「えッ!?」

　そりゃそうです。カラダを洗ったヒトビトが次に辿たどり着く場所は、このバスタブの中なのですから……!!

「だめ、ですか……？」

「だ、だめじゃない、けど、ほら、狭いから僕は外に出て──」

「いえ、きちんと暖まらないと桜さんが風か邪ぜをひいてしまいます。それに、二人ぐらいなら平気ですから」

　ザクロちゃんは、僕が浸つかっている湯船の中に脚の先から入ってくるのです。これは現実に起こっているコトなのでしょうか。僕は隅っこに縮こまります。

　そして僕の目の前には、体育座りでお湯に肩までつかり、柔らかく微笑ほほえむザクロちゃん。

　僕はもうどうしていいかわからず、両手でお湯をすくって顔ばかり洗うしかありません。

「ねえ桜くん」

　僕を呼ぶ、洗い場でアヒルガンにお湯を入れていた天使の少女。

「な、なに？」

「どうしてさっきから桜くんは、なんどもお風ふ呂ろのお湯を飲んでるの？」

「ちがうよ飲んでないよッ!?　これは顔を洗っているんだい!!」

「そういえば、水かさが、さきほどから減ってきているような気がします」

「だから違うよザクロちゃん！　飲んでなんか無いって言ってるのに！」

「よぉし、じゃあボクもはいるぅ!!」

「えっ？　ちょっ！　ドクロちゃんッ!?」

　洗い場から高らかとジャンプ！　僕とザクロちゃんの隙すき間まめがけ、浴よく槽そうに飛び込みをしかけてくる天使の少女……ッ!!

〈ざっばぁあああんっ！〉

「うわぁぁ──ッ!!」

　僕はにわかに発生したお湯津波に翻ほん弄ろうされます!!

「（がぼがぼがぼッ！）」

　あふれたお風呂に吞のみ込まれバスタブ内で僕回転！　上下感覚が消失し、今度こそ僕は本当に、お湯を〈ごくごく！〉飲んでしまうのです！

　そして次の瞬しゆん間かん、

「（────なッ!?）」

　頭の左右、両耳を押さえつけるように、僕は〈ふにゅん〉と、とても柔らかいモノに挟み込まれッ!?

「（ご、ごぼごぼごぼぉっ!?）」

　目を開ければお湯の中でもわかります。そこは太ももと太ももの間、ドクロちゃんの両脚に、僕はちょうど頭を左右から固定されてしまっているのですッ!?　って、く、苦しい!!　柔らかくバインドされているのに頭を動かすことができない！　色々な意味で、身動きとれず！　ここはなに地獄ですか？

「きゃっ！　桜さくらくんッ!!」

　息を吐ききった僕は、天使の少女により、お風ふ呂ろの底から〈ざばー〉っと救助されました。

「桜くんだいじょうぶ？　ボクが誰だれだかわかる？」

「わかるから、僕、湯船からあがっていいかい？」

　これ以上、湯船に二人と一いつ緒しよに入っているわけにはいかないのです。それに今ここからぬけ出さないと、もうしばらくの間はお風呂から出られなくなってしまう気もします。

　僕は湯船から洗い場に移動し、イスに座って、一息つきます。

「ふぅぅ……」

　バスタブの中では、ドクロちゃんとザクロちゃんがお湯に浮かべたおもちゃで〈きゃっきゃ〉と遊び始めています。そう、それでいい。

　二人から視線をそらすようにして、僕はレモン色のタイルに視線を移し──

「あれ……？」

　──そして、発見するのです。

「これって、〝ひび〟？」

　細い〝ひび割れ〟が縦に、シャワーホースの陰に隠れるようにして走っているのを。

「こんなの、さっきまで無かったような気がするんだけどな……って、え？　さ、寒ッ!?」

　異様な冷気に振り向けば、浴よく槽そうの中でドクロちゃんとザクロちゃんが抱き合って震ふるえているのです!!

　ザクロちゃんはぎゅっと目をつぶって、お姉さんであるドクロちゃんにしがみつき、

「ま、まさか……」

「そのひびわれの中に、『われめ姫』が!?」

　さらに妹天使に密着しようとするドクロちゃん。

　なんというか、抱き合う二人の天使の間に出来上がった『われめ』を見る限り、彼女達たちこそ、『われめ姫』なのかもしれませんね。

「そ、そんなコトあるわけないでしょ!?　まったくもう！」

　我に返った僕が、怯おびえる二人の天使をなだめようとした、その時です。




〈トゥルルルルルー〉




『びくッッ!!』

　突発的なその音に天使の姉妹は縮こまり〈びしゃっ〉と浴よく槽そうから揺れたお湯がこぼれます。

「こ、この電話……もしかしたら、お母さんからかもしれない！」

　そういえば、夜に電話するって出かける時に言っていたのです。これに出なければ、僕達たちになにかあったと思われかねませんッ！　僕はイスから立ち上がり、〈がらっ〉と扉を開けるのですが、

「行っちゃだめぇぇ!!　『われめ姫』が、このわれめから出て来るかもっ！」

「おねがいです、桜さくらさん」

　涙目で震ふるえるドクロちゃんとザクロちゃん。
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「でも電話に出ないわけにはいかないよ！　よく考えてみたら三人でお風ふ呂ろに入ってるってだけでもおかしいことなんだから！」

「へいきだもん！　ボクがちゃんと後でおばさまに言っておくから！」

「言わなくていいキミは言わなくていい!!　よけいにややこしくなるから!!　それにほら、急用だったら大変だから、ね？　大だい丈じよう夫ぶだから、二人とも、ここで待ってて？　動いちゃだめだよ!?　必ず、僕はここに帰ってくるから」

　僕は二人にウィンクを残し、電話が置いてある玄関へと走ります！

〈トゥルルルルルー〉

　鳴り続けるベル。もしドクロちゃんやザクロちゃんが電話に出たりしたら、悪気が無くても一いつ緒しよにお風ふ呂ろに入っているコトを報告してしまう可能性があります。そうなったら、もうこの家の子でいられなくなっちゃう！

　僕は急いでバスタオルで脚を拭ふき、身体からだを拭きながら玄関にある電話までダッシュ！

〈トゥルルルルルー・トゥルルルルルー〉

　お願い、切れないで……!!

〈──…ルルっ〉

「もしもし!?」

『……も、もしもし、水みな上かみと申しますが、草くさ壁かべさんのお宅ですか？』

「は、はいっ、そうですが!!」

『ええと、桜さくらくんは、いらっしゃいますか……？』

「あ、あれ？」

　電話の向こうから聞こえてくる、銀色の鈴のような、凜りんとした女の子の声。

　これは、

「ひょっとして、静しず希きちゃん!?」

『桜くん？』

「ど、どうしたの!?　静希ちゃん！」

『ごめんなさい、もう知ってるかもしれないんだけど、もしかしたらと思って──』

「え、なになに？」

　電話越しの彼女の声は、本当はとっても距離が離れているのに、なんだかいつもより近い気がしてしまって、なんだかドキドキしてしまいます！

『今日、休み時間に桜くんが好きだって言ってた〝テツコルーム＆ダイストーク〟がちょうど今、歌番組に出てるの』

「えっ？　うそうそ、なんチャンネルなんチャンネル!?」

　僕は電話のコードが伸びる限り居間へと移動、ぎりぎりでリモコンに手が届き、テレビをつけてチャンネルを切り替えまくります。四人組のバンドグループ〝テツコルーム＆ダイストーク〟（略してテツダイ）は、今僕が一番好きなアーティスト（代表曲『ルールル♪ルルルルールル』、そしてＣ／Ｗカツプリング曲の『なにがでるかな』はミリオンヒットを記録しました）！

　が、

『あ、今、おわっちゃった……』

「あぁ……」

　テレビの中では「ありがとうございましたー」と、ヴォーカルのカズキが手を振っています。

『ご、ごめん、もうちょっと、早く電話すれば──』

「うっ、うぅぅん!?　そんなことないよ！　ありがとう静しず希きちゃん、わざわざ、電話して、くれ、て……──」

　──そういえば、こんなふうに、静希ちゃんが僕に電話してきてくれるなんて、

　はじめての、コト、で──

　ぎこちない僕の言葉が、彼女をなんだか焦あせらせてしまったのでしょうか。受話器からお互いの声が同時に止まってしまって、

『──桜さくらくん、今、なにしてたの？』

「え？　僕？」

　はたと、濡ぬれた水泳パンツ姿の自分を見下ろし、

「ぼ、僕？　僕は、ええっと──ッ!!」

　まさか、ドクロちゃんとザクロちゃんと一いつ緒しよにお風ふ呂ろに入ってたとは言えません!!

「へ、部屋で、本を読んでたよ!?　よ、妖よう怪かいの、本なんだけど！　静希ちゃんはなにしてた──って、あ、テレビみてたんだっけ」

『うぅん、なにげなくテレビをつけたら、やってたの。私もさっきまで本読んでたんだよ？　このあいだ桜くんに貸してもらった小説』

「あ、どうだった？　おもしろかった？」

『うん。最後に裏切り者だったはずの盗賊が主人公を助けに来る場面、感動しちゃった』

「だよねっ！　僕もあそこでちょっと泣いちゃったよ」

『早く続きが読みたいな。また貸してね』

「じゃあ月曜日、学校に持って行くよ。あ、なんだったら、明日は日曜日だから、静希ちゃんの家に届けてもいいけど……」

『え、いいの……？』

「うんっ！　ええと、午後からの方がいい？」

『もっと早くからでも、へいき。ちょっと相談したいこともあるし、十時くらいでも──』




〈きゃぁぁああ───っ！〉




　それは静希ちゃんの声をサエギり、

「『え……？』」

　僕の家のお風ふ呂ろ場ばよりあがった悲鳴ッ!?

『桜さくらくん、今──』

「う、うんっ！　ドクロちゃんとザクロちゃんの声だ!!」

『早く行ってあげて？』

「ごめんね静しず希きちゃん、また電話するからっ!!」

　僕はゆっくりと受話器をもとに戻し、ダッシュでお風ふ呂ろ場ばに駆けつけます!!

「どうしたの二人とも!!」

「出たの！　『われめ姫』が出たの!!」

　湯船の中で抱き合い、震ふるえているドクロちゃんとザクロちゃん。僕がバスタブの縁にたどりつくと、

「窓の外に、ぼうっと……、今!!　黒い影が……！」

　ザクロちゃんは湯船側の壁、窓の外を指さします！

「えッ!?　ま、窓の外にッ!?　よおし……！」

　曇くもりガラスの向こうに揺れる影。もちろん僕だって恐こわい。けれど、今、草くさ壁かべ桜はこの家の大黒柱、一家の長なのです!!

　窓に近づくため、僕はざぶりと湯船に入り、

「うひゃゃぁああッ！　な、なにこれッ!!　お風呂が氷水みたいになってるぅッ！」

　これも震える二人のせいなのですか!?

　いや、そんなことより!!

「安心して？　僕が、おっぱらってあげる！」

　僕は、怯おびえ続ける背後の二人の天使へと言葉をかけ、窓へと手をかけます。

　そう、僕には今、守らなくてはいけないものがある……!!

「こ、こらーッ！」

　勇気を出して、〈ガラリ〉と窓を開けて叫べば、

「はぅっ!?」

　そこにいたのは、

「ッ!?」

　クリーム色の髪の毛にくるくる羊ツノ。金色の瞳ひとみの下には黒紫のクマをつくった天使、

「サ、サバト、ちゃん……？」

　窓の外は、いつの間にか降り出していた雨。

　そこへ、黒いビニール袋をかぶった天使の少女が立っているのです!!

「はぅ、桜くん？　ひぅっ！　な、なんで桜くん、そんなカッコウしているんですかぁ!?　しかもドクロちゃんとザクロちゃんまで……！　な、なんだかえっちぃですぅぅ!!」

「こ、これはぁ……ッ!!」

　両手で顔を隠し、全開にした指と指のあいだからこちらを見つめるサバトちゃん!!

「って、まって!?　それはこっちのセリフだよッ！　サバトちゃんこそ、なんでこんなトコロにいるのッ!?」

「え、サバトですかぁっ？　ええっと、サバトは、これをお届けにやってきたんですぅ」

　そして彼女が取り出すのは、

「あっ！　バドミントンのラケットだぁー」

　それは、今日彼女たちが公園で遊んでいたモノです。ドクロちゃんは窓越しに「ありがとうサバトちゃん！」と、ラケットを受け取ります。

「ドクロちゃん、公園に忘れてきちゃってたの？」

「えへへぇ……」

「シャトルもあるんですよぅ？」

「わざわざありがとうございます、サバトさん」

　ぺこりとおじぎをする天使の姉妹に「ぜんぜんかまわないんですよぅ」と照れくさそうにするサバトちゃん。

「でもサバトちゃん、玄関からじゃなくて、なんでこんなトコロから……」

「だって、玄関には鍵かぎがかかっていたんですぅ。サバトはしかたがないから、みんなの声がする方にやってきたんで……ふぁ……は、はくしゅんっ！　ですぅ……」

　ずるずるっとはなをすすり、カッパ代わりにかぶったビニール袋越しに、びしょ濡ぬれな自分の身体からだを抱きしめるサバトちゃん。

「あ、そうだ。サバトちゃんもよかったら、うちのお風ふ呂ろに入っていく？　カラダ暖めないと風か邪ぜ引いちゃうだろうし」

「ほ、ほんとうですかぁ!?　い、いや、でも、でもでもでも、桜さくらくんの家のお風呂を借りるなんて、そ、そんなのサバト、悪いんですぅ。……けど、どうしてもって、桜くんが言うなら、サバトは──」

「って、ちょっと待ってサバトちゃん！　なんで今ここで靴を脱いで窓をよじ登って来るのッ!?　玄関の鍵開けるってば！　それまで待って！　ねえ、ちょっと、危ないったら！」

「は、はうぅ！　やめてください桜くんっ！　サバトのそんなトコロを摑つかんだら、ふぁうっ、ひゃぁっ！」

　濡れた素足がタイルに滑りッ！

「きゃうぅっ！」

〈ざぱぁぁん！〉

　落下してくるサバトちゃん！

　僕は彼女を受け止める形となり、しかしこらえきれるワケもなく、背後の天使二人も巻き込みながら湯船の中に尻しり餅もちをついてしまうのです……!!

「ふひゃぁぁっ！　な、なんですかこれ！　このお風呂、ぜんぜん暖かくないというか、むしろ超冷たいんですぅっ!!」

「ちょ、ちょっと僕の上でそんなに暴れないでよサバトちゃんッ！　むしろキミより僕の方がこの氷水に全身浸つかってて、だんだんカラダの感覚が無くなってきてるんだからねッ!?　ほら、だからいったん、みんなお風ふ呂ろから出て──」

　しかし、

「ねえ、動けないよぅ、桜さくらくぅーん（ドクロちゃん）」

「そういえば、き、きついんですぅぅっ（サバトちゃん）」

「桜さんも、あ、あまり、うごかないでください……（ザクロちゃん）」

　見れば、今、バスタブには、僕、ドクロちゃん、ザクロちゃん、そしてサバトちゃんが、〈きゅきゅッ〉と詰っていて、ちょっとでも身体からだを動かすと、

「きゃっ！　も、もうっ、なにするの桜くんっ」

「ひゃぁうっ！　桜くん、サバトにそんなコト、やめてくださいですぅっ！」

「あっ、桜さん、だから、そのように動かれると、わたくし……」

　僕は今、三人の天使に囲まれた状態でっ!?

「なんだか水と肌とバスタブが吸着しあって、ぜんぜんここから出られそうにないよ!!　このまま、朝になっちゃって、もし、お父さんとお母さんが帰ってきたら、僕、どうすればいいの!?」

「も、問題は、バスタブいっぱいに詰ってしまったわたくしたち四人の間に、どのようにして空間を作るか……そう、例えば、おねえさまの『エスカリボルグ』で、桜さんをいつものように細かくして、そこに出来上がった隙すき間まから……──はっ!?」

「……ザクロ……ちゃん？」

「わ、わたくしは、今、なにを口走ったのですか……？　ああっ！　そんな目で見ないでください桜さん！　わたくしにはそんなつもりはまったく──」

「いや、ザクロちゃん？　キミにそんなつもりはなくても、こっちのドクロちゃんにそのつもりがありそうだよ？」

「はぁうっ！　やめてくださいドクロちゃん！　バットのとげとげがサバトにちくちく当たってるですぅ！　そのまま振り抜いたらサバトのおしりが削そげちゃうですぅぅ……っ!!」

「おのれぇッ！　もしお父さんとお母さんが帰って来るまでにお風呂から出られなかったら見ていろ？　僕はこの世界を絶対に許さない……ッ!!」
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　翌日、日曜日の朝。

「あ────う───……」

　僕は部屋に敷しかれた布団ふとんのなかで、だるくて熱い息を吐きます。

　──あの後、どうにかドクロちゃんをなだめ、手の届いたボディーソープをバスタブと僕等らの間に流し込み、取れなくなってしまった指輪を引っ張る要領で脱出したのが夜中の三時。

　しかし、ずっと氷水に浸つかり続けてしまった僕は、さすがに体調を崩してしまって──

「ねえ、なんで天使って、あれで風か邪ぜとか引かないの……？」

「天使になるために、いろいろな修行をしていましたから」

　答えてくれたのは、ずっと枕まくら元もとで僕を看病してくれているザクロちゃん。

「もうしわけありません、桜さくらさん。わたくしたちが無理を言ったばかりに……」

　みれば、純白の軍服姿の天使は沈痛な面持ちで、うつむいてしまっています。

「うぅん、僕は平気だから、そんなに自分を責めないで？　ほら、計算外の天使も出てきちゃったコトだし──」

「桜、いるか？」

　その時廊下から、早めに帰ってきてくれたお父さんの声。〈するっ〉とふすまをあけて、入って来るのです。

「どれどれ」

　そしてザクロちゃんとは反対側の枕元に座ると、お父さんは大きくて冷たい手を、僕のおでこに乗せました。

「ああ、大したこと無いな。明日には治るよ」

「うん……」

「ザクロちゃん、桜の看病、ありがとう」

「いえ、おじさま。わたくしにはこれぐらいしかできませんから」

「ねえねえ桜くん、元気になったー？」

「ま、まだだよ──……？」

　僕の枕元に立ってのぞき込んで来たのは天使の少女、ドクロちゃん。

「お昼はおじやにしましょうね。食べられる？」

　彼女の後ろから、僕に優しい笑顔を浮かべるお母さんに「うん」と、頷うなずいて、僕は目を閉じます。お母さんは続けます。

「そういえば桜さくらは昨日の夜。ドクロちゃんとザクロちゃんと一いつ緒しよに、お風ふ呂ろに入ってあげたんですって……？」

「は、えェえッ!?」

　僕は〈かーっ！〉と両目を開きました。

「なんだい母さん、それは本当かい？」

「ド、ドクロちゃんッ!?」

〈びしょり！〉と、僕は布団ふとんの中で身体からだから汗を噴出させます。

「桜も、ね……」

　お母さんは頰ほおに手をあて、ふぅっと窓の外に視線を向けました。

「なに!?　お母さんなに!?　『桜も、』なんなの!?　ちょっと……!!　行っちゃだめー！　僕の話を聞いて!?　ドクロちゃん!?　僕は、僕はキミを信じていたのに！」

　なんというコトでしょう。両親に知られています!!　そしてお父さんとお母さんとドクロちゃんは僕の部屋を去って行き……。

「あ、ああ……」

「桜さん、すいません。わたくしがご両親に報告させていただいたのです」

「え、ザクロちゃんが!?」

「はい。わたくしとおねえさまを、守ってくださったと。だからおばさまはきっと『桜もたくましくなったのね』と、おっしゃりたかったのだと思います」

「う、うん……」

　そう願いたいトコロです。でなければ、もう、僕はこの家から除じよ籍せきされているでしょうから。

「ねえ、すこし眠ってもいい？」

　僕は掛け布ぶ団とんのはしから、ザクロちゃんを見上げます。

　とりあえず今は、体調を元に戻すことが先決です。

　──静しず希きちゃんにはもう電話をしました。今日は本を届けられなくて残念だったけど、月曜日には必ず学校へ持って行くって、約束したのです。

　だから、早く風か邪ぜを治してしまわなければなりません。

「はい。どうぞおやすみになってください、桜さん」

　そして、僕はザクロちゃんの声を最後に、ゆっくりと深く、眠りの中へと踏ふみ込んで行きます。はやく明日になーれ、と、まぶたの裏にお願いゴトをしながら──




　　　　★




　一方その頃ころ、公園の片隅にある自分のお家にいたサバトちゃんは、布団にくるまって「うんうん」唸うなっていました。

「へ……へっくしんっ!!　は、はぅぅうっ！　は、はなみずが、はなみずが止まらないんですぅぅっ！　このままだとカラダ中の水分が、汗とはなみずとして外に出ていっちゃうですぅ。はぅぅぅううぅうぅっ、なんでサバトは昨日の夜、せっかく桜さくらくんのお家に泊まれるチャンスだったのに、意地を張って帰って来ちゃったんですかぁ……!?　それにそもそも、サバトは天使なのに、どうして風か邪ぜなんかひくんですぅ？　しかもバドミントンのやり過ぎでカラダ中が筋肉痛なんですぅ！　サバトは厳しい修行をくぐり抜けた天使だったんじゃないんですかぁ!?　教えて……教えてくださいですぅ、お母様……。教えてくださいですぅ、公園の遊具達たちよ……」
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[image: 第三話　買った武器は装備しないと効果がありませんよ！　ドクロちゃん！《前編》]
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　僕の名前はクサカベ・サクラ。

　サイタマクェン大陸の北部に位置する小さな小さな国家、マヨネイ王国に住む男の子です。

　厳しい寒さが過ぎ去り、遠くに見える白い山脈からゆるゆると雪が消えていくこの季節。高台にそびえるマヨネイ宮殿パレス、その裾すそ野のに広がる城下街には僕の名前と同じ花が咲きほころび、大陸の中で一位二位を争うくらい平和と謳うたわれたこの王国は、気候的にもヒトビトの生活的にも、さらに穏おだやかさを増していきます。

　午前と午後の境目。窓から差し込む柔らかなお日様の中で床を磨いていた僕は、部屋を見回し、手を止めました。

「よし、これぐらいかな」

　水を溜ためた桶おけの中に汚れた布を〈ぽちゃん〉と落として立ち上がり、少し汗ばんだ額を服の袖そでで拭ぬぐって、ホコリの気配が消えた狭い室内を見渡します。

　街の片隅にひっそりと建つ〝聖ゲルニカ教会〟。

　その敷しき地ち内には、幼い頃ころに身よりを無くしてしまった子供達たちがみんなで生活する『聖ゲルニカの家』という施設があります。ここはそんな木造三階建てである建物の二階の一室。狭すぎず、かといって決して広くはない空間に勉強机とベッドが置いてあるだけの、簡素だけど温かな場所です。僕にとって物心ついた時から、〝教会〟と『聖ゲルニカの家』は世界の全すべてでした。

「いままで、ありがとう……」

　そして今日は十四歳の誕生日。ずっと僕を育ててくれたこの家から卒業する日がやってきたのです。明日からは立派な大人として独り立ちしなければいけません。だから立つ鳥跡を濁にごさず。こうして、今までの感謝を込めて念入りに、想おもい出いっぱいの部屋の掃除をするのです。

　本当に僕はいい子に育ちました。

『サクラくーん！』

　それは、窓の外から僕に向かって飛び込んできた女の子の声。はっと現実に戻され、壁かべ際ぎわのベッドに乗り上がって窓から中庭を見下ろします。

『聖ゲルニカの家』は〝コの字型〟をした建物で、僕の部屋はちょうどくぼみになっている部分の二階にあります。

「あれ？」

　しかし、建物に三方を囲まれた庭に少女の姿は無く、

「確かに声が聞こえたんだけど……」

　窓から身を乗り出してみようとした、その時です。

「ねぇってばーっ！」

「うわアぁッ!?」

　突如、頭の上に金色のわっかを持った女の子が下方より〈ぴょこり！〉と僕の視界に現れました。

「ド、ドクロちゃんっ!?」

　膝ひざ立だちのままのけぞります。だってここは二階のハズなのに、彼女は窓の外からこっちをのぞき込んでいるのですから。

「サクラくん、お誕生日おめでとーっ！　はいこれ、ボクからっ！」

　少女はコチラに向かって小さな宝箱のようなモノを差し出しました。

　すると、

〈ヴャー〉

「アー痛痛痛痛ァッ!?」

　僕は、彼女の手から放たれた鋭い牙きば付きの蓋ふたをぱくぱくさせながら飛びかかって来たモンスターに喰くらい付かれました。

「ちょっと嚙かんでる嚙んでる!!　なにコレなんなのコレぇッ!?」

「その子は人ミ喰ミいツ箱クの『ああああ』だよ？　なかよく共存してあげてね」

「無むリ無むリ無理ィ!!　名前が感情移入しにくい上に、僕は近所の犬とも共存できてないんだよ!?　ああああッ！　だめぇ！　僕のそんなとこぱくぱく食べちゃだめなんだからっ！」

　両手で蓋を押さえつけ、僕は超絶危険な小箱『ああああ』と戦せん闘とう開始。必死にミミックをシーツで包み込み茶ちや巾きん絞しぼりに締しめ上げて、水入りの桶おけに漬け込みました。〈ぶくぶくぶくー〉

「ああ！　『ああああ』──!!　ひ、ひどいよサクラくん、ボクのプレゼント！」

「なに言ってるのドクロちゃん！　もしこれが大人のミミックだったら僕、祝うべき誕生の日に全滅しちゃうトコロだったんだよ!?　この子は山へ返してらっしゃい今すぐ！　きっとお母さんミミックが心配しているのだから」

　ようやく気を失ってぐったりしたモンスターを、包んだ濡ぬれシーツごとドクロちゃんへと突き付け、僕はベッドの上に戻りました。ついでに、どうやって彼女は空に浮いているのかと思って窓から下を見れば、器用につま先を壁の出っ張りにひっかけて危なっかしくカラダを支えています。

「だぁって、サクラくん最近ちっとも遊んでくれないんだもん」

　ドクロちゃんはうつむき、ちょこんと上目づかいでコチラを見つめてくるのです。

「そ、それは……」

　言い淀よどむ僕に「んんっ？」とコクビを傾かしげるドクロちゃん。

　暗銀色の髪と深緑色の大きな瞳ひとみを持ち、頭の上に金色のわっかをぷかぷかさせた少女は、僕より三ヶ月早く『聖ゲルニカの家』を卒業した女の子。今でもこうしてちょくちょく友達である僕のトコロに遊びに来てくれるのですが、幼いコロから彼女に非常にしばしば命の危険がデンジャーにさらされるコチラとしては、これ以上の異性間交友はご遠えん慮りよいただきたい。

　それに──

「ね、なんでなの……？」

　彼女はぐっと、窓枠にカラダを乗り出します。僕は思わずそこから目をそらしてしまいます。

　──それに、なぜなら彼女はここを卒業するちょっと前からどんどん女の子っぽく発育していっちゃって、今ではそのカラダつきはちょっと十四歳とは信じられないコトになっているのです。今日も『白いシャツ＆黒い半ズボンをサスペンダーで吊つって』といういわゆる〝ぬののふく〟を身に着けてはいますが、この少年っぽい服装が現在、却かえって少女の過剰な女の子な部分を強調する結果になっています。そんなドクロちゃんですから、じゃれついてこられるたびにお年とし頃ごろの僕は大変ビミョウな状態へと追いつめられ四苦八苦。そしてもしマンガイチ、そのような僕のピュアハートが彼女にばれてしまったら？　もうボクと遊んでもらえなくなっちゃうばかりか、こっそり言いふらされて、みんなも僕と目を合わせなくなっちゃうかもしれません。だから僕は会話の方向と己の思考をできるだけ聖なるモノにすべく、孤こ軍ぐん奮ふん闘とうです。

「あっ、そ、そうだドクロちゃん。教会のお手伝いは？」

「今日は午後からでいいんだもーん。ね、それよりなんでボクと遊んでくれない──」




　ぺぎっ




「きゃっ！」

「えっ？」

　なんというコトでしょう。彼女が摑つかんでいた窓の枠組みが乾いた音を立てへし折れたのです。

「ちょ……ッ！」

　間一髪。宙を泳ぐ少女の手を〈ぱしっ〉と取り、僕はドクロちゃんを室内へ引きずり込みます。

「な、わッ！」

〈がたーん！〉と、勢い余ってそのまま固いベッドに背中から倒れ込んでしまいますが、どうにか事故を防ぐコトはできました。仰向けで安あん堵どの息を吐き、僕は「ほらドクロちゃん」と、上に乗ってきている女の子を支えた腕に力を入れ〈ぷにゅっ〉

「サ……クラ、くんっ？」

　少女の声に気が付きます。彼女の体重を受ける手のひら、それに押し潰つぶされカタチを変えているのは豊かな胸であり、少女のふくらみは、なおも柔らかく僕を弾はじき返そうとして──

「い……」

「あ、ちょ、ちょっと待ってドクロちゃん！　これはキミを助けようとしかたな──ッ！」

「いやぁぁああああんっ!!」

　顔を真っ赤にした少女の悲鳴と共に、僕の弁明はかき消されました。なぜなら、僕に覆おおい被かぶさったまま真上から直下、ミゾオチをエグリ込むように突き出された鋼鉄のバット『エスカリボルグ』が、僕とベッドを貫いて床を直ちよく撃げき。紅あか黒ぐろいモノを散らしながら〈ずずん〉と部屋を揺らしたからです。大事故発生です。

「今日で家を卒業して大人になるからって、そんな、そんなすぐになんて、ダメなんだからっ！」

　しかし、僕からの返事はなく、少年がただのシカバネのようになっているコトに気がつく天使の少女。

「あッ！　サクラくんがたいへん！」

　彼女は鋼鉄のバットに願いを込めます。祈りは七色の光になり、部屋を包み込みました。




　ぴぴるぴるぴるぴぴるぴー♪




　少女が引き抜くエスカリボルグの爪つめ痕あとは、コイン貫通マジックみたい。きれいさっぱり無くなります。床もベッドも僕だって、生きているんだ、元通りです。

「せっかく、綺き麗れいに掃除したのにッ！」

　嘆くコト然しかり。バットが床に激突した衝しよう撃げきのせいで〈ぱらぱらぱら〉と天てん井じようからホコリがこぼれ落ち、床が白くなっちゃっているのです。

「だって、まだ昼間なのに、サクラくんが……」

「ちがうよ！　そもそもドクロちゃんが窓から部屋に入ってこようとするからいけないんでしょ!?　いったいなんの用なの？」

「あーっ、そうだー!!」

　ドクロちゃんはなんだか素早くベッドの上で身じろぎして、枕まくらを抱きしめ正座。僕へと向き直りました。

「サクラくん、今日でこの部屋を出なきゃなんだよね」

「う、うん……」

　僕はいつになく真剣な少女の瞳ひとみに心の中の襟えりを正し、相向かうようにベッドに腰を下ろします。

「だったらさ、ボクのトコロにきなよ！　いっしょにくらそう？」

「いやだ！　絶対にやだ！　なんかよくわかんないけど干ひ涸からびちゃいそう！」

「だいじょうぶだよ！　ボクの部屋、へんにじめじめしてるから──」




〈こんこん〉




「はぁい!!　はいはい！　いますいます！」

　部屋の扉のノック音。四つんばいで迫ってくるドクロちゃんから逃げ出すように、僕は元気いっぱいお返事なのだ。

「サクラさん、まだお部屋にいらしたのですね」

　きぃっとドアを開けて部屋に入って来たのは、純白の修道衣に身を包んだスラリと背の高い女性です。

「あ、ザクロ先生、こんにちは！」

　彼女は『聖ゲルニカの家』に住む子供達たちみんなのお母さん。もちろん、僕もこのシスターが大好きです。

「す、すいません、騒さわいじゃって……」

　ザクロ先生は『お気になさらずに』と僕とドクロちゃんに柔らかく微笑ほほえみます。

　それから先生は、「えへへっ」と照れる少女の頭を撫なで、それから思案げに左半面を覆おおう黒いベルトに手を当てつつ、

「それよりサクラさん、お時間のほうは大だい丈じよう夫ぶなのですか？」

　僕へと尋ねてくるのです。

「え……？」

「本日はお昼に、宮殿におうかがいしなくてはいけないのですよ」

　──今日は僕の誕生日。

「そうだった！　ありがとうザクロ先生！」

　この国では十四歳の誕生日に、一人前の大人としての証あかしを受ける『誓いの儀ぎ』を宮殿にて執り行うのが習わし。そんな大事な行事に遅れるなんて！

「ええー。サクラくんどっかにいっちゃうの？　つまんないー」という少女のセリフに「また今度ねドクロちゃん！」とヒトコト投げ返し、僕は上着をひっつかみ、部屋を飛び出します。

　古びた階段を駆け下り、裏口から中庭に出て、そこでくるっと振り返り、僕は今日まではまだ自分の居場所である部屋を見上げ、

「行ってきます!!」

　僕は窓からコチラを見ているザクロ先生とドクロちゃんへ叫びました。

「いってらっしゃーいっ！」

「お気を付けて！」

　手を振ってくれる二人に大きく手を振り返し、それから石畳の道を駆け出します。

　ずっと続くと思っていた平和な毎日。

　でもまさか、あんな運命が待っていたなんて。




　──これは、十四歳の少年が数々の困難を乗り越え、ついには勇者として世界を救う物語。
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　小国、マヨネイ王国。

　海は無く、けれど国土は豊かな自然に溢あふれているため農業が盛んで、中でも万能調味料であるマヨネーズの生産量と品質は大陸で一番とされています。そんな王国ですから、経済的にも潤うるおい過ぎず貧し過ぎず、ヒトビトの気質はとてもゆったりしたものです。

『聖ゲルニカの家』を飛び出した後、僕は街の中心部へと向かいました。噴水通りに並ぶマーケットを抜けて橋を渡り、それからいくつものヒトビトの生活の脇わきを走り抜け、丘を登って辿たどり着いたのはここ、国の中枢『マヨネイ宮殿パレス』。正面から見れば、あたかも白鳥が飛び立つ瞬しゆん間かんの如ごとき白亜の建築物です。

　急いで走って来たため鼓動は早はや鐘がねのよう、僕は深呼吸を繰り返して落ち着かせます。

　門の前で衛兵さんに名前を告げると、やがて案内されたのは、まるで陶磁器のような光沢のある白く重厚な扉の前。

　緊きん張ちようでコワばった首筋＆背筋を伸ばし、深呼吸を一つ。

　そうです。この扉の向こうには〝謁見の間〟があり、そこで僕は今から国の王様であるマヨネイ十六世と面会するのです。とって食われる心配は無いとわかっていても、やっぱり少し緊きん張ちようしてしまいます。

「……よしっ」

『誓いの儀ぎ』はマヨネイ王国に住む十四歳の男の子なら、みんなやってきたコト。僕にだってちゃんとできるはずです。

　心を固め、ノブに手をかけ、扉を押し開きました。

　真ん中から割れ、左右に開いていく視界。広がる空間。

　足を踏ふみ入れた場所は、今までに体感したコトの無い空気と匂においを持っていました。〈かつん、かつん〉と床を歩く音の質感まで、なんだか違います。果たしてそこを室内と呼んでいいのでしょうか。横にも奥にも高さだって、聖ゲルニカ教会の礼拝堂よりずっと広く、天窓と庭に面した壁は全すべてガラスとステンドグラス。色とりどりの光が降り注いでいます。たとえるなら、ここは虹にじの架かった空に浮かぶ雲の上みたいな場所です。『聖ゲルニカの家』にある小さな自分の部屋をついさっきまで念入りに掃除していたせいか、その差に思わずくらくらです。

　ここが〝謁見の間〟。

　イッツ『センター・オブ・ザ・マヨネイ宮殿』。国で一番偉いヒトが住む場所なのです。

　扉から正確に十六歩進み、僕は片かた膝ひざをついて深々と会え釈しやく。王様の声を待ちます。

「よくぞ参った、顔を上げるとよい──」

　緩ゆるやかな階段のように奥へと続く段差を経て玉座。そこに座っているのがこの国の王である、

「──ザンス」

「う、うわー」

〝ザンス・マヨネイ十六世〟のハズなのですが、しかし、今そこにいたのは肋ろつ骨こつ浮き出た極細ボディーを光沢のある黒ラバースーツで包み、王冠にそそり立つ真ピンクのモヒカンを詰まらせた不審人物です。

「どうしたザンスか？」

　細身のサングラスをくいっとズリ下げ、玉座に座った奇人はコチラを見下ろします。僕は思わず尋ねます。

「王様は？　王様はどこですか!?」

「ミィが王様の〝ザンス・マヨネイ十六世〟ザンス」

「ほ、本当に、王様……？」

「もちろんザンス。この気品溢あふるる王者の品格がその証拠ザンスよ」

「じゃあ今のその姿はどういうコトですか？　あ、もしかして悪い魔ま法ほう使いに──」

「呪のろいをかけられてこういう姿なワケじゃないザンス!!　これは王たるミィが自らコーディネートしたものザンス！」

「呪のろいだったら解くこともできたのに、かわいそうな王様……。王様かわいそう」

「ミィは同情されているザンス!?　王様なのに！」

　ばっさばっさと揺れる長大なピンクのモヒカンと、首からさげたバズーカ砲みたいなカメラがユラユラ。そんな王様の両りよう脇わきで、お付きの兵士が微動だにしないのがスゴイです。しかし、こんなヒトが国を治めていたなんて。国のみんなに知られたら暴動が起こってしまいます。もう王様がいるだけで大惨事です。いえ、まってください。ヒトを外見で決めつけてはいけません。格好は尋常じゃなくとも、ここまでマヨネイ王国を治めているのですからきっとスゴイ人格者なのでしょう。

「ユゥの名前は？」

　なので、僕はきちんと王様に自分の名前を名乗りました。

「サクラくんと言うザンスか。なかなかよい名前ザンス」

　けど、たぶん目に毒なので僕は王様の会話中、目を逸そらします。その中に──

「あっ」

　僕はこちらに向かって小さく手を振る一人の少女を、発見するのです。

「う、うそ……」

　侍女達たちに囲まれた中、まるで凜りんと咲いた白しら百ゆ合りの如ごとく微笑ほほえみかけてくる女の子は、

「（シ、シズキちゃん!?）」

　説明せねばなりますまい。彼女、シズキちゃんは毎朝〝聖ゲルニカ教会〟にお祈りに来る女の子。だから、毎朝の礼拝堂掃除担当の僕は、ずっと前からお友達なのです。小さな子供達にお菓子を焼いてきてくれたりする心優しい彼女の姿に、いつしか心を奪われて、気がつけばゾッコン片かた想おもい中、現在では僕の中での『気になるあの子ランキング』ダントツ一位な女の子なのです。だけどそんなシズキちゃんが、なんでこんな宮殿の中に!?

「聞いてるザンスか？　サクラくん」

　ザンス王は硬直してしまった僕の向いている方向を見定め、

「シズキ姫がどうかしたんザンスか？」

「シ……シズキ姫!?」

　揺れるドレス。彼女は衣きぬ擦ずれの音と共に僕と王様のトコロへ来ると、スカートの裾すそをつまんでちょこんとお辞じ儀ぎします。

「はじめましてサクラくん。シズキと申します」

「こ、こちらこそ、はじめっ、マ、して……」

　姫はコチラへと小さくウインク。そんな可か憐れんな仕草に僕はもうシドロモドロです。だって彼女の合図はバッチリ届いてしまったのです。そこに込められたメッセージとは『教会でのコトは二人だけの秘密にしよ？　だってあの時間だけは、礼拝堂で二人っきりのあの時だけは、……普ふ段だんは国の姫である私を、貴方あなたにひとりじめしてほしいんだもん……』です！　くぅぅうわあああああッ！　プリンセスを！　お姫様をひとりじめッ!?　僕はスカさず『う、うん、わかった！　僕絶対秘密にするからね!?』と、彼女に何度もウインクをしまくりました。
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　シズキちゃんの斜め後ろに立った王様は言います。

「姫は、目に入れても痛くない、ミィの大事なひとり娘でもあるんザンス」

「変なコト言わないでください！」

　僕は王様を睨にらみ付けました。

「ひ、ひぃッ！　なんて殺気の籠こもった瞳ひとみザンスか!?　ウ、ウソじゃないザンスよ!?　姫はミィの娘ザンス。シズキもユゥと同じで今年で十四歳。つまりはもう、きちんとした大人。そして大人になった姫の大事なつとめは、婿むこをむかえ、りっぱな王子を産むことザンス。ミィはそろそろ姫にお婿さんを決めて欲しいザンスよ」

「えっ？」

　王様の衝しよう撃げき発言に僕は硬直。シ、シズキちゃんが、ケッコン!?

「や、やめてくださいお父様！　こんなトコロで……！」

　シズキ姫は途端に顔を真っ赤にしてそっぽを向いてしまっています。……僕は？　僕はそのお婿さん候補に入っているの!?　喜怒哀楽がいっぺんに身体からだ中に溢あふれます。

「ああ、小さいコロには一いつ緒しよにお風ふ呂ろに入ったシズキも、いまやそんな歳としになってしまったザンスよ……」

　その一言が命取り。

「い、痛いザンスやめるザンスサクラくん!!　王冠にそれ以上モヒカンを押し込まないでザンス！　取れちゃう取れちゃう！　こら！　兵士達たちもミィを取り押さえようとしないでサクラくんを取り押さえるザンス！」

「あ、ごめんなさい王様！　王様なのに！」

「も、もうよくわかんないザンスが、さっさと『誓いの儀ぎ』に移るザンスよー!?」

　王様はズレてしまった王冠を直しながら、側近ぽいヒトに指示を飛ばします。

　すると、すすすすっと近づいてきたのは白い頭髪の大臣っぽい男性。彼が王様に差し出したのは装飾が施ほどこされた銀色の箱でした。

「さあ、受け取るザンス」

　王様が中から取りだしたのは、一本のマヨネーズです。

「これは……」

　王様からうやうやしく受け取る、おなじみの涙滴型容器に入れられた調味料。カタチは手のひらを一回り大きくしたくらいで、一見、どこのご家庭にもあるモノと同じに見えますが、しかし、これはただのマヨネーズではありません。

　マヨネイ王国には、一つの言い伝えがありました。

　遥はるか昔、一人の勇者が傍かたわらにマヨネーズを携たずさえ、三人の仲間と共にこの土地を支配していた悪い竜を倒し、マヨネイ王国の礎いしずえを作り上げたという伝説です。

　それ以来、国に住む男子は勇者の意志を引き継ぐという願いを込め、彼が手にしていた『聖なるマヨネーズ』を天に掲げ、口上を述べる『誓いの儀』を行うようになりました。これを経て、はれてマヨネイ王国を守る使命を帯び、一人前の大人になるのです。

　そして今日、とうとう僕もその時を迎えました。

　ちょっと、──いえ、かなり緊きん張ちようします。見上げれば〝謁見の間〟の正面、壁一面に初代勇者の壁画が描かれています。もう何百年も昔に、僕が今手にしているマヨネーズを持っていた一人の少年。

　……シズキ姫と結婚するヒトは、そんな勇者と呼ばれるような人物なのかもしれません。

　僕は国に伝わる宝を右手に、天へと向けました。〈しん〉と静かになる〝謁見の間〟。身体からだに走る緊張。僕は『聖なるマヨネーズ』を天に掲げ、もうずっと以前から、毎晩寝る前に練習してきた『誓いの言葉』を唇に乗せます。

「お口いっぱいに広がれ　極上ハーモニー　生で良し　焼いても良し──」




【わ　れ　を】




「……え？」

　僕の言葉に重なるように囁ささやかれた、しかしハッキリと鼓膜を震ふるわせる声。その声に集中を解かれ、僕は思わず周囲を見回してしまいます。

「どうしたんザンスか？　早く宣誓を続けるザンスよ？」

「は、はい、すいません……」

　空耳──だったのでしょうか。それにしては声に意思が籠こもっていたような気がしま……いや、今は儀ぎ式しきに集中です。僕は再びマヨネーズを掲げ、口上を続けます。

「あたかも全すべての食材を調和させるマヨネーズの如ごとく、我、此こ処こに誓う。マヨネイの地に」




【わ　れ　を　かいほう　せよ】




「うわっわっわ！」

　今度はもっと近くで大きな声。僕はびっくりして、震えたマヨネーズから手を離してしまい、慌ててお手玉です。

「ナニしてるンザンスかサクラくん!?」

「す、すいません！　だって今、マヨネーズが──!!」

　聖なる王家アイテムを抱きしめてキャッチした僕はあるコトに気がつき、硬直です。

　だって、両腕の中のマヨネーズ容器が、黄おう金ごん色いろに輝いているのです。




【わ　れ　を　かいほう　せよ　きゃっぷ　を　ひらく　のだ】




　それは僕へと一直線に届く声。緊きん張ちようと困惑でもうどうしていいか解わかりません。「こ、こうですか？」と、僕は『聖なるマヨネーズ』の赤いキャップを〈ぱきっ〉とひねって開けました。

「も、……もしもし？」

　そして、僕がマヨネーズに語りかけたのと、




『────ッ!?』




　謁見の間に、緊迫という鐘かねを打ち鳴らしたかのような静寂が走ったのは同時でした。

「ユ、ユゥは……!!」

　王様もシズキちゃんも、室内全すべてのヒトビトが息を吞のんでコチラを見ているのです。

「は、はい？」

　次の瞬しゆん間かんでした。

　僕の手の中、マヨネーズからまるで勢いよく容器を絞ったかのように星形の光条が〈ごうごう〉とほとばしったのです。

「うわぁぁああ……ッ!!」

　あふれ出すマヨネーズ、金色の光。僕を中心に逆巻くレーザービームのような嵐あらしは室内に垂れ下がる布を揺さぶり、ステンドグラスを〈びしびし〉と軋きしませました。

「わぁあああッ！　なにこれ、なんなのこれぇ！　まぶしぃ！」

　いったい、ナニが起こっているのでしょう。これが大人になる試練なのでしょうか。だったらがんばらなくてはいけません。

「サクラくん」

「くそう！　まけないぞ！　僕はくじけない！　なぜなら今日から僕は一人前なのだから!!」

「サクラくん！」

「わかってます。これが真の試練なんですよね!?　そうりゃあああ!!」

「サクラくん！　もう光出てないザンス。寝っ転がってじたばたしてないで起きるザンスよ」

「ああぁッ！　こしゃくな！　つぇぃぇえ……え、あ、あれ……？」

　お腹なかの上にマヨネーズをのせたラッコみたいなポーズから一転、起きあがります。突き刺さるような周囲からの視線。そちらを振り向くと、なぜかみんな目を背けちゃいます。どうしたのかな、照れてるのかな。じゃあ、合格？

「ユゥがそのキャップを、開けたんザンスよね!?」

　頭の上からしゃがれ声。長身瘦そう軀くで黒ラバーな王様が、興こう奮ふんして僕に尋ねてきます。

「は、はい、そうですけど……」

　僕は左手の赤キャップ、右手の本体マヨネーズを見比べ、答えます。

「遥はるか昔、勇者はこう言い残したザンス」

　王様はピンクの裏地を持った漆しつ黒こくのマントをはためかせます。

「『聖なるマヨネーズ。そのキャップを開けるモノこそ、次代の勇者となり、世界を救わん』……と」

「え？　じゃ、じゃあ、僕は、勇者……なんですか!?」

「その通りザンス！　ユゥは勇者ザンス！　ついに勇者が降臨したザンスよキャッホー!!」

　王様はあっけにとられる僕の隣となりに滑り込み、肩を組みつつ首から提さげていたちょっとレトロな一眼レフで僕とツーショットな自分撮りを開始しました。〈パシャー、パシャー、パシャー、がちゃん。うぃ───んむ────〉

「なッ!?　フィルム切れ!?　なんたるコトザンス！　ちょっとココで待ってるザンスよ!?　スグに替えのフィルムを持って来るザンス！」

「ちょ、ちょっと待ってください王様！　どこ行くんですか!?」

　ザンス王は慌てて〝謁見の間〟から出て行ってしまいます。大臣や近この衛え兵へいは急いで後を追いかけて行ってしまいます。

「なに？　いったいなんなんですか!?　あの王様は大だい丈じよう夫ぶなんですか!?」

　王様の慌てぶりが感染したように、室内は騒そう然ぜんとし始めます。

「サクラくんっ」

　その中、激しくおろおろする僕に駆け寄って来てくれたのは、

「シズキちゃ……じゃなくて、シズキ姫、いったい、なにが──」

「もう、サクラくんまで私を姫なんて言わないで？　いつも通りに呼んで？」

　彼女は、ちょっとだけ拗すねた微笑ほほえみで僕を見つめます。

「う、うん、ごめんシズキちゃん。でも、キミがこの国のお姫さまだったなんて……」

「サクラくんこそ、勇者だったなんて」

　シズキちゃんがいつも礼拝堂でおしゃべりしている時とちがって見えるのは、場所が宮殿だからだけではありません。彼女の目は少しだけキラキラと潤うるんでいるように見えてしまうのです。そんな瞳ひとみで見つめられたら、僕はもう、どうしたらいいのかわかりませんッ！　僕はとっさに王様の言葉を思い出し、尋ねます。

「え、ええっと、さっき王様も言ってたけど、僕が勇者っていうのは──」

「うん。私もお父様に聞いたことがあるの。ずっと昔、王国は次の勇者を捜し出すために、当時の勇者と同じ十四歳の男の子に『聖なるマヨネーズ』のキャップを開けさせる儀ぎ式しきをしていたって。けれど、誰だれも開けることができないまま時が経たち、儀式は形だけの風習になり、今では子供の成人を祝う『誓いの儀』として残ったらしいの。でも、それをついにサクラくんが……」

　死んじゃうかと思いました。シズキちゃんは僕が持っていたマヨネーズにそっと触れるようにして、手に手を重ねて来たのです。

「ほ、本当に、僕が勇者なの……!?」

　その瞬しゆん間かん、高らかな靴音と共に、扉が勢いよく押し開かれました。




「い、一大事です!!　早くここからお逃げください!!」




〝謁見の間〟に飛び込んで来たのは一人の宮廷兵士でした。彼の鎧よろいは血に染まり、満まん身しん創そう痍いながら、手当てに駆け寄るヒトビトを振り払い、再度叫びました。

「竜が……！　黒竜が現れました!!　早急に宮殿から──」




　ッッごぉぉおおおおおおぉぉンンッ!!《ギュオオオオオオオオオ──ッ!!》




　天を揺るがす咆ほう哮こう。

　室内が影に包まれます。見上げたそこを飛ひ翔しようしていたのは巨大な黒い十字架。否いな、それは翼つばさを広げた一匹の竜。──黒竜。

　その両りよう翼よくがたたまれたかに見えた瞬間、僕はシズキちゃんを引き寄せ、とっさに身を伏せました。それは今から思えば、それはほとんど奇き蹟せきに近い行動でした。

　落石のように〝謁見の間〟に突入してきた黒竜は、崩ほう壊かいしたステンドグラスを巻き込み、床に着地。そこは、さっきまで僕とシズキちゃんのいた場所で──！

　竜の引き起こした衝しよう撃げきにより壁に走った亀き裂れつは、漆しつ喰くいはおろか内部をも蝕むしばんで崩れ落ちます。

　粉ふん塵じんの向こうより、あらわになる巨きよ軀く。

　河をゆく中型の帆船の如ごとき体軀を持つ漆しつ黒こくのモンスターの名は、竜。その魔ま獣じゆうを詠うたった物語にはこうあります。『──黒こく曜よう石せきの皮ひ膚ふは気高き憎ぞう悪おを。紅こう玉ぎよくの瞳ひとみは純粋な狂気を。そして、金こん剛ごう石せきの牙きばと爪つめには無限の殺意を。すなわち黒竜こそ〝業の結晶〟──』

「あ……ぐ……ッ！」

　僕がその時、意識を保っていられたのは、腕の中に震ふるえる少女がいたから。

　彼ひ我がの距離はわずか。みるみる広がる竜の口、鋭いダイヤの牙が並ぶ、真っ赤な口こう腔こう──喉のどの奥には紅ぐ蓮れんの炎ッ！

　刹せつ那な、

【ちからが　ほしいか】

〈ドクンッ！〉と、右手に握りしめていたままのマヨネーズが脈動しました。そして次の瞬しゆん間かん、黒竜の口から吐き出される粘り着くような灼しやく熱ねつの炎。

　シズキちゃんの悲鳴、僕は彼女を抱きしめます。

　視界が曝ばく光こう。




　ぽぅわわわ───ん




「これ、は……」

　僕とシズキちゃんを包んでいたのは『聖なるマヨネーズ』から吹き出た光。黒竜の炎はこちらに届く前にかき消えていたのです。

　見れば、黒竜は後ずさるように庭へと続くガラス壁を突き破り、庭の芝生にかぎ爪づめを深く、沈めています。

「勇者の力が……守ってくれたの？」

　シズキちゃんが腕の中で囁ささやきます。

「わからない、わからないけど……！　今のうちに──」

　そして僕が彼女の手を取って走り出そうと、

「サクラくん!!」

「なッ!?」

　竜は地表ごと芝生を刮そぎ取り、転進。長大な尾をしならせ、《ぶおんっ！》とナニもない空間を薙なぎ払いました。

「うわぁあああッ!!」

「きゃぁあッ！」

〝衝しよう撃げき波は〟は床のタイルを地盤ごと削るようにめくり上げ、僕とシズキちゃんを包んでいた金球状の光に到達、足下から天へと吹き飛ばしたのです。

「う、うぅぅ……ッ!?」

　けれど、身を襲おそったのはふわりと柔らかな浮遊感。『聖なるマヨネーズ』はその光で、なおも僕を守り続けてくれたのです。

「あ……あれ？」

　しかし、気づきます。僕の傍かたわらにシズキちゃんがいないのです。

　悪あく夢むの如ごときこの光景の中で、さらに信じられないコトが起こっていました。

「サ、サクラくんっ!!」

　竜のかぎ爪づめ、鋭い手に、シズキちゃんが、シズキ姫が捕らわれていて。

「シズキちゃん……!!」

　漆しつ黒こくの竜は晴空に飛び立ち、遥はるか彼方かなたへと消えて行ったのです。一人、十四歳の少女を、僕の前からさらって。




　　　　★




　──迫っていた危機が去ったからなのか。僕の周囲を包んでいた金の光が薄うすくなり、やがて消えていきます。

「なにごとですか王様!!」

　騒さわぎを聞きつけ次第に大きくなる喧けん騒そうの中、一人の少年の声が槍やりの如く貫きます。

「ミヤモト……」

　僕は彼のコトを知っていました。破は壊かいされた〝謁見の間〟に飛び込んで来たのは、我わが親友。僕より半年ほど早く施設を出た彼は、武器屋さんの養子になり、宮殿を守る衛兵、その若きホープとして活かつ躍やくしているのです。

「サクラ!?　おい、いったいなにがあったんだ!?　コレは……」

　軽装甲かつ冑ちゆうの銀、近この衛え兵へいの青。腰の長剣の柄つかをすぐさま抜けるように身構えるも、目の前に広がる破壊の光景にミヤモトは言葉を失っています。無理もありません。僕も、ヒトの手によるモノがこんな理不尽に破壊され、意味のないモノになってしまった風景を見たのは、初めてです。

　僕はここで起こったデキゴトを彼に説明します。しかし、その途中で、

「サクラが勇者!?」

「う、うん。なんか僕、勇者っぽくて──」

「こんな時に、そんなウソをついてまで……」

「えっ？」

　聞こえたのは感情がともなわない少女の声。主を捜せば、黒くすすけた瓦が礫れきを器用に乗り越えてやってくる、魔ま法ほう使いの外がい套とうに身を包んだ一人の女の子。

「ミナミさん!?」

　鍔つばが広いとんがり帽がひょこん。両肩を出した濃緑のローブの上からマントを羽織り、手には木の杖つえ。腰まである黒髪を揺らして周囲を見回す彼女ですが、この惨状にもかかわらず、表情に変化が見られません。彼女は素質ありと見込まれ、街の魔法使いの弟子として『聖ゲルニカの家』を八ヶ月前に卒業した女の子です。

「ウソじゃないよ！　見てよほら！」

　僕は手にしていた、キャップの外れた『聖なるマヨネーズ』をミナミさんに見せますが、

「なに、それ」

「ほらこれ、大人になる儀ぎ式しきの時に使う──!!」

「つまり、サクラくんが大人になろうとしたら〝謁見の間〟が、こうなったの？」

「ちがうよ!?」

「な、なんザンスかこれは……ッ!!」

　僕達たち三人は背後から聞こえた、間違ってカラスが釘を吞のみ込んでしまったような声に振り返ります。そこに立っていたのはマヨネイ王国の王様。ザンス・マヨネイ十六世です。

「ナニが、ナニが起こったンザンスか!?　いったいなんなんザンスかコレは!!」

　瓦礫の山と化してしまった謁見の間の惨状に、王様は真っ赤な目を飛び出さんばかりに見開いています。ミナミさんは手を挙げ、すっと王様の前に進み出ます。

「王様、報告します。サクラくんが大人になろうとしたら少年ゴコロが拒絶反応を起こし、それによって漏れだしたエネルギーが〝謁見の間〟を破は壊かいしたのです」

「なんザンスって──!?」

「勝手に変なお話作らないでよミナミさん!!　王様も真に受けないでください！　それより、大変なコトが起こったんです！」

　僕はミヤモト、ミナミさん、そして王様に今起こったデキゴトの続きを急いで説明します。

「シズキ姫が、ミィの娘が黒竜にさらわれた!?」

「はい。僕には、どうしようも、なくて……」

　王様の落胆ぶり、というか、絶望ぶりは凄すさまじいものがありました。ご自慢のモヒカンをかきむしり、振り乱し、床を転げ回ってから立ち上がり、叫びました。

「シズキ姫のコトが死ぬほど心配ザンス！　しかし、今は国民総出の『春のツナマヨ祭』の真まッ直ただ中なか！　ミィは王としてマヨネイ宮殿パレスから離れるコトはできないザンス!!」

「お、王様……！」

「そういえば……ユゥは勇者だったザンスよね!?」

「え、いや、僕はマヨネーズのキャップをひねっただけで──」

「そうザンス！　『聖なるマヨネーズ』の封印を解いたユゥは伝説の勇者なんザンス!!　お願いザンス。ミィの娘を助けて欲しいザンス！」

　王様は僕の肩をがっしり摑つかみ、がくがくと揺すってきます。

「ちょ、ちょっと待ってください！　いくら僕が勇者でも、あんな黒竜倒せるハズないですよ!!　僕はただの少年なんですよ!?」

　身体からだに覆くつがえしようのない恐怖が甦よみがえります。あれはもはや力の差がどうこうというレベルではありません。その時です。震ふるえる僕にそっと、ある日僕の部屋にひょっこりと迷い込んで来た探偵精せい霊れい『おうムル』が胸ポケットから飛び出して耳打ちしてきます。『その通りだサクラくん。もう二度と竜に出会ってはならない』と……！

「黒竜を倒せば、このマヨネイ王国の英雄ザンス。となれば、ミィはその勇者を跡継ぎとして迎え入れる所存ザンスよ！」

　途端に周囲が〈どよっ〉とザワメキます。

「王様の、跡継ぎに……？」

　というコトは、それは必然的に、シズキちゃんの……!!

「そういうコトザンス」

　僕の身体にどうしようもない電でん撃げきが走ります。それはもはや身分の差がどうこういうレベルではありません。僕は胸ポケットの探偵精霊『おうムル』と一いつ緒しよに叫びます。

「『任せてください！　必ず黒竜を成敗し、この国と、そしてシズキ姫を救ってみせます!!』」

「ありがとうザンス！　サクラくん!!」

　必ず助け出してみせるからね！　シズキ姫ッ!!

「しかし、いくら勇者といえども、黒竜を倒す旅は厳しいモノになると思うザンス。一人でやり遂げるにはあまりにも過酷な道のり……。まずは、街にある『優ゆう子こ先生の酒場』で仲間をみつけるのが──」

「俺おれに行かせてください！」

　元〝謁見の間〟に響ひびき渡る凜り々りしくも固い決意。背筋を伸ばし、王様の前に一歩出たのは、我わが親友で戦士でもあるミヤモトでした。

「俺、たぶんこのときのために今まで自分を鍛きたえてきたと思うんです。マヨネイ王国の為ためなら俺、やります。サクラ、いいよな？　俺が一緒に行っても」

「ありがとう……、ありがとうミヤモト！」

「ミィは、ユゥのような国民を誇りに思うザンスよ!!」

　さすが長年の親友です。けれどミヤモト、おまえ、僕より勇者みたいだ。

「じゃあ、これで三人ね」

　そこへ進み出てきたのは、魔ま法ほう使いの少女です。

「ミナミ……さん？」

「王国の危機なのに、あなた達たち二人だけじゃこっちが不安」

　戸惑う僕に、彼女は黒髪をかき上げ、感情を読ませぬいつもの瞳ひとみ。

「いいザンスいいザンス！　勇者に戦士に魔法使い！　今のところバッチリザンスよ!?」

「で、でも──」

「サクラくん、みぃーっけ！」

　その瞬しゆん間かん、僕は背後からしがみつかれてよろめきます。

「なっ、こ、この声はドクロちゃん!?　なにしに来たの!?」

「サクラくん、忘れものだよっ？」

　背中から飛び降りた彼女はくるっと身を翻ひるがえし、僕をのぞき込んできます。

「え、忘れもの？」

「うん、はいこれ。どくけしそう」

　ドクロちゃんはそう言って僕に草を押しつけて来ました。

「どくけしそう!?　い、いらな……くない！　あり得る！　今回ばかりは毒の沼地も毒を持った生き物も旅の途中に待ち受けているかもしれない！」

「うん！　後で困るのはサクラくんなんだから、いざっていう時のため一つくらいあったほうがいいよ！」

「偶然にしてはよくやった！　ドクロちゃんなのに！　って、……あれ？　それよりキミのその格好は、なに？」

「なにって、もう～、ボクの服装を見て、わからないの？」

「え……？」

　彼女が身につけているのは、先ほどの〝ぬののふく〟ではなく、金色の十字架がまぶしい紺色の筒型帽子に、ぱりっとした同色の聖堂服です。

「まさかとは思うんだけど、それって、僧侶？」

「うんっ、そうりょー！　ボクも一いつ緒しよに冒険にいくんだもんっ」

「なんで!?　なんでドクロちゃんがよりによって聖職者なの!?」

「だって、ボク、回復させられるよ？」

「それは僕限定な上に、その前にいつも超強力な打だ撃げき技わざを行使するよね。というか、客観的にはキミの職業は〝狂戦士バーサーカー〟だよ？」

「パーティが、揃そろったみたいザンスね」

「いや、まだ……」

「それでは、旅の支し度たくを整えるザンス！」

　王様の合図で、謁見の間に一つの宝箱が運ばれてきました。

「伝説の勇者が身につけていたという装備ザンス。開けるザンスよ」

「王様はもっと、ヒトの話を聞きなさいって注意された方がいいですよ？」

　僕はぶつぶつ言いながらも、宝箱の中身が気になり、蓋ふたを開けてみます。

　中には一着の服が入っていました。

「これは──」

　真ピンクジャージの上下です。しかも全身に『優しいだけじゃつとまらない』『生きた伝説』『冒険の書１が消えても泣くんじゃない』『魔ま王おうは父かも』などの刺し繡しゆうが入ったジャージです。

「──いらないです」

「いいから着ていくザンスよ！　絶対ユゥを助けてくれるザンス！　あと、この『聖なるマヨネーズ』を持って行くザンス。これもきっとユゥを助けてくれるザンス。遭難した時とか！」

「舐なめてカロリー補給して助かれってコトですか？　いいんですか聖なるもの食べちゃって！というか、なんか不要品を押しつけられてるみたいで納得いきません！　もっといいものくださいよ！　あんた仮にも娘と世界を僕に託したんでしょう!?」

「黒竜はここより西にある『チチヴーマウンテン』に居を構えていると聞くザンス！　道のりは厳しいと思うザンスが、行ってくるザンスよ！　お気を付けてー！」




　　　　★




　ヒトの腰くらいまである白い塀。

　石を組んで作った内と外を分ける境界線が、街をぐるりと囲んでいるのがわかります。僕達たち四人は街の入り口でもあり、そして出口でもある〝西の門〟にそれぞれ旅の支度を整えて集合していました。

　ちなみに、僕が旅の道具をそろえようとしたトコロ、王様から頂いた支度金をドクロちゃんに全すべて〝みずでっぽう〟へとつぎ込まれてしまい、他ほかにナニも購入できませんでした。なので僕はしかたなく、武器として自分の部屋にあった〝孫の手〟を装備しています。気分は早くも暗あん礁しように乗り上げました。

「けど、サクラとこんな風に旅に出ることになるとはな……」

　戦士ミヤモトは午後の日差しの中、街を振り返って呟つぶやきます。

「四人で一いつ緒しよにお出かけするなんて、初めてだもんね！　あ、じゃあここでボクからサクラくんにこれからの旅に役立つ得々アドバイス！」

「得々アドバイスって……？」

　てってってと走り、街の門の横に立って「じゅんびおっけー」と元気よく手を振るドクロちゃん。

「いいから、早くボクに話しかけてきて？」

　僕はしかたなく彼女の前まで行って「ねえ、ドクロちゃん」と声をかけました。すると、

「ここは　まよねいおうこくの　じょうかまちです」

「知ってるゥ……ッ!!　そんなの僕知ってるよドクロちゃん！　なにが得々アドバイスか！　キミは今さらなんのつもりなの!?　どうせならもっと僕達たちが知らないコトをアドバイスしてよ！」

「しょうがないなー、じゃあとっておきの情報！　だからほら、早く話しかけてきて！」

「頼たのむよ!?　『あの、すいません』」

「まちのそとをあるいていると　やがてよるになるでしょう」

「だから知ってる!!　っていうか、さっきよりもさらに基本常識だよそれは！　日が暮れれば夜になります、知ってます！　太文字まで使い、さも重要な情報っぽく装よそおえばいいと思って僕を馬ば鹿かにしてるでしょ!?」

　得意げに頰ほおを赤らめるドクロちゃん。彼女はこれからの旅に待ち受けているモノをなんだと思っているのでしょうか。ピクニックに行くんじゃないんだぜ？

「ねぇ、あそこに見える山脈の、一番高い山が『チチヴーマウンテン』だと思うんだけど」

　とんがり帽子の鍔つばを指でつまみあげ、魔ま法ほう使いのミナミさんはコチラを振り向きます。僕達は揃そろって、遠くに見える山をみつめました。

　というか、一見して僕以外の三人は、きちんとナニをするヒトなのわかります。戦士、僧侶、魔法使いです。そこへピンクジャージを着た勇者の僕が入るコトで、一気によくわからない集団になっています。着替えちゃだめなのかな。

「サクラさん……！」

　聞こえてきたその声に振り返るのは僕だけじゃありません。だってそこにいたのは、

「ザクロ先生!?」

　息を切らせ、顔を上気させた、僕らの〝お母さん〟だったのですから。

「どうしたんですか？　さっき、お別れは済ませたのに……」

　そう。僕達四人は生まれ育った『聖ゲルニカの家』で、ザクロ先生に理由を説明し、旅立ちの挨あい拶さつを済ませていたのです。

「忘れ物を、してしまったのです」

「え？　なにを──」

　せっかく泣かないでお別れできたのに、

「あ……」

　僕はザクロ先生に、ぎゅっと抱きしめられていました。

「ザクロ、せんせい……」

　身体からだを離した彼女の、柔らかな微笑ほほえみは、涙に縁取られていました。

　ザクロ先生は、いつも僕達たちが決意してきたコトを見守ってきてくれたのです。

　彼女は次々と〝子供達〟を抱きしめていきます。そこに言葉は必要ありませんでした。心の中に、温かく力強い炎が灯ともっているコトに、僕は気が付きます。

　遥はるか西、純白のシスターは遠くの山脈を望み、

「黒竜は『チチヴーマウンテン』のどこかにあるという城に棲すんでいると聞きます。しかし、『チチヴーマウンテン』は目には見えども、ヒトの力では決してたどり着けないと言われています」

　僕達四人は「そんな……」と、顔を見合わせます。改めて考えてみれば、簡単に竜の棲む場所に到達できるわけがありません。

「ですから、ここから北西にある大きな森を目指してください。そこに住むという『西の魔ま女じよ』だけが、『チチヴーマウンテン』にたどり着く方法を知っていると言われてます。まずは森に住む魔女を探すといいでしょう」

　胸に刻みます。ザクロ先生は、僕らにこれからどうすればよいかを教えてくれますが、本当は危険な旅になんか行かせたくないハズです。けれど、こうして僕達を支えるために──

「サクラさん？」

「は、はい」

　ザクロ先生はコチラに向き直り、唇を濡ぬらします。

「これが……、わたくしから貴方あなたへの贈り物です」

　彼女が僕に差し出してくれたのは、オレンジ色をした布です。

「『勇気のタオル』です。必ず、あなた達を守ってくれるでしょう」

　受け取る手に力がこもります。

「ザクロ先生……」

「なんですか？　サクラさん」

　もう、こらえ切れませんでした。いつもの笑顔で受け止めてくれるザクロ先生。僕は、後から後から溢あふれる想おもいに流されそうになりながら、

「僕が帰ってきたら、ザクロ先生のトコロで、『聖ゲルニカの家』で、働かせてください」

　言いました。ザクロ先生の表情が崩れたのは、一いつ瞬しゆんだけ。

「……ええ、わかりました。よろしくおねがいします。だから必ず、戻ってきてくださいね」

　そして僕らは、ひとりひとり「行ってきます」と、帰りを待つお母さんに別れを告げ、ずっと、姿が見えなくなるまで見送られ、冒険の旅へと出発したのです。
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　僧侶の少女、ドクロちゃんがふと街道を振り返って立ち止まったのは、

「あ……」

　街を出しゆつ立たつして、しばらく経たってからのコト。

「ねえサクラくん」

　荷物をひっぱり、彼女は僕の名を呼びます。「ん？」っと振り向けば、

「ボク、家の鍵かぎ、ちゃんと閉めた？」

　この子は一体ナニを言っているのでしょうか。僕の反応は一いつ瞬しゆん遅れてしまいます。

「ねえどうしよう、ボク、玄関の鍵閉めてない気がする！　そうだ、サクラくんお願い──」

　今や遥はるか遠く、おぼろになった街のシルエットを指さし、ドクロちゃんは僕の桃色ジャージゆうしやのよろいの袖そでをぎゅっと摑つかんで大きな瞳ひとみを潤うるませます。

「確かめてきて？」

「ちょっと待って!?　い、いやだよせっかくココまで来たのに！　ほら見えるでしょ？『西の森』だってあともうちょっとなんだよ!?　今さら街に戻りたくなんかないよ！」

「でも、こうしている間にも、泥棒がボクの部屋を物色してるかもしれないんだよ!?　サクラくんはそれでもいいの!?」

「いいよいいよ大だい丈じよう夫ぶだよ！　きっとドクロちゃんの部屋はじめっとしてるから泥棒だってナニも取らないで出てっちゃうよ！」

「そんなコト言わないでお願いサクラくん！　ボク、キチンと確かめないとずっと気になっちゃって、黒竜討伐どころじゃなくなっちゃう」

「黒竜討伐＜より家の鍵!?　っていうか、どうして僕がキミの家の施せ錠じよう状態を確かめに行かなきゃイケナイの!?　考えてみてよ！　旅立った勇者がスグに手ぶらで帰ってくるなんて、向こうだって華々しく送り出した手前、すごく気まずいでしょ!?　僕だって誰だれかに姿を見られたりしたら、いたたまれ無いコトこの上なくって、そのまま部屋に閉じこもって旅立つドコロか引き籠こもっちゃうんだから！　そんなエンディング見たこと無い！」

「なあ、サクラ、俺おれもちょっと気になるコトがあるんだけど」

「なに？　ミヤモトも忘れもの？　まさか天ぷら揚げっぱなしできちゃったとか!?　よし、自分で見てこい！」

「なんだかこの道、だんだんワイルドになってきてないか？」

「え……？」

　言われて気がつきます。

「そ、そういえば」

　今僕達たちが踏ふみしめている街道が、徐々に木々や草に吞のみ込まれ始めているような気がするのです。

「あまり使われてねぇのかな」

　彼の言葉に、ハテと思い返します。僕らの立つ街道は、最初は平たく切り出された石が敷しき詰められていた立派なモノだった気がするのですが、今や表面は踏み固められただけの土に変わっていて、しかも前方に続く道を見やれば、なんだか『半年前からヒトが住まなくなっちゃった家の庭がずっと続いてる』風にプチ荒廃してきているのです。どうりでさっきからドクロちゃんが、「ねえ、このドングリ食べてみてー？」と、僕の口に落ちていた木の実を押し込んできたりするハズです。周囲に自然が溢あふれ始めているのです。

「あ、それには理由があって……」

　杖つえで雑草をなでながら歩くミナミさんは、帽子の縁からのぞき込むように僕へと視線を向けます。

「どうやら、グンマーキエン大陸との貿易で栄える〝北方湾岸地域〟に、新しく『グロリアス街道』っていうのが整備されたみたいなの。だから、西の山間部に続くこの『アルカディア街道』を進む旅人はめっきり減ってるらしくて」

「なるほど、だから草とか生えて来ちゃったんだ。でも、よくそんなコト知ってるねミナミさん。さすが魔ま法ほう使い」

「うん、そういうの、勉強するし……」

　彼女はそう言って、大きな帽子の陰に再び表情を隠してしまいます。

「よーし！　じゃあせっかくだから黒竜のトコロまで〝ケンケンパ〟でいこうよ！」

　ドクロちゃんは僕の手を引いてハリキリはじめました。

「なにが『よーし！』で『じゃあせっかく』なの？　オール〝ケンケンパ〟で黒竜のトコロに到着してごらん!?　きっと黒竜は通常より激しい攻こう撃げきを加えてくるにちがいないよ！　『こんな奴やつらには死んでも負けられない！』って!!」




　がさがさがさッ！




『ッ!?』

　ふいに頭上、激しく揺れる木々。僕らはとっさに空を仰ぎ見ます。

「な……っ！」

《ぷりゅーぷりゅぷりゅー！》

　見れば突如、カボチャくらいの大きさ、青く透き通るぷにぷにと柔らかい無数の物体が僕らの行く手を塞ふさぐように、次々ぷよんぷよんと地上に落下して来るのです！

「なに、これ……！」

　それらは見るだに異形の生物。〝大食いチャンピオン用たっぷりブルーゼリー〟のような物体は、ざっと見ただけでも一ダース以上の数で僕らを囲みつつあります。

「スライム──」

　油断無く杖つえを構えたミナミさんが一言、そっと声を漏らします。

「こ、これがあの超有名な!?」

　そしてスライム達たちとの間に発生する束つかの間まの睨にらみ合い。そう、僕達の冒険でついに初めて、モンスターに、あのスライムに遭遇したのです！




『ココを通りたければ、荷物を全部置いていくんですぅっ！』




「は……？」

　せっかく生まれた緊きん迫ぱく感かんにハチミツをかけてしまったかの如ごとく響ひびいたその声は、甘く眠たげな女の子のモノ。

　再び見上げた頭上。そこにいたのは、クリーム色の髪の毛から二本のぐるぐる羊ツノをはやし、金の瞳ひとみの下には寝不足と不健康さをモノガタるムラサキのクマ。フリルたっぷりな黒いゴシックロリータドレスに身を包んだ一人の少女です。変な女の子は枝の上で腰に手を当てます。

「キミ達は完全に包囲されているんですぅ！」

　僕は、仲間の魔ま法ほう使いに尋ねました。

「あれは、なに？」

「わからない」

「ツノがあるから、アンクルホーンじゃないか？」

「それだミヤモト！　みんな気を付けて！　いのちをだいじに！」

『ラジャー！』

「違うですぅ！　サバトには、きちんと〝サバトスライム〟っていう名前があるんですぅ！」

「みんな、あのモンスターはウソをついている！　どうみたってスライムじゃない！　いろいろやろうぜ！」

『ラジャー！』

「ああ！　やめてですぅ！　どんぐりをサバトにぶつけないでですぅ！　この仕打ち、宣戦布告と受け取るんですぅ！　みんな、やっちゃうですよぅ！」
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《ぷりぷりぃーッ！》

　少女のかけ声で一斉に飛びかかってくる半透明なモンスター。ついに戦せん闘とう開始です！　僕はとっさに腰から〝孫の手〟を引き抜き、

「ぐッ!!」

　嚙かみつこうとしてくる二匹のスライムを、脚をふんばり力一杯〈ぼよん！〉と押し返します。

「はぁ、っはぁ……っ！」

　毬まりのように跳ね、あらゆる方向から襲おそいかかってくるスライム。僕はその渦中からなんとか抜けだし、ハッと気がつきます。慌てて振り返り、

「ねえ、みんな！　だいじょう──」

「せぃァッ！」

　それは、戦士のミヤモトが〈ずだんっ〉と踏ふみ込み、長剣を走らせた気合いの残ざん滓し。見れば彼の背後にはまっぷたつに両断された無数のスライム（Ａ～Ｅ）が地面に転がり、草むらを青く染めているのです。

「じゃ、じゃあミナミさんは……！」

「『──眠蒸気スリープ・クラウド──』」

　魔ま法ほう使いの杖つえから噴出したのは、白くシャラシャラ光る霧きり。ミナミさんの魔法に包まれた樹上のスライムたち（Ｆ～Ｋ）は、まるでたき火の煙に当てられた毛虫のようにぽとぽと地面にこぼれ落ちて動かなくなってしまいます。

「──心配、無いみたいだね……！」

　僕は一いつ生しよう懸けん命めいに〝孫の手〟でスライム（Ｌ）を〈ぼみぼみ〉叩たたいてドリブルしつつ、勇者より頼たよりになる仲間に安心しましたよ？

「あ、まってドクロちゃんは？　忘れてた！　ドクロちゃんはどこに──」

　見れば、彼女はスライム（Ｍ）の前に座り込み、

「あのね、キミが次のレベルになるには、あと五十三の経験値がひつようなんだよ？　がんばってね？」

「──って、なにしてるのドクロちゃん！」

　僕は急いであと五十三の経験値でレベルアップするスライム（Ｍ）を蹴けり飛ばし、しゃがんでいた彼女を立たせます。

「だって、ボク、そうりょだし……」

「それは街の教会にいる僧侶っぽいヒトのお仕事でしょ!?　いいからこっち来て！　危ないから！」

「よいしょ、よいしょですぅ」

　そこへ、やっとの思いで木の上から地面に降りてきたのは、サバトスライムちゃんと名乗ったモンスター少女。彼女は僕ら四人へと向き直り、

「どうだ、まいったかですぅ！　これ以上痛い目にあいたくなかったら、装備してるモノを全部置いてお家に帰るといいんで──」

　そして気がつきます。

「──はぁうッ!?　も、もうサバトの仲間達たちがみんな、いなくなってるんですぅ!?」

　そう、今や僕らが標的にできるモンスターは、既にサバトスライムちゃんしか残っていないのです。

「ひ、ひぃ、このヒト達、ただ者ではないんですぅ！」

　彼女は一歩二歩と後ずさり、そのまま背中をべったりと木の幹につけてガクガク震ふるえ始めます。

「ご、ごめんなさいですぅ！　もう二度とこんなコトしないって約束するんですぅ。だから、今回だけは見逃して欲しいですぅぅぅっ！」

　モンスター少女の金色の瞳ひとみには、涙すら浮かび始めています。

　サバトスライムちゃんの突然の降伏宣言に、僕は「ど、どうする……？」と、戦士のミヤモトにアドバイスを求めます。どうしたらいいんでしょうか、本当に。

「いいんじゃないか？　逃がしてやれば。サクラはもう、許すつもりだろ？」

「う、うん、そうした方がいいと思うんだけど……。じゃあ、サバトスライムちゃん？」

「は、はいですぅ！」

「僕達はもう行くから、これからはもう、まじめに働くんだよ？」

　こくこくと頷うなずくモンスター少女。

「ホントに、本当にありがとうですぅぅ……！」

　そして、手を振る彼女に背を向けて、『なんだかなぁ』と、僕らが歩き始めた、

「ふっふっふっふ……」

　その時です。背後より聞こえて来るのは、明らかにサバトスライムちゃんの含み笑い。

「え？」

「引っかかったですねぇ！　今ですぅ！　みんな、集まるですよぅ！」

　振り向いた僕達たちは見るのです。サバトスライムちゃんが下した指令に、生き残ったスライム達はハッと目を覚まし、彼女へ向かってぷよんぷよんと集合していくそのサマを！

「だ、騙だまされた!?」

「騙される方が悪いんですぅ！　この世は弱肉強食なんですよぅ!!」

「まずい！　合体するぞ!!」

　無数のスライムはサバトスライムちゃんを中心に、ついに溶け合うがゴトク融ゆう合ごうを果たし──ッ！




　ぷるぷるぷるルんっ！




「そ、そんな！」

　出現したのは、世にも巨大な青い透明おまんじゅう。

「こんなのって……」

『も、もがぁッ！　た、たすけ……っ！　助けてですぅ！　息が、息ができな──……』

　出現した、大きな水球とも呼べるスライムの中で、ゴシックロリータの少女が苦しげにもがいているのです。やがて、

〈ぷかー……〉っと、

　羊のツノを持つ少女は、巨大スライムの中に浮かび、漂ただよいました。

「やっぱり、混ざれない、よね……」

　その溺でき死し事件に一番びくりと反応したのは、当のスライム達でした。ガタガタ震ふるえだした巨大モンスターは〈ばらばらばらッ！〉と分解し、あっというまにサバトスライムちゃんを置いて散り散りに逃げ去ってしまうのです。

　そして、気を失ったまま〈どさり〉と地面に落下する、自称モンスターのゴスロリ少女。彼女の傍かたわらを見れば、きらっと光るモノを発見します。

「あぁ！　きんかだー！」

　ドクロちゃんは金色のコインを四枚拾い上げると「えへへー」とお財布にしまいました。

「モンスターを倒せば金貨が落ちてるって、本当だったんだ……」

　目を覚まさないサバトスライムちゃんへとしゃがみ込み、僕はそのほっぺを〈ぷいぷい〉とつついてみます。

「ねえ、この子どうするの？」

　ミナミさんがのぞき込んで、問いかけます。

「えっ？　じゃ、じゃあ──」

　僕は彼女が誰だれかに踏ふまれないように木の枝に服の襟えりをひっかけ、先を急ぎました。




　　　　★




　やがて木の枝の先っちょで眠っていたモンスター少女、サバトスライムちゃんは、目を覚まし仲間になりたそうに起きあがりコチラを見ています。

「（もじもじもじもじ……）って、はぁうっ!?　も、もう周りに誰もいないんですぅ!!　それになんだか、サバトの命の綱である、なけなしの金貨も無くなっているですよぅ!?　これから、これからサバトはどうしたらぁ……っ！　っていうか、誰かここから降ろしてですぅ！　頭上に禿はげ鷲わしが！　禿鷲の群れがぁ──……！」




　　　　★




　ぱちぱちと爆はぜるたき火の明かりが、かろうじて夜の闇やみを小さく払いのけます。

　大木と岩場を背に、わずかな炎を囲むようにして四つの影が揺れていました。勇者と戦士と僧侶と魔ま法ほう使い。僕達たちは今夜、ここで野宿の勢いなのです。

　既に夕食を終え（堅い保存用パンと野草のスープ）、僕以外の三人は明日に備えて睡眠をとっています。そうなのです。今は『第一回　輝け！　見張り決めじゃんけん大会』の結果にもとづき、見張り番の真っ最中。その順番は、一番が〝見張り石〟（と、ドクロちゃんが勝手に名付けた、平たくて大きな石）に座っている僕。二番手がたき火を挟んだ反対側に寝てるミナミさん。次に岩場を背にあぐらを搔かいて熟睡してるミヤモト。最後は僕の寝る予定の場所のスグそばに毛布を敷しいてスヤスヤ中のドクロちゃん。我わがパーティはそうして日の出を迎える予定です。

　春とはいえ夜風はまだ肌に冷たく、ぶるっと走るわずかな寒気。肩からかけた毛布をぎゅっと引き寄せます。

　僕は今日まで、夜の森はしーんと静かなモノだとばかり思っていました。しかし今、実際にはそれは間違いだったのだと学習中です。僕らを囲むこの森は、昼間と同じように──いえ、夜になったからこそ、夜行性の小さな動物たちのうごめきや、夜鳴く鳥の〈ほうほう〉という鳴き声でざわめき始めるのです。そう、これからが森に棲すむ彼らの活動時間なのです。

　つまり、ここには危険がいっぱ〈がさ──〉

「（っ!?）」

「うぅーん……サクラくぅん？　ついに、ついに帝国のアジトから飛ひ空くう挺ていを……」

　寝返りを打つ、ドクロちゃん。ザ・寝言です！

「な、なんだ、もう、びっくりさせないでよ……！」

　僕は「はーっ」と息をつき、念のためにたき火に新しい木の枝を放り込みます。

　ゆっくりと、時間が過ぎていきます。

　……それにしても、さすがに今日はくたくたです。

　けれど無理もないと思います。僕はこんなに街を離れたコトが初めてなら、モンスターと闘たたかって大だい活かつ躍やくしたのだって初体験だったのです。たった一日で色々なコトが変わってしまいました。僕は頰ほお杖づえをついて目を閉じ、ゆっくりと、今日という日を思い出し──……

「サクラくん？」

〈がくん！〉と外れる、頭を乗せてた腕という名のつっかえ棒。

「わ、なに!?　僕起きてるよっ？」

　瞬しゆん時じに意識を取り戻し、僕は慌てて立ち上がり、己が持つ唯一の武器〝孫の手〟を構え、夜へ向かって振りました。〈びゅっびゅっ〉

「……交代の、時間」

「へ？」

　起きあがったミナミさんは、コチラをまっすぐ見つめるばかり。

「も、もうそんな時間？」

　身み支じ度たくを整える魔ま法ほう使いに尋ねますが、彼女は無言。

「じゃあ、あとはミナミさんにお願いするってコトで、僕は寝るよ」

　こちらに歩み寄り、見張り石に腰掛けてくるミナミさん。魔法使いの少女はナニゴトモなかったように、黙だまってそこに座ったまま長い黒髪を揺らし、僕に向かっていつも通りの冷めた瞳ひとみで「？」と、ゆっくりコクビを傾かしげます。

「あ、ええと、だから──」

「寝るんだ」

「え？」

　彼女は「寝ちゃうんだ……」っと、諦あきらめに似たため息を吐き出してコクコクと頷うなずき、視線を逸そらしました。

「え、えええ……ッ？　な、なに？　だ、だって僕、今まで見張りしてたよね？　もう、寝ていいんだよ……ね？」

「そうね。寝ればいいんじゃない？　ぐっすりと。さっきみたいに」

「ぐぅ……ぅッ!?　ちょ、ちょっとだけだよ!?　ちょっとだけ、僕はウトウトしてただけで──」

「（んぅん──……っ）」

　うるさそうに身をよじって寝返りを打つドクロちゃんに、僕は「うぅっ」と自分の口をフサギます。どうしたらいいのでしょう。このままではなんだか、非常にグウグウ眠りづらいです。

〈こつ、こつ、こつ〉と、なにかを弾はじく音。見ればミナミさんがさっきまで座っていた場所を指の先で叩たたいているのです。

「う、あ……」

　立ったまま行き場の無い僕は、しかたなく、促されるままミナミさんの隣となりに体育座り。

　夜は刻一刻と更けていきます。

　ふと聞こえて来た〈かりかり〉という音に下を向くと、ミナミさんのいじる木の枝によって、ヘビのようににょろにょろした模様が地面に描かれ始めています。

「サクラくんて、『聖ゲルニカの家』で働くんだ」

　手を動かしつつ、魔ま法ほう使いの少女が呟つぶやきます。僕はぎこちなく「う、うん」と頷うなずきます。ミナミさんはヘビ模様の回りに、小さな花や星を付け加えながら、

「子供、大好きだもんね、サクラくん。きっと、いい先生になると思う。小さい子には特に優しいから」

「あ、ありが……とう」

　彼女にこんなコト言われたの初めてかもしれません。僕はついお礼を言ってしまいます。その間にもミナミさんは木の枝を動かし続けます。ヘビは今や後光を放ち始め、周囲に平伏したヒトビトが曼まん陀だ羅らの如ごとく描き込まれていきます。このヘビ、なんでこんなに大切にされているんだろう。

「先生になったサクラくんに大切にされる、ゲルニカの子供達たち──」

　そして手を休めた彼女は、筆代わりにしていた小枝を両手でぎゅっと握りしめ、

「──なにも知らない、穢けがれなき十二歳の子供達……」

　夜空を見上げました。僕もつられるようにして、ふっと森の上空に視線を向けますが、

「え、待ってミナミさん、『なにも知らない、穢れなき十二歳の子供達』って、なに？」

「……ああ、これ？」

「いや、その落書きじゃなくて！　さっき言ったばっかじゃん『なにも知らない、穢れなき十二歳の子供達』って！　なんで『なにも知らない穢れなき子供達』は『十二歳』限定なの!?　ミナミさん？　どうして、ゆっくりと目をそらすの……？　ね、ねえってば！　なんか僕、気になって聖ゲルニカの家で働きづらくなっちゃうよ!!」

　袋から取り出した魔導書を読み始める彼女を前に、どうしてこんなよくわからないコトになっているのか事態を反はん芻すうします。そもそも、なんで僕はこうしてミナミさんと起きているのでしょう。

　その時、ふいに背後から、

〈がさがさッ〉

　草むらの揺れる音。

「わっ……！」

　慌てて〈びくっ！〉と振り向く僕。隣となりに座っていた少女も肩をすくめ、膝ひざの上から飛んでいってしまいそうになった魔ま導どう書しよを両手で押さえています。

「リスでも、騒さわいでるのかな……」

　僕は、なんとなくそう言ってから、ミナミさんへと視線を戻しました。

「そうかもね」

　彼女はそのままだった体勢を、徐々に元の読書スタイルに戻しつつ応こたえてくれましたが、それはいつもよりずいぶん小さい声。それに少し震ふるえているような……。

「ミナミさん？」

「なに？」と、応える魔法使いをのぞき込むように、僕は尋ねます。

「もしかしてミナミさんは、ひとりぼっちで見張りをするのが恐こわ──」




　ほきょきょきょきょきょきょきょッ！




「──ッ!?」

　頭上より、金属質な獣けものの唸うなり。その瞬しゆん間かん、

「あぶない！」

　僕はとっさにミナミさんのカラダを平たい見張り石の上に押しつけるようにして身を伏せます！

「きゃっ、ちょ、ちょっと、サクラくん!?」




　きょきょっきょっきょっきょッ！




　奇声を上げて羽ばたき、彼女に覆おおい被かぶさる僕の上を旋回し、降下を繰り返すそれは、おそらく以上にモンスター！　首を曲げて頭上を確認してから、

「ごめん、どこか打ってない？」

　突き飛ばした上に、石の上に押さえつけてしまっている少女に尋ねます。

　しかし、仰向けの彼女は超接近している僕と目が合うと、

「──……っ」

　出かかっていた言葉をぐっと吞のみ込むように唇を結び、さっと視線を逸そらしてしまうのです。

「ミナミさん!?」

　ナニも言ってくれない彼女に、僕は余計に焦あせります。なぜならミナミさんの顔は赤く、呼吸もどこか不規則で──




　きょっきょ──ッ！




　再び急降下するためか、モンスターが高くに飛びすさります。それを確認した僕は「そのまま伏せてて！」と、小さくミナミさんに言い残し、立ち上がり、〝孫の手〟片手に叫びます。

「大変だミヤモト！　起き──」

「あれはササキ・ベス!!」

　ミヤモトは既に長剣を抜き放ち、木々の間を移動するモンスターを鋭い視線で追い続けています。そこに羽ばたいているのは、赤く大きなコウモリで……！

「気を付けろ！　〝ササキ・ベス〟は、〝ササキ〟より強いぞ！」

「待て！　元々の〝ササキ〟の強さがわからない！　そしてお前、ずっと起きてたな!?」

「いいからサクラはそっちにまわれ！　人数固まってると──」

〈じゃり……っ！〉

　聞こえた音は、岩場を踏ふむ音。

「ッ!?」

　とっさに、ササキ・ベスから視線を岩山の上へと移せば、いつの間にでしょう、そこにいたのは、

『ミナミさん!?』

　僕とミヤモトは同時に叫んでしまいます。彼女は杖つえを片手に、ササキ・ベスを見上げているのです。

「待て！　なにする気だ！　早く降りろ！」

　ミヤモトの言う通りです。あんな場所にいたら、あの大コウモリに襲おそってくれと言っているようなものです！

「待ってミナミさん!!　ここは僕らに任せて、キミは隠れ──！」

〈ふぉきょきょきょきょきょッッ!!〉

　僕の叫びはモンスターの咆ほう哮こうにかき消されます。ササキ・ベスは放たれた矢の如ごとく急降下、少女を強きよう襲しゆうしたのです！

「ミナミさんっ!!」

　しかし、彼女は毅き然ぜんと、迫り来るモンスターへと魔杖を振りかざし、

「『蜘網スパイダー・ウエブっ！』」

　先端から射出された白い弾丸は空中で〈ひゅぱぅっ！〉と破裂、投と網あみのように広がり、コチラに向かってくるササキ・ベスと交こう錯さく、そのままカウンターの如く吹き飛ばし、大木の中程へ〈びたーん！〉と張付けにするのです。

〈ぎょぎィーッ！〉

「なっ」

「うわぁ……」

　魔ま法ほう使いの少女は、あっけにとられる僕とミヤモトにじっと視線を向けられたままスタスタと岩場を降り、長い黒髪をかき上げ、大きく息をつくのです。その仕草に、僕はふと尋ねます。

「あ、あれ……？　ミナミさん。なんか、怒ってる……？」

「なにも怒ってなんか、ない」

　彼女はとんがり帽子の鍔つばをひっぱり、そっぽを向いてしまいます。




〈ふぉロロロォ──ン、おふぉロロロロォォ──ン……ッ！〉




　そこへ森中に木こ霊だまする、サイレンのような切ない叫び。

「え、な、なに!?」

　見上げれば、蜘く蛛もの巣で木の幹に粘着されているササキ・ベスが鳴いています！

「くそ、まずいぞ！　ササキ・ベスは仲間を呼んでいる!!」

「えっ？　仲間!?」

「うぅ……なぁにぃ？　うーるーさーいぃぃ……」

　まぶたをくりくりと擦こすりながら、未いまだ毛布の中にいた僧侶の少女が不平を漏らします。

「あぁっ、ドクロちゃんが目を覚ました!?　大変なんだよドクロちゃん！　ほら、早く起きて──」

「見て」

　ミナミさんが上げる声、振り仰げば樹上。ササキ・ベスがくっついた大木の幹を一匹の巨大な猿がするすると降りてくるのです。

「あれは〝暴れマツナガ君〟!!」

「待って!?　なんかあの猿、銀縁フレームのメガネをかけてるよ!?」

　やがて暴れマツナガ君はササキ・ベスの隣となりまで降下し、二匹は互いにコクリと頷うなずき合います。

「な、なにをするつもりだ？」

　僕らの見守る中、暴れマツナガ君はメガネをくいくいっとしながら、みるみるうちに大コウモリを張付けにしていた魔法の蜘くも糸いとを、木の枝などを用いて器用に剝はがしていくのです。

「銀縁メガネは賢さの象徴!?（僕）」

〈ほきょきょきょきょーっ!!〉

「くそッ！　ササキ・ベスが復活したぞ！」

　身動きとれなくされたのがよほど屈辱的だったのでしょう。赤きモンスターの眼孔は復ふく讐しゆうの炎を宿しています！

「来るぞ、避よけろ!!」

　ササキ・ベスは大木に〈がりッ〉と爪つめを立て、弾はじけるように急降下！　目指す先には……!!

「んんぅ、どうしたの……？」

「なッ!?」

　なんというコトでしょう。狙ねらわれた僧侶の少女はいまだ、立ち上がってスラおらず、

「あぶないドクロちゃん!!」

　僕はとっさに僧侶の少女へと駆け寄り、彼女の腕を取って寝床から引きずり出すのです！

〈ずぱッ！〉

　と、ドクロちゃんがかけていた毛布はまっぷたつ、〈ほきょきょー！〉と、モンスターは急上昇して再び宙に飛び去ります。

「──っ痛つぅッ」

　思考にインタラプトしてくるわずかな、けれど鋭い痛み。見れば左手の甲に一本の赤い線が奔はしっています。で、でもこれくらいなら大だい丈じよう夫ぶ、一ダメージってトコロです！

「ねぇ、ドクロちゃん怪け我がは──」

　毛布にぬくぬくしていたドクロちゃんを無理矢理引きずりだし、いつの間にか彼女を〝お姫様だっこ〟していた僕は、

「──あ、あれ？」

　そこで気がつきます。お姫様だっこゆえに、首には少女の細い手が回され、僕の右手は彼女の背中に、左手は両脚の膝ひざの裏に入り込んでいるのですが、なにやらその二本の脚の色がズボンの青色ではなく、白に近い肌色で、ものすごく柔らかいのです。

「え、な！　ちょ、コレは──ッ!?」

　そして彼女の脚の付け根には、とても小さなしましまの──!!

「みっ！　みちゃだめぇぇぇぇッ!!」

　その瞬しゆん間かん、僕の意識は唐突に途切れ、命のブレーカーまでもが共に落ちました。なぜなら、だっこしていた少女が、そのまま僕の顎あご下したから鋼鉄の棘とげ付きバット『エスカリボルグ』を突き上げ、〈ごぽるり！〉と頭ず蓋がい中の重要物質を外へと弾はじき出したからです。みなさま、ただいまこの森で、今夜一番の殺さつ戮りく行為が発生いたしました。

「きゃっ！　サクラくん!!」

〈どさり〉というよりも〈どっちゃり〉や〈ぐっちゃり〉と表現した方が正しいカンジで膝をつく僕から飛び降りたドクロちゃんは、慌ててバットを振り回します。




　ぴぴるぴるぴるぴぴるぴー♪




　するとどうでしょう。まるで灰色の大型カエルが身体からだにぴったりな池へと飛び込むが如ごとく、〈ぽちゃん♪〉と脳のう髄ずいは主あるじの元へと吸い込まれ、元通りになった姿はマゴウことなきクサカベ・サクラ。

「どうしてキミは、野宿なのに、ズボンを穿はかないで……」

　僕はゆっくりと起きあがりながら、僧侶の少女に尋ねます。

「だってボク、なかなか眠れなくって──」

「ウソつきなさい！　一番はじめにグウグウ寝ちゃったじゃ──」

「あ、あれは!?」

　僕のセリフをサエギリ、長剣を構えたままミヤモトが声を漏らします。見れば、二匹のモンスター、ササキ・ベスと暴れマツナガ君が、僕とドクロちゃんを見ながらぶるぶると震ふるえているのです。野生の本能が察したのでしょう。自分たちは、決して見てはイケナイなにかを目もく撃げきしてしまったのだと。

　そして、

「えぇ……？」

　ようやくズボンを腰までズリ上げたドクロちゃんが、背後にいた二種のモンスターに気づき、振り向いた瞬しゆん間かんでした。

《ふきゃぁ──ッ!!》

　ササキ・ベスは逃げ出した！　暴れマツナガ君は逃げ出した！

「な、なんとか助かった──」

「──みたい、だな……」

〈かちん〉と剣を鞘さやに収め、戦士のミヤモト、それからミナミさんも僕とドクロちゃんの側そばにやってきます。

「……あれ？」

　しかし、魔ま法ほう使いの少女は途中で歩みを止め、

「サクラくん、その身体からだ中に浮き始めてる蛍光ムラサキの斑はん点てんは、なに？」

　僕は「え？」と、とっさに自分の腕を見ます。するとそこには彼女の言う通り、

「う、うわぁああッ！　なにこれキモチワルイッ!?」

　ぼうっと光るムラサキ色の斑点が出現しているのです。

「あ、たいへんっ！　サクラくんにどくが回りはじめてる！」

「ええッ!?」

「これはササキ・ベスの毒！」

「なッ!?　ほ、本当に!?」

「まちがいない」と頷うなずくミヤモトは、本当にササキ・ベスのコトに詳しいよ！

「でもまって!?　僕はドクロちゃんの魔法で回復したハズじゃ……」

　慌てて左手を見れば、寝ぼすけ少女をササキ・ベスから助けた時の傷は、やっぱりすっかり跡形もありません。なのに、なんで毒だけが……!?

「ごめんなさいサクラくん、ボク、まだ〝どくけしの魔ま法ほう〟覚えてないの」

「待って!?　それってけっこう最初に覚えるべき魔法だよね!?　なにやってるのドクロちゃん!?　ねえ本当にこれって毒なの!?　もっと違う呪のろいとかじゃないのコレ!?」

「うぅん、絶対にどくだよ！　だって上のトコロに『どく』って書いてある！」

「上ッ!?　え？　ドクロちゃんは僕らの頭上にナニが見えてるの!?」

「待てサクラ！　三歩以上歩くな!!」

「じゃあ僕はこれからどうすれば!?」

「いいからこれをお食べ？」

　僧侶の少女は草の束を取り出してくれます。匂においを嗅かげば、ほのかにハーブの香り。そう、この時のタメの〝どくけしそう〟です！　僕はドクロちゃんから受け取った草を一心不乱に〈むしゃむしゃ〉と嚙かみ、ごくりと嚥えん下かしました。

「はぁっぅ！〈びくびくぅッ〉　ちょ、ちょっとナニこれェッ!?」

「おい！　それは〝どくけしそう〟じゃなくて、〝びんかんそう〟だぞ！」

「えええッ!?　なんでドクロちゃんはそんな呪いのアイテムなんか持ってるの!?」

「どうしようサクラくん！　ボク、〝びんかんけしそう〟もってない！」

「ほんとキミはなんのためについてきたの!?〈びびくんッ〉　ああッ！　でも、ムラサキ色の斑はん点てんは徐々に消えて来た!?　もうなに!?　なんなのこれ！」




　ぐゥるるるるる……ッ！




「なぁッ!?〈ぞくぞくッ！〉」

　降って来たモノは、聞く者の神経を逆さか撫なで、ココロをささくれさせる猛もう獣じゆうの息づかい。

　四人が一斉に見上げるのは、さきほどミナミさんが立っていた岩山の上。そこにあったのは、大きな四脚獣のシルエット。

「あ、あれはっ!?〈びッくん！〉」

「サーベル、タイガー……」

　絞り出すようなミヤモトの声。

「な、そんなぁ!!〈がくびくッ！〉」

　こんな場所にいていいモンスターでは決してありません！　運が悪すぎます。こんなに次から次へと……！

「なっ！」

　そして、僕と新手のモンスターを隔てるように、

「み、みんなぁ……！」

　ミヤモトが、ミナミさんが、そしてドクロちゃんが立ちふさがるのです。そうです、三人は僕を守ろうと〈がくびゅくくんっ！〉　ああッ！　僕は、も、もう……!!

　両者間の狭はざ間まに拮きつ抗こうする緊きん張ちよう感かん、高まるボルテージがなにかに触れようとした、

「来る……！（ミヤモト）」

　その瞬しゆん間かん、




『待つのじゃ、臓ぞう物もつ丸まる』




　響ひびき渡る、艶つやを帯びた女性の声。

〈きゃんきゃんきゃん!!〉

　すると、とたんに目の前にいたサーベルタイガーはひゅるひゅると縮み、コロコロした子犬になってしまうのです。

「か、かわいぃ──ぃっ！」

　ドクロちゃんは、暗くら闇やみに駆け込もうとした毛並みのいい子犬をあっというまに抱き上げてしまいます。そして臓物丸と呼ばれた元サーベルタイガーの後ろの闇の中から現れたのは、

「に、人間……？」

　まるで、夜がそのまま滲にじみ出したかのような漆しつ黒こくの髪。異国の服を身につけた、猛牛の角を持つ長身の女性です。

「森が騒さわがしいと思うたら……」

　彼女は、触れたら裂けてしまいそうなほど鋭く切れ長の瞳ひとみで、岩山の上から射すくめるように僕らをまっすぐ見下ろします。

「……なんじゃ？　おぬしらは」

　一番深い夜の底より聞こえて来るように蠱こ惑わく的てきであり、同時に容赦のない鋭さを含んだ誰何すいかが、僕らに降り注ぎます。

「ぼ、僕達たちは、旅の者で、そ、そのっ、ええと……ッ〈び、びくびくぅっ！〉」

　いつの間にでしょう。仲間達は、僕という勇者を一番前に押し出した形に並び替えをしています。そして、僕はいっぱいいっぱいになりながらも、その異国の女性を見つめ、なぜか思わず、

「──もしかして、あなたが『西の魔ま女じよ』ですか……？」

　尋ねてしまうのです。

「西の、魔女？」

　森の闇より姿を見せた女性は、僕の言葉を耳にすると一拍の後「くっくっく……」と、含み笑いをこぼし始めます。

「まあ、わらわのコトをそのように呼ぶモノもおるであろうな。なるほど……」

　彼女は目を細め、僕の桃色ジャージゆうしやのよろいに視線をとめます。そして、品定めするかのように上から下へネメツけ、白い指先で自分の頰ほおを撫なでつつ、言うのです。

「我わが名はバベル。『西の魔ま女じよ』であるわらわに、いったいなんの用がある？　勇者よ」




　　　　★　☆　★




　夜をも破は壊かいするが如ごとく鳴り響ひびく雷鳴──

　シズキ姫が幽閉されていたのは『黒竜城』の一番高い塔でした。姫は手足こそ縛しばられてはいませんでしたが、ここから脱出するコトは不可能でした。部屋の扉は、近づいただけで嚙かみついてこようと牙きばをむき出しますし、鉄格子の嵌はまった窓は高くにありすぎて、ここからではカミナリをはらむ暗雲しか見るコトができません。

　けれど彼女は泣きませんでした。少女は信じていたのです。

　きっと、きっとすぐに勇者が自分を助けてくれるはず。もしここで泣いたら、泣いてしまったら。

「サクラくん……」

　艱かん難なん辛しん苦くに立ち向かっているだろうあの人に、合わせる顔がなくなってしまうと思って──




　ズサ……。ズサッ……。ズサッ……




　浅い眠りと覚かく醒せいを繰り返す少女に近づいてくる、重い足音。

「な、なに……？」

　シズキ姫はさらに部屋の隅へと身を寄せます。




　ぎぃ……




　黒く重い扉が開き、塔の一室に入ってきた影。轟とどろく雷鳴。室内が青白く明滅しました。

「（……！）」

　彼女は悲鳴をこらえます。壁に浮かび上がったシルエットは、巨大な黒竜。

「ぁ……」

　シズキ姫は瞳ひとみを見開きます。映し出された大きな影が、雷いかずちの閃光フラツシユとともに歪ゆがみ、みるみる形を変えてゆくのです。やがて──




　かつーん……。かつーん……。




　再び歩み寄り始めるそれは、固い靴音。

「そ、そんな、あなたは……」

　そしてシズキ姫は目の前に立つ、黒竜の正体を知ったのです。

「まさか……──！」
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　桜さくらくん達たちが森の中で〝西の魔ま女じよ〟バベルちゃんに遭遇していたその頃ころ、木の枝に引っかけられていたサバトスライムちゃんは程なく地面に落下。頭上を舞う禿はげ鷲わしから逃げまどい、あてどなくフィールドを放浪。ようやく自分を狙ねらう怪鳥を振り切るも、やがて痛みにも似た空腹にへたり込み、気を失ってしまいました。




　ごとごとごとごと──




　陽ひが昇って空は青、沈んでから黒。それから再び青く染まって地上に光を与え始めたころ。

「──はぁ、うぅ……」

　サバトスライムちゃんに意識が戻り始めます。

　細いけど、とても眩まぶしい光が、閉じていたまぶたをチカチカと撫なでるので、目が覚めてしまったのです。

　自分が夢の中では無い場所にいると気がついた彼女は、横たわっていた身を起こします。

「なんですぅ……？」

　クリーム色の髪の毛をわけて生える二本の羊のツノ。大きくて眠たげに垂れた瞳ひとみは金色で、その下には残酷にも見える黒ムラサキのクマ。それと同色のゴシックロリータドレスを身に纏まとったサバトスライムちゃんは周囲を見回します。

　けれど辺りは薄うす暗ぐらくて、ここがドコなのかは、わかりません。明かりは、さっき自分をくすぐった一筋の光線のみ。でも、なんだかここはとっても狭い場所のような気がします。

　カラダを支える手の平が触っていたのは固い木の床でした。それは〈ごとごと〉と振動を続けています。振動には上下左右の揺れが加わっていました。

「ふぇえ？」

　ごしごしと目を擦こすれば、目の前に幾本かのタテ線が走っていました。触ると冷たい鉄の感触。

「はぁう……!?　こ、これは〝鉄格子〟なんですぅうッ!?」

　眠気が吹き飛びます。彼女の叫びは、街道を進む馬車の外まで響ひびきました。




　そう、サバトスライムちゃんは今、二頭の馬が引く幌ほろ馬ば車しやに積まれた鉄てつ檻おりに入れられていたのです。




〈クワッ、クワーッ！〉〈ギギー！　ウギぃー！〉〈ブヒブヒブヒィィン！〉

「ひぃいっ!?」

　しかも周囲にはニワトリやウシやイノシシみたいなモンスターが入った檻おりが所狭しと積み重ねられているのです。

『目ェ覚めたか……？』

　それは幌ほろの向こう側、御者台の方から聞こえる、渋みのきいた重低音バリトンボイス。

「──っ!?」

　サバトスライムちゃんの鼓膜が震ふるえ、それが全身に伝わります。

「もうすぐ街につく。大人しくしとけよ」

　めくられる幌布、差し込む光。逆光でよく見えませんが、そこにいるのはどうやら壮年の男性のようです。

　狭い馬車の中の、さらに窮きゆう屈くつな檻の中で、彼女はガクガク震えました。

（は、はぁぁぁう……っ！　サバト、お肉にされて、みんなに食べられちゃうんですぅぅぅぅ!!）

　自分はか弱いモンスター。どう謝ったってあがいたって、人間に許してもらえるワケありません。ましてや今は、こんな狭いトコロに閉じこめられてしまっているのです。

（そ、それともこのまま手足とか縛しばられて動けなくされてぇ、なんだか、えっちぃトコロに、さ、さらわれてから──……ッ!!　だ、だめですぅ！　そんなのぜったいにだめなんですぅぅ……っ！）

〈ぐぅぎゅるるるるるる～〉

「はぁぅっ！」

　彼女はとっさに、お腹なかを押さえます。急に動いたからでしょう。恐こわくて恐くて仕方がないのに、お腹が勝手に、はしたなく鳴ってしまったのです。

「…………」

　幌の外にいた男のヒトは、無言で頭を引っ込めました。

　サバトスライムちゃんは緊きん張ちようするやら恥ずかしいやらで、真っ赤になってうつむきました。きっと、向こうからこっちは丸見え、丸聞こえだったのです。彼女はへたり込みます。

　やがて再び幌布を持ち上げた男のヒトは、こっちになにかをぽんと投げました。

「ひゃぁっ！」

「それでも食っとけ」

　鉄格子の間を抜けて、膝ひざの上に落ちたものは、

「あ……」

　見れば、一個のパンでした。

　視線を戻すと、既に幌は元に戻っていて、恐い声の誰だれかは居なくなっていました。

「おいしい、ですぅ……」

　サバトスライムちゃんは堅く乾いたパンを両手で持って、むしゃむしゃ食べました。

　モンスター達たちを満載にした馬車は、揺れ続けます。

「はぁうぅぅ、サバトはこれからいったいぃぃ……もぐもぐもぐ……」




　　　　★




「起きろ」

〈かんかんかん〉という檻おりを叩たたく振動が、サバトスライムちゃんから眠気をぽろぽろと剝はがします。

「ふぃぃぃ……」

　まぶたをごしごし。なにが起こっているのかと周りを見れば鉄格子、鉄格子。

「はぁぅぅぅ」

　そしてふと、彼女は目の前の頑丈な鉄格子の一角が、開いていることに気がついて──

「ぅぁあっ、あ、あぁ……？」

　その意味をつかみ損ねてあわあわします。

「外へ出て来い」

　聞き覚えのあるバリトンボイスが檻の外から。サバトスライムちゃんは恐々と、窮きゆう屈くつな場所から抜け出しました。

「うわぁ～～ですぅぅぅ……」

　するとそこは、もう狭い馬車の中ではありませんでした。晴れ渡った空には白い雲と燦さん々さんと輝く太陽。

　大きな街の広場の真ん中でした。

　既に檻は外に運ばれていたのです。広場にはたくさんの馬車やテントが並び、その向こうには石造りの街並みが見えました。ヒトビトが行き交い、ざわめきに溢あふれています。

「行き倒れになるなんざあ、不用心にも程があるってもんだぜ、お嬢じようさん」

「はぁう？」

　声のした方を向けば、そこには長身で細身だけど、がっしりとした体つき。赤く焼けた肌の上に藍あい色の着流しをきっちりと着こなして、頭は角刈り、右の頰ほおには一筋の刀傷が走った男性がこっちを見下ろしていました。

「な……」

　渋い声には聞き覚えがありました。

　彼女は今初めて、馬車の中で自分に話しかけてきていた男性を見たのです。

「おっと、待ちな」

　とっさに逃げだそうとしたサバトスライムちゃんの腕を、おやっさんは〈ぱしっ〉と摑つかみました。

「は、離してですぅ！　いやぁぁ！　サバト、サーカスの団長さんに売られちゃうんですぅ！　もうそれだけは、それだけはぜったいにいやぁぁですぅぅッ!!」

「ちょいと話を聞いちゃあもらえませんかね、お嬢じようさん。俺おらぁお前さんを助けてやったんだ」

「は、はいぃ……？」

　彼女は抵抗をゆるめ、おやっさんを見上げました。

　角刈りの男性によれば、どうやら自分サバトは街道の真ん中で行き倒れになっていたというのです。そこへたまたま通りがかったのがおやっさんの馬車。車輪がなにかに乗り上げたので、なんだと思って見てみたら、

「お嬢さんが挟まっていたというわけだ」

　男性は角刈りの頭を搔かいて、続けます。

「檻おりに入れたのはすまなかった。そうしないと他ほかの者もんが騒さわいでな。なにしろ俺たちはモンスターハンター。そしてお嬢さんは──」

　おやっさんは言葉を切りますが、そうなのです。サバトスライムちゃんはレッキとしたモンスター。彼らの捕獲対象なのです。

「それなのに、サバトを助けてくれただなんてぇ……」

　地面に下ろされた彼女の瞳ひとみは涙で潤うるみました。

「おっと、礼はいらねえ。俺がそうしたいからやった。それだけのことよ」

「でも、でも、サバトはモンスターなんですよう？」

「それこそ、俺には関係ねえ」

　サバトスライムちゃんは胸がいっぱいになりました。彼女はコレまでに、こんなに優しくされたコトなんて片手で数えられるくらいしか無いのです。

「モンスターといえども、お前さんみたいな者もんが生きていくにゃ、辛つれぇ世の中だ。俺にはそれが、よぉく、わかる。こんなお天てん道と様さまの下を歩くには、俺たちはお互い、肩身の狭い者同士よ……」

　そしておやっさんは腰をかがめると、サバトスライムちゃんの頭をわしわしと撫なでました。

「お嬢さんも、強く、生きろよ」

「はぁぁう！　ありがとうなんですぅううう!!」

　サバトスライムちゃんは、おやっさんに抱きつきました。

　その時です。

「おやっさん！」

「どうしたサブ」

　息を切らして走り寄ってきたのはガタイのいい坊ぼう主ず頭あたまの若者でした。彼はおやっさんにすばやく耳打ちします。

「なんだと……。わかった、すぐに行く」

　おやっさんは着流しの袖そでを整え、その手のひらをじっと見つめて握りしめ、空を仰ぎ、自分の右みぎ頰ほおを触りました。

「ど、どうしたんですかぁ……？」

　サバトスライムちゃんは、おやっさんを見上げます。

「いや、大したことじゃねぇ……。気にしないでやってくれ、お嬢じようさん。──おいサブ、あれを」

「へい！」

　おやっさんはサブさんから紫色の細い包みを受け取ると、それを懐ふところにしまい、

「俺おれはこの先、グンマーキエン大陸にちょいとしたヤボ用がある。達者でな。縁があったら、また逢あおう」

　そう言い残して、あっというまに走り去ってしまうのです。

「あ、ありがとうですぅぅ！　このご恩は絶対に忘れないんですぅぅう！」

　しばらくその場に立ちつくしていたサバトスライムちゃんは、やがて、きょろきょろしながら、街の方へと歩き始めました。




　　　　★




「サバト、こんな大きな街は初めてなんですぅ」

　彼女が歩いている通りは、特に魚介類が豊富に並べられているストリートでした。森で生まれ、スライム達たちと共に育ったサバトスライムちゃんにとっては全部が初めての光景です。

　建物が建ち並び、様々なモノが並ぶ商店。鼻をくすぐり始める潮の匂におい。賑にぎやかに行き交う街のヒトビトが珍しくって、それがなんだか嬉うれしくって、ずっとドキドキしっぱなしです。

「うわぁぁぁ……！　すごいんですぅぅうっ！」

　そして、通りを過ぎた彼女の目の前に突如現れた、広い海。

　そこは大きな港でした。何なん艘そうもの船が荷物を積んだり下ろしたり。みんな忙しそうに働いています。

　サバトスライムちゃんは港の片隅にあった大きな木箱に座って、船で働くヒト達を飽きることなく見ていました。

　そこへ、近所を散歩していたのでしょう。腰のまがった白髪のおじいさんがやってきました。

「わしの若い頃ころは、この街はまだまだ小さな漁村じゃった」

　老人は大きな船を見ながら独り言のように、けれどハッキリと言いました。

「おじいさん、誰だれですかぁ？」

「それが今ではグンマーキエン大陸へ渡る港町として栄えておる。わしももう少し若かったら、あんな船に乗って旅をしてみたいものじゃ」

「サバトも、旅がしてみたいですぅ。お菓子の国に行きたいんですぅ」

　話は嚙かみ合いませんでしたが、おじいさんは気にしない風でどこかに行ってしまいました。街のヒトとの会話は難しいものです。

　ここにいるコトにだんだん飽きてきたサバトスライムちゃんは、木箱からぴょんと飛び降りました。もっと近くで船を見ようと思ったのです。けれど、

「はぁうっ！」

　船に見とれすぎ、着地した足下にあった空き瓶に気が付かず踏ふんでしまい、〈ぐりん！〉と転んでしまいました。

〈がちゃーん！〉

「ひあぁうッ!?」

　よろめいて突っこんでしまったのは木箱の横に並べられていた一つの壺つぼ。

「はぅぅ、痛たたぁですぅー」

　サバトスライムちゃんの周囲に、壊こわれた壺の破片が散らばります。

「んぅ？　な、なんですぅこれぇ……」

　その破片の中に、彼女は指を伸ばしました。なにかがキラリと光ったのです。

「こ、これは〝小さいメダル〟なんですよう!?　きれいですぅ……！」

　立ち上がった羊ツノの少女は、はっとして、隣となりの壺をのぞき込んでみました。

「ああぁっ！　こっちの壺には〝やくそう〟が入ってるんですぅ！」

　サバトスライムちゃんは右手にキラキラ光る〝小さめのメダル〟、右手に〝やくそう〟を持って大だい興こう奮ふんです。森や草原など、アウトドアな環境では考えられません。街には不思議がいっぱいなのです。

「サバト、この街で強く生きていく術すべを見つけたんですぅっ！」

　彼女は街を歩き回り、見つけた壺の中を片っ端からのぞき込み始めました。すると、意外な程に、様々なアイテムが見つかるのです。

「ここは宝の街なんですぅっ！」

　サバトスライムちゃんは瞳ひとみをキラキラさせました。なんという達成感でしょう。がんばった分だけ、豊かになっていくのです。嬉うれしくなって、どんどんすれ違うヒトに話しかけました。みんながきちんと、自分を見てくれます。とってもハッピーな心持ち。そして彼女は、壺を見つければ中をのぞき込み、クローゼットや引き出しがあれば、そこを開けました。

　家の中、キッチンに立っていた奥さんに話しかけると、

「まったく、あの子たちったらドコにいったのかしら」

　かくれんぼをして遊んでいる子供達たちを心配しています。もうすぐご飯の時間なのです。

　やがて、サバトスライムちゃんのポケットは、あっというまにアイテムでいっぱいになり、どうぐぶくろにも入りきれなくなってしまいます。

「はぁう、すごいんですぅ～！」

　彼女は広場の花か壇だんの近くに座って荷物を整理しました。それが終われば、再びうきうきと街探索に出かけます。もう少ししたら、おいしいご飯を食べようと思います。

　そしてサバトスライムちゃんは、ドアが開きっぱなしになっていたとある家にあったタンスの中から三十ゴールドを見つけ、それを袋に入れつつ、つい、思ったコトを口にしました。

「サバト、なんだかあっというまにお金持ちですぅ～。……はぁっ！　そ、そうですぅ！　これならきっと、いつかサバトをこんな風にした、あの桃色ジャージを着た男の子にも〈トクン……〉、復ふく讐しゆうするコトが──」

　言葉が途切れてしまったのは、なぜかときめいた心臓のせいではなく、突如肩を〈とんとん〉と叩たたかれたから。

「はぁう？」

　見上げれば、腰から細い剣を下げ、カッコイイ帽子をかぶった制服姿のお兄さんがにっこり微笑ほほえんでこっちを見下ろしています。

「キミ、ちょっと一いつ緒しよに来てくれるかな？」




　　　　★




　がしゃーん！




「ち、ちがうんですぅ！　サバトはただ、がんばって生き延びようとしただけなんですぅぅっ！　なにも、なにも悪いコトなんかしてないんですぅぅ……!!」

　再び、サバトスライムちゃんは鉄格子の中にいました。

「はぁう！　どうしてサバト、また牢ろう屋やに入らなくちゃいけないんですかぁ──っ!?」

　容疑は窃せつ盗とう罪ざいと家宅侵入罪の合わせ技。市民の通報で駆けつけた警備隊のお兄さんに現行犯で逮捕されました。

「だったら通報する前、サバトが家に上がり込んだ時点で奥さんに注意して欲しかったんですぅッ!!　家の戸と締じまりも、もっとキチンとするべきなんですよぅぅ……！　はぅぅ、これはきっと、サバトがモンスターだから──」




《うぉおおおおおおお……ッ！》




「な、なんですぅ!?」

　背後、石壁の向こうから聞こえてきたのは、大勢のヒト達たちが熱狂しているような大歓声でした。

「な、なんか恐こわいですぅうう！　出して！　ここから出してなんですうううッ!!」

　サバトスライムちゃんは〈がしゃーんがしゃーん〉と鉄格子を両手の拳こぶしで叩たたきました。

　しかし、それに答える者は誰だれもいなくて、かわりに、




　ごごごご───




「はぁ、う……？」

　鉄格子とは反対側の石壁に取り付けられていた鉄の扉が、ゆっくりと開いていくのです。

　風が流れ込んできます。土と砂の匂においがしてきます。どうやら扉の向こうは外に通じているみたいです。サバトスライムちゃんはびっくりして、でも願いが叶かなったと思って、外に飛び出しました。

　すると、




《うぉおおおおおおお……ッ！》




「ひぁっ!?」

　さっき聞こえた歓声が、一層大きく彼女に降り注いで来ました。そして、

『白びやつ虎この門より、サバトスライムちゃん!!』

　頭上より、大きく増幅された声が辺りに響ひびき渡ったのです。

「は、はいぃぃっぃいいい!?」

　サバトスライムちゃんはぐるりと自分が立っている場所を見回しました。遥はるか高い石壁が張り巡らされていて、その上には客席があり、たくさんのヒトがコチラを見下ろしていました。

〈ずがああん！〉と、背後の鉄扉が固く閉ざされました。

「はあぅう!!　なんですぅ!?　ここはなんなんですぅう!?」

　地面は砂地。手にすくって見ると、砂の中には歯や牙きば、骨片などが混じっています。そう、なぜならココは、凶悪なモンスターや、罪を犯した人間が放り込まれ、互いに死合う、

「……聞いたコト、あるんですぅ！　こ、ここは、もしかして──！」

　ごくりと、つばを飲み込みます。

「──と、闘とう技ぎ場じようなんですぅぅッ!?」

《うおおおおおお───ッ[image: ]》

　大きな歓声が上がります。彼女を山脈のように取り囲む観客席の中には、豪ごう奢しやな天てん蓋がいを張り、ソファーに寄りかかってコチラを見下ろしているＶＩＰ待遇貴族なお客さんもいれば、最前列、お酒で顔を真っ赤にして耳にえんぴつをはさんだおじさんや、友達と肩を組んで大声を上げる若者など、たくさんのヒト達たちがひしめいていました。

「な、なんなんですぅぅぅッ!?　なんで、なんでサバトは、こんなトコロにいるんですかぁ!?　出してぇ！　出してですぅ!!　ここを開けてくださいですぅぅ!!」

『そして青せい龍りゆうの門より、ヨシダヘルハウンド!!』

　アナウンスの合図で、サバトスライムちゃんから見て正面にあった大きな扉が開き、そこから巨大で真っ黒な地獄の番犬が登場しました。




　グアオォォオオオオンンッ!!




　ヨシダヘルハウンドはサバトスライムちゃんを睨にらみ付けると、天に向かって憤ふん怒ぬの火炎咆ほう哮こうをあげるのです。

「ひぃぃぃいいい!!」

『朱す雀ざくの門より、さまようタナカ！』

「は、はぃっ？」

　見れば右手方向の扉が開き、そこから現れた巨大でサビだらけな鎧よろいが、闘とう技ぎ場じようの大地に脚を沈めます。

「あ、あわわわわわぁ！」




　ゴ・ゴ・ゴ・ゴ・ゴ・ゴ!!




　ドコを見ているか解わからないさまようタナカは、どす黒いケムリのような呪じゆ詛そ怨おん霊りようを鎧のスキマから周囲にまき散らします。

『玄げん武ぶの門より、ウメザワマシン!!』

「はぅぅぅううッ!?」

　鎧のモンスターとは反対側の扉が軋きしみを上げ、巨大なカラクリ殺さつ戮りくマシーンが、砂さ塵じんを巻き上げ進み出て来ます。




　キリキリキリキリキリキリ!!




　殲せん滅めつ対象を確認したウメザワマシン内部の殺人歯車が、真っ赤なオイルを求めて高速回転を始めました。

「な、な、なんなんですぅッ!?　どうしてサバト以外、みんな強そうで、しかもあんなに巨大なんですぅ!?」

　サバトスライムちゃんの身の丈はおよそ一四〇センチ。完全に少女の大きさです。それにくらべ、他ほか三体のモンスターは二階建ての家くらい大きい門をぎりぎりで通過してくる大きさ。どのモンスターも、ともすれば彼女が搭乗して闘たたかってもいいくらいの巨体です。

『それでは四体のモンスターによるバトルロイヤル、スタートぉぉお！』

〈どしゃーん！〉と、銅ど鑼らが鳴らされました。

[image: ]

「ひゃッ！　ま、待ってくださいですぅぅッ!!　サバト絶対勝てませんっ！　だめですぅ！　こ、あ、ひぃい！」

　立ちすくみます。彼女の全身を、突如、大きな影が覆おおいつくし──

「はぁぁあう──ッ！」

〈ごばぁああああああああああッ!!〉

　それは三体の巨大なモンスターが動くと同時に巻き起こった砂津波。あっというまでした。彼女は、流砂の濁だく流りゆうに巻き込まれてしまったのです。

「ぅぅぅ！　ぺっぺっぺ……ですぅ」

　くるくると目を回し、砂中より這はい出ます。そして見上げる、眼前にあった光景。

「はぁぁああああうううう……！（がくがくがくがく!!）」

　目の前で、地獄に住むという真っ赤な口の巨大な黒犬と、大戦争が生んだ怨おん霊りようにとりつかれた巨大な鎧よろい。そして、生きとし生けるものを憎みきったプログラムを持つ殺さつ戮りく機械がこっちを見下ろしていました。

〈グウォオオオオオンッ!!〉

〈ズ・ズ・ズ・ズ・ズ……!!〉

〈ギリギリギリギリギリィ!!〉

「ひとり狙ねらいなんてずるいんですぅぅ!!」

　サバトスライムちゃんは慌てて逃げだします。しかし、超重量級モンスターは凄すさまじい速度で追って来ます。闘とう技ぎ場じようで繰り広げられる、狩るモノ、狩られるモノという光景に、観客が歓声をあげました。

　彼女の背後ぎりぎりのトコロを、猛もう獣じゆうの火炎がかすめ、さびた剣先がよぎり、連射ボウガンが追い立てます。

「はぁっはぁっ、あう、ぐぅ……！　ひぃ、いやぁ、こんなのウソなんですぅ……っ！」

　酷使する脚が痺しびれ、もつれて転びそうになります。でもそんなのだめです。ちょっとでも速度をゆるめたら、

「はぅ、でも、もう、もうだめなんですぅ……」

　迫り来る攻こう撃げきに──!!

〈ズガンッ！〉

　背中に衝しよう撃げきが走りました。彼女は砂に顔を埋うずめ、転がりました。

「はぁ、う──」

　うめきます。朦もう朧ろうとする意識の中、うっすらと振り返るように目を開けば、

「え……？」

　そこには、ヨシダヘルハウンドの前脚と、さまようタナカの剣と、ウメザワマシンのクサリガマが絡からみ合っていました。

　サバトスライムちゃんの背中を突き飛ばしたのは、三つのモンスターが放った攻撃が空中で衝突し、重なり合った際にできた衝撃波だったのです。

「はぁう！　脚をすりむいちゃったんですぅ！　痛いですぅっ！」

　一方、武器を交こう錯さくさせてしまった三体のモンスターは、そこで初めて、サバトスライムちゃん以外の敵がいたと気づいたかのように、ゆっくりとお互い同士、向き合いました。

　そして、三者の間に怒りの火炎と殺気の稲妻がほとばしったかに見えた、

　刹せつ那な、

　ヨシダヘルハウンドの口から吹き出したマグマのような灼しやく炎えん流りゆうが、さまようタナカに直撃。サビた鎧は真っ赤に赤熱し、そこを狙ねらったウメザワマシンの鋼鉄の連射ボウガンを盾で防いださまようタナカは、そのまま盾で殺戮マシーンを殴なぐり飛ばし、返す剣で地獄犬を牽けん制せいします。

　吹っ飛んでいくからくり巨体。それは、逃げまどうサバトスライムちゃんの頭上へ。

「ひぃぃぃ!!」

〈ばきゃぁっ！〉

　破砕音。彼女の全身を、今までに経験したコトのない轟ごう音おんと衝しよう撃げきが貫きます。

　とっさに避さけたサバトスライムちゃんの身代わりのように、片隅に置かれていたタルが粉こな微み塵じんになっていました。

「い、一撃でも食らったら、サバトなら三千回くらい死ねるですぅううう!!」

　彼女のすぐ側そばで起き上がるウメザワマシン。その内部からがちゃがちゃと出現するブレードアームの数は少女の指の数を遥はるかに凌りよう駕がしています。

「はぁぁうう～～!!」

　サバトスライムちゃんは尻しり餅もちをついたまま後ずさりです。

《うおぉぉおおおおおおおッッ!!》

　乱戦。

　大地は揺れ、観客の絶叫で耳が痛くて頭はくらくら。それでもサバトスライムちゃんは必死で闘とう技ぎ場じよう中を逃げ回りました。

　ウメザワマシンからほとばしった強きよう酸さん霧むがゴシックドレスをかすめ、さまようタナカの大地を切り裂く剣風が頭上を通過し、ヨシダヘルハウンドの口から漏れた火の粉の雨が降ってきます。

「もう、もうやめてですぅっぅうう！　サバトがしんじゃう！　しんじゃうですぅぅ！」

　それらをかいくぐるサバトスライムちゃんはもはや、涙と汗でぐしょぐしょになっていました。死ぬのが恐こわくて、逃げ回り続けるしかないのです。

　そして、どのくらい時が経たったのでしょう。

　その時サバトスライムちゃんは、闘技場の片隅で膝ひざを丸めて顔を埋うずめ、永遠とも思えるこの瞬しゆん間かんが終わるコトだけを祈り、震ふるえていました。




《ウオッォオオオオオオオオ───ッ!!》




　壮絶な歓声が巻き起こりました。

　恐怖で閉じていた感覚を、ふと、外部に向けてみると、あたりが、シーンとしています。

「はぁぅ……？　どうしたん……ですかぁ？」

　涙を拭ぬぐい、顔を上げ、彼女は闘技場の中央を見ました。

　するとそこには、

　ヨシダヘルハウンドの背中を蹴けり砕いたさまようタナカと、さまようタナカの兜かぶとを叩たたきつぶしたウメザワマシンと、ウメザワマシンの胴体を食い破ったヨシダヘルハウンドが、ありました。

　そして、三体のモンスターは同時に、ゆっくりと、地面に倒れていきました。

〈どぉっ！〉と、砂煙が舞い上がります。

「……あ、あれぇ？」

　サバトスライムちゃんは、立ち上がり、恐る恐る、その惨状へと近づきます。

　ぐったりと白目を剝むく魔ま獣じゆう。

　ばらばらになった甲かつ冑ちゆう。

　ばちばちとスパークする残ざん骸がい。

　どれも、もはや、ぴくりとも、動きません。

　衆人観衆は、ひとり闘とう技ぎ場じように立ちつくすモンスター少女を見て、言葉を失っていました。

「な、なんですぅ……？」

　彼女がぐるりと自分に降り注ぐ視線に気がつき、それを見上げた瞬しゆん間かん、

『バトルロイヤルに勝ち残ったのは、配当、夢の２０００倍！　サバトスライムちゃんだぁぁ!!』

　静寂が破られました。満員御礼の観客席から、怒ど濤とうのような歓声が降り注ぎます。

「は、はいぃぃいい!?」

『勝ち残ったサバトスライムちゃんには副賞として、金貨一万枚と、超高級マンションが贈られます!!』

　アナウンサーの絶叫に、さらに観客は沸き立ちます。

「や、やったですぅっぅぅうう[image: ]　サバトの作戦勝ちなんですようぅ!!」

　闘とう技ぎ場じように『金貨一万枚』と書かれた大きなパネルと、超高級マンションの絵が描かれたパネルが運び込まれ、彼女に手渡されました。

『サバトスライムちゃん、ヒトコトどうぞ！』

「みなさん応援してくださって、とってもありがとうなんですぅぅ！　サバトは今、超うれしいですぅぅうう!!」

　やがて、係員達たちは二枚のパネルを持った少女を残して、その場を去っていきました。

「あ、あれ？　どうしたんですかぁ？　サバトは早く、超高級マンションに行きたいんですぅ」

『それでは続いて、決勝戦です!!』

「……はぇ？」

『お待たせいたしました。本日のメインイベント。バトルロイヤルの覇は者しや、サバトスライムちゃんＶＳバーサス大邪神官ゾルダークの一戦です!!』

「──ッ!?」

　満員御礼の観客席から、再び歓声が上がりました。

『それでは大邪神官ゾルダークさん、どうぞ───！』

　巨大な門が開き、闇やみの中から〈ずしーん！　ずしーん！〉と、地じ震しんのような足音が響ひびいてきました。

「ひ、ひィィィィぃぃぃ────ッ[image: ]　な、なんですかぁそのすごい名前のモンスターはぁ!!　あ、あ・あ・あ……ッ、で、出てきた！　大邪神官ゾルダークが出てきちゃったですぅ！　はぁう！　出現と同時に空は暗黒の雲に覆おおわれ、イナビカリと共に嵐あらしの到来なんですよぅ!?　いったい大邪神官ゾルダークってどんな存在なんですかぁ!?　はぅう！　その大邪神官がこっち向いたですぅ!!　開けてぇ！　扉を開けてですぅッ！　だれかサバトを助けてなんですぅぅぅうう──ッ！　いやぁ、いやあぁああああ……──ッッ!!」
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[image: 第五話　買った武器は装備しないと効果がありませんよ！　ドクロちゃん！《後編》]
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　──千の虹にじが降り注いでいるかのようにプリズム。まばゆいばかりのマヨネイ宮殿パレスの大広間にて、シズキちゃんは、

『サクラくんが、勇者だったなんて……』

　キラキラした瞳ひとみで僕、クサカベ・サクラを見つめ、そっと手を握ってきます。

　今の彼女は正装、純白のドレス姿。可か憐れんなシズキちゃんを前につばを〈ごくりっ〉。

『勇者様、私を幸せにしてください』

　そしてマヨネイ王国の王女はナニかを期待するように、そっと瞳を閉じるのです……!!

「ほ、本当に、本当に幸せにしちゃっていいんですかシズキちゃん、いや、シズキ姫!?」

　けれど突然の展開に僕はたじたじイクジ無し。だって、は、初めてだから！　初めての相手はもちろんシズキちゃんって決めてたけど……、けどまだ僕、キミにきちんと自分の気持ちを伝えてないし、モノには順番っていうものがあるから、そんな急に言われたってココロの準備が……カンリョーッ!!　最初はちょっぴり、へたかもしれない。でも許して欲しい。僕がシズキ姫を想おもうキモチだけは本物なのだから。さぁ、いけ、行くんだクサカベ・サクラァァアアッ!!

　ゴウ……ッ！

「え……？」

　突如、豪風の如ごとく響ひびき渡った波動と空気の冷たさに、僕は身を強こわばらせます。

『サクラくん!!』

「シズキちゃんっ!?」

　いつのまにか僕等らの背後から湧わき出た〝闇やみ〟。そこより突き出た鋭いカギヅメ、モンスターの腕が彼女に襲おそいかかり、空中へと摑つかみ上げるのです！




《シズキ姫はいただいたぞ……!!》




　それは魂までもが凍りつくような鋭い咆ほう哮こう。現れた巨大な生物は、この世界で絶対に近寄ってはいけないモンスター、黒竜……!!　破は壊かいの化身たるその姿の前に、僕の脚は完全にすくんでしまうのです。

『助けて！　助けてサクラくん！　勇者さま……!!』

「シズキ姫────っ!!」

　──彼女は、僕に助けを求めているのに──

　手を差し伸べるシズキちゃんは、既に黒竜の腕の中。




《返して欲しくば追ってこい。我わが〝黒竜城〟まで……!!》




　地の底が砕け震ふるえるような魔ま声せい。突風を巻き起こす巨竜の大たい翼よくがひらめき、あっというまにシズキちゃんは暗雲立ちこめる空の中へとさらわれて、

　僕は──




　　　　★




「──はッ！」

　シーツを跳ね除のけ、〈がばり〉と身を起こし、

「はぁ……はぁ……はぁ……っ」

〈ばっくんばっくん〉言ってる胸を押さえつけ、周囲をきょろきょろするのです。

「こ、ここは──」

「ずいぶん、うなされていたようだけど」

　視界と聴ちよう覚かくに飛び込んでくるのは一人の女の子。

「ミナミ、さん──？」

　ベッドの右側にいたのは、低いイスに腰掛けて僕を見ている長い黒髪の魔法使いでした。

「夢を見てたの？」

　頷うなずいて、周囲にクビを巡らせます。ここは僕等らにあてがわれた、四つのベッドが並ぶ個室でした。左ひだり隣どなりにはドクロちゃんがすやすや寝ています。僕は濃いため息をつき、

「うん……夢を、とても恐こわい夢を見ていたんだ──」

「──カラダ中の発毛部分が一カ所に集まってヒトの姿に変形、皮ひ膚ふの上を楽しげに駆け回る夢ね？」

「ち、ちがうよミナミさん!!　なんなのそのとても恐い夢は！　僕はそんな夢みてませんからね!?」

「おい、なにやってんだ。『西の魔女』さん、ずっと下で待ってんだぞ？」

〈がちゃっ〉と狭い部屋の扉が開き、室内をのぞき込んで来たのは戦士のミヤモトです。

「あ、うん！　ごめんミヤモト！　今すぐ行くから！　……あ、というコトは、ミナミさんはひょっとして起こしにきてくれたの？」

　我がパーティーの魔法使いは〈こくり〉と頷いて、

「でもサクラくん、とても苦しそうにしていたから」

「だったらなおさら起こせばいいよね……？」

　けれど、こちらをうかがうミナミさんの表情を拝見する限り、彼女が僕のセリフに心打たれている様子は見受けられません。僕はしかたなくベッドから降りて、隣となりのドクロちゃんを揺すって起こします。

「ドクロちゃんもう時間ですよ。起きてくださーい」

「んぅぅう……、もう、朝なの？」

「うん。ほら、起きてしたくして？」

　寝起きの少女はふやふやと片手でまぶたをこすり、上半身を起こして、

「はぁい。早くしないと『聖ゲルニカ学園』に遅刻しちゃうもんね」

「『聖ゲルニカ学園』!?　ちょっとドクロちゃん!?　あなた『冒険の書』が消えてない!?　そうか、わかったぞ？　キミは昨日寝る前にリセットボタンを押さないで電源を切ったんだね!?　だめだよきちんとやらないと!!　ふーふーしてあげる！　キミの溝の部分に息をふーふーしてやり直してあげる!!」

「さ、桜さくらくんどうしちゃったの!?だ、だめっ！ボクにヘンなコトしちゃいやぁぁ───っ!!」

〈ごぴゅしっ！〉と、僕の目の前で薙なぎ払われたのは鋼鉄、超重量のトゲトゲバット『エスカリボルグ』。しかし、

「あ、あぶないよドクロちゃん！　もしバットが当たってたら僕はくちゅくちゅになって王様の目の前に戻されちゃうトコロだ──……って、あれ？　なにこの、僕の身体からだ中に走っている赤い線は──」

　その直後、僕は一片が六センチほどのブロック状になり〈ぼちゅっぼちゅっ〉と暖かな水たまりを作りながら次々と床に転がりました。なぜならバットのいたるトコロに生えたトゲトゲの先端から真空の糸が発生して僕の身体に絡からみつき、正方形に角切っていたからです。

「きゃっ！　桜くんが焼く前のサイコロステーキみたいに!!　待ってて？　今すぐ……!!」




　ぴぴるぴるぴるぴぴるぴー♪




　少女が魔ま法ほうの刺とげバットを抱きしめて、瞳ひとみを閉じつつ想おもいを託せばカミサマは彼女の願いを聞き入れました。『エスカリボルグ』より溢あふるるゴッド力に光あれ。僕はジェンガ崩ほう壊かいを逆転再生したみたいに元通りになるのです。

「サクラくん、だいじょうぶ!?」

　駆け寄ってきたドクロちゃんは僕の身体を確認するように〈ごしごし〉とこすります。

「ドクロちゃんこそ、ちゃんと元に戻ったのかい？　僕の名前の呼び方もカタカナに戻ってるし……」

「うん、もちろんだよサクラくんっ！　ボク、『聖ゲルニカ教会』の僧侶、ミツカイ・ドクロ。ドクロちゃんって呼んでね？　好きな魔法は『ボミオス』ですっ!!」

「よかった、ドクロちゃんがなんだか正常復帰した！　そう、ここは僕達たちの国『マヨネイ王国』の西に位置する深い森。そこに住む『西の魔ま女じよ』の館やかたなのさ。そしてミヤモト、ミナミさん、さっきから黙だまって僕達を見守っててくれてありがとう！　よぉし、じゃあみんなでさっそく魔女バベルさんが待っている部屋に行こうよ！」

　部屋を出て細い廊下を進めば、明かり取りのための小さな窓が点々と続いています。

「すげぇよな、大木の中にこんな部屋がいくつもあるなんてな」

　ミヤモトは樹液の柔らかな匂においがする壁を〈こんこん〉と叩たたいて感心します。そう、バベルちゃんの館は太い大木の中に造られていたのです。

「さすがは『西の魔女』だよね」

　窓から外を見れば、そこには陽ひの光を弾はじく広い沼と繁はん茂もする水草、さらにその外側に森の木木が広がっていました。空は快晴。光の加減からすると、時刻はまだ午前の早い時間のようです。

「やっと起きてきたか」

　廊下を突き当たって細い階段を降り、樹木の中心、広い部屋へと辿たどり着いた僕達を『西の魔女』バベルちゃんが迎えます。

「朝食の前に話をつけてしまおう」

　陽の当たるテラスにいた森の魔女は、ゆっくりと室内に振り向き、階段を降りきった四人に、ナイフの如ごとく切れ長な瞳ひとみを細めるのです。

「お、遅れてすいません……！」

　僕は思わず、その鋭い雰ふん囲い気きに頭を下げてしまいますが、

「まあ、よい。疲れが溜たまっていたであろう。無理もない」

　艶つやを帯びた彼女の声は、優しく、蠱こ惑わく的てきに僕等らを包み込みます。

　そして「こちらへ」と、バベルちゃんに導かれ、四人はテーブルへと着きました。

「そこの戦士からだいたいの話は聞いた。そなたらは『チチヴーマウンテン』にある〝黒竜城〟への道を知りたいというのじゃな」

　漆しつ黒こく、異国の重ね衣ごろもをまとった『西の魔女』は僕へと視線を向けます。

「はい。黒竜にさらわれてしまったマヨネイ王国の姫を救いに行きたいんです」

　答える僕に、後頭部から前方へと湾曲して生え伸びる猛牛のツノを持つ魔女は一度だけ小さく頷うなずき、

「しかし、どこの馬の骨ともわからぬ輩やからにおいそれと黒竜城への道を教えるコトはできぬ。そこへの道程は、『勇者』と呼ばれる者にしか伝えるコトができぬ決まりゆえ」

　言い終えた魔女の唇の端は妖よう笑しよう気味につり上がっていて、僕は、自分が試されているコトに気が付きます。

「僕はその、勇者……みたいなんです」

　緊きん張ちようを押し殺し、立ち上がった僕はどうにか言葉を紡つむぎました。すると魔女は「ほう……」と、目を細め、

「ならばこうしよう。わらわが今からテストをする。それに合格したならば、おぬし、クサカベ・サクラを勇者とみなし、『チチヴーマウンテン』への道を示した地図を与えようではないか」

「えっ？」

「では、第一問目」

「ちょ、はや……っ！」

「『道を歩いていたら、犬に吠ほえられて泣いている女の子がいました。あなたならどうしますか？』」

〈じゃかじゃん〉と、一枚のパネルを取り出したバベルちゃんが、次をめくるとそこには、
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「そ、そんな──!!」

「どうしたサクラ！　胸を両手で押さえて!!（ミヤモト）」

「勇者とは、大きな選択をなし遂げるモノのコトを言うのじゃ。たとえばＡ、Ｂ、Ｃ、この中から一つしか選べないとわかったとき、おぬしならばどれを選ぶ!!」

「し、しかしこれは……ッ!!　【Ａ】のイラストの僕は意味のわからないコトを言ってるし、【Ｂ】ではなんだか幼児退行してるし、そして【Ｃ】にいたっては服すら着ていない!!」

「どれも理には適かなってる」

「ミ、ミナミさんッ!?」

　見れば、思案げに口元に指先を置いた黒髪の魔ま法ほう使いは、

「早くこたえてサクラくん。『道を歩いていたら、犬に吠ほえられて泣いている女の子がいました。あなたならどうしますか？』」

　呟つぶやくように設問を繰り返すばかりで、僕にはいかんともしがたい。

「さあクサカベ・サクラ、おぬしならどうする。【Ａ】見て見ぬふりをして通り過ぎる。【Ｂ】自分も泣き出す。【Ｃ】とりあえず乳首を縛っていたたこ糸を外す」

「く、くおおお──ッ!?」

「どうしたのサクラくん！　胸が痛いの？（ドクロちゃん）」

「よいか？　勇者とは、時には自分をも犠ぎ牲せいにしなくてはいけないのじゃ……！」

「でもこれは精神的な被害も甚じん大だい過ぎます！　僕には……選べません」

「なんじゃと……？」

「だめです、僕にはどの選択肢も選べません……」

「よし正解！」

　バベルちゃんが〈ぱんっ〉とテーブルを叩たたくと、おでこに○が刻まれた干し首が〈ちゃちゃらちゃっちゃちゃーん〉と手元から飛び出し、僕は「な……ッ!?」と硬直してしまいます。

「勇者とは自ら道を切り開く者のコトを言う。既存の常識にとらわれず、新たな価値観、時には〝退く〟コトさえためらわぬ決断を下せる者こそ勇者なのじゃ。では、そなたらに与えよう。『チチヴーマウンテン』への地図を！」

『西の魔女』バベルちゃんは懐ふところから巻物状の地図を取り出し、テーブルの上に〈ばららっ〉と広げるのです。僕は「第二問目は……？」と尋ねたいキモチをぐっとこらえ、みんなと一いつ緒しよにその地図をのぞき込みました。

「おわぁ……」

「すごーいっ！」

「こんな正確な地図、初めて見たぜ……」

　ドクロちゃんやミヤモトはもちろん、ミナミさんまで表情には出さないものの、その精せい緻ちな地図に、息を吞のんでいます。そして僕は、目の前に広がった詳細な地図を前に冒険心をかき立てられ、

「よおし！　じゃあさっそく出発だ！」

「まあ待つがよい」

　手を高く上げようとした僕の姿勢ポーズに、バベルちゃんが停止ポーズをかけます。

「おぬしらはまだ朝飯も食うてはおらんのじゃろう？　それに……」

「そ、それに……？」

　言葉を区切り、すぅっと瞳ひとみを細めるバベルちゃんへ、僕は身を乗り出してしまいます。

「『チチヴーマウンテン』に辿たどり着いたとしても、〝黒竜城〟には数多あまたの試練が待ちかまえているのじゃ」

「え……？　試練って、どういうコトですか？」

「〝黒竜城〟──。その天然の要よう塞さいたる〝門〟を突破し、城の内部を踏とう破はするには三つの宝具が必要となる」

　焦あせる僕を諭さとすように、魔ま女じよは三本のユビを立てるのです。

「三つの宝具!?」

「それはいったい……」

　ミヤモトの問いかけに、『西の魔女』は一本一本、指を折り曲げていきます。

「一つは『聖なるマヨネーズ』」

　その名に、僕達たちは〈はっ〉とお互い顔を見合わせました。

「二つ目は、『勇気のタオル』」

　ついで、一斉にバベルちゃんへと視線を向け、

「そして最後に──」

〈ごくり〉と続く言葉を待てば、

「──『勇気のアイマスク』」

「って、カブッてる！　『勇気』がカブッてるよ『タオル』と『アイマスク』に!!　『愛』とか『希望』とかまだ余っているのに、なんで『勇気』がふたつあるの!?」

「『勇気のマヨネーズ』と『勇気のタオル』ってコレのコトっ？」

「ちょ、あぁあッ！　ドクロちゃん勝手に僕の道具袋から重要アイテムを出したらだめだよ！　しかもなんか『聖なるマヨネーズ』まで『勇気シリーズ』になってるし!!　もうなんかごちゃごちゃだよ!?」

「おお、なんと。もう二つも揃そろえていたのか。さすがは勇者じゃな」

　僧侶の少女がテーブルの地図上に並べた二つの宝具を見たバベルちゃんは、瞳を細め、うっすら笑みを浮かべます。

「では、残る宝具は『勇気のアイマスク』のみとなるな」

「それは、どこにあるんですか……？」

『西の魔女』は表情を改め、両りよう袖そでの中に腕を入れて組み、僕の問いかけに神妙にうなずき、言葉を紡つむぎ始めます。

「『勇気のアイマスク』はこの森を出て北に十六歩、東へ三十四歩進み、その足元を調べて発見できる旅の扉を抜けた先、隣となりの大陸であるトチグィークェン大陸の秘境、〝妖精の隠れ里〟にある」

「じゃあ、そこに行って──」

「まあまて。〝妖精の隠れ里〟に入るタメにはモルダウの街に住む天才錬れん金きん術じゆつ師しキノスィタに妖精スーツを作ってもらう必要があるのじゃ。ニンゲンの姿のままでは追い出されてしまうのでな。じゃから、まずは妖精スーツの材料となる『ピンクおかいこさま』を手に入れなくてはならない」

「『ピンクおかいこさま』!?」

「そしてさらに〝妖精の隠れ里〟へ入った後、そこで四年に一度行われる『妖精王者決定戦』にてミゴト優勝し、妖精王者フェアリーキングとなれば、王者の証あかしである『勇気のアイマスク』を手に入れるコトができる！」

「そ、そんな……！　じゃあ『勇気のアイマスク』を手に入れるには、いったいどれ程の時間が!?」

〈ごくり〉と、誰だれかののどが鳴ります。そう、宝具の残りの一つ〈勇気のアイマスク〉を手に入れるためには、これからまさしく大冒険が必至なのです……!!

「そうして手に入れた『勇気のアイマスク』がコレじゃ」

〈サッ〉と目的のブツをテーブルの上に出すバベルちゃん。

「なっ、え、ええええッ!?　そ、揃そろった──っ!!　今僕の目の前に伝説のアイテムが全種類集まっているー！　……え？　と、いうコトは、バベルさんが今の妖精王者フェアリーキングなんですか!?　そんな……しかも、この『勇気のアイマスク』を、僕達たちに貸してくれるですって!?ら、ラッキー!?」

　それから僕達は質素ながらも朝ご飯をごちそうになり、『西の魔ま女じよ』にお礼を言って、一路、チチヴーマウンテンに向かったのでした。
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　その山の頂いただきは、悪あく魔まが持つ三みつ叉またフォークのように尖とがり、深々と天を刺し貫いていました。獰どう猛もうなシルエットを持つ怪鳥が数匹、周囲をゆっくりと旋ぐる回ぐるしているのが見えます。

「あそこに、シズキちゃんが……」

　やすりのようにザラザラとした黒い岩に片足をかけたまま、僕は目の前の『チチヴーマウンテン』を見上げ、己の武器である〝孫の手〟を握る右手に〈ぐっ〉と力を込めます。

「──必ず、助けるからね」

『西の魔女』バベルちゃんの地図によれば、ここは『チチヴーマウンテン』の麓ふもと、『灰色森』。

　見渡す限り葉っぱの無い白い骨のような樹木が立ち並び、煤ススで作られた砂漠の如ごとき墨すみ絵えティック大地が続く荒涼エリアです。

　バベルちゃんの館やかたを出しゆつ立たつして二日。僕等らは襲おそいかかる『メイジキムラ』や『スターキムラ』などのモンスターを退け、草原や街道を踏とう破はし、重要アイテムを道具屋さんで売ろうとして断られ続けていたドクロちゃんをナダメすかし、滝たきの中をくぐり抜け、ついに前人未踏の目的地を目の前にしていたのです。

　太陽をサエギる厚い雲。どよどよと暗い空を背景に厳然とそびえる、忌いまわしい影絵のようなマウンテンの稜りよう線せんからは、所々に薄うすく白い噴煙がもくもくと立ち上っています。

　そんな、灰一色世界の中にあって、

「ねーえー、サクラくーん」

　僕の背後から〈ちゃぷちゃぷ〉と水をかき混ぜる音。

『チチヴーマウンテン』は現役の活火山。そして、火山の麓フモトにはナニがあるのかというと、

「なんで入らないの？　いいお湯なのにー」

　くすぶるような硫い黄おうの香り、天然温泉『チチヴの湯』なのです！

「だ、だって僕達たちはこれから、あの〝黒竜〟と相まみえるんだよ!?　温泉につかってゆったりしてる場合じゃないよう！」

『灰色森』の岩石地帯。飲み水の補給場所を探していた僕等は、湧わき出た湯水がたっぷりと溜たまった穴場温泉を偶然にも発見してしまったのです。

「もー、だからこそ、カラダをきれいにしておくべきでしょ？」

「別に〝黒竜〟と一いつ緒しよにデートでお祭り行くわけじゃないんだよ!?　なんでこんな昼間からサッパリと汗をながしてるのさッ!?」

「サクラくんはヤキモチをやいています」

「ちがうよー!!」

　僕は、おそらく（声の感じからして）大きな岩からこっちに身を乗り出しているだろうドクロちゃんに振り返らないよう、勇者ならではの自制心で自分を律します。だって、僕はもちろん服を着ていますけど、温泉の中の彼女は……!!
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「でもね、温泉はね、うんと疲れがとれるんだよっ？」

「た、たしかに疲れを取るのは、大切かもしれないけど……」

　でしょっ？　と、ドクロちゃんは嬉うれしそうに〈ちゃぷちゃぷ〉とお湯を揺らし、

「それに、サクラくん……？」

「な、なあに？」

　僕は、背筋をくすぐられるようなドクロちゃんの声に、びくりと答えます。

「ミヤモトくん、偵察に行っちゃってて、サクラくんヒマなんでしょう？　だったらー、いっしょに入っちゃおう？　本当は、サクラくんも入りたいんでしょ？」

　そう、今、戦士のミヤモトは確かに〝黒竜城〟への入り口がないかを探索しに行っていて、ここにはいないのですしかし！

「だ、だめだよ！　それに、そっちには──」

〈ちゃぷ……〉と、ドクロちゃんのさらに背後からお湯の波打つ音。

「──ミナミさんだって入ってるんでしょ？」

　そうなのです。女の子二人もいるところになんか、とてもじゃないけど行けません！

「あ、でもミナミさんも入っていいって言ってるよ？　ねー、ミナミさん？」

「──こわいの？」

「ミ、ミナミさん!?　そんなコトは、ないけど、え、だって、本当に!?　た、確かに、僕達たちはコレまで二日間歩きっぱなしだったし、最後の休憩として、これくらいのモノはいいのかもしれませんケドォォォォォォッ!!〈ぶぅぅぅうーん……ばたばたばたばたばたばたばたばたばたばた〉」

「おいみんな、どうやら〝黒竜城〟の入り口らしいモノがあったぞ……って、お、おいサクラどうした!!　脳天からくにゃくにゃした紐ひもみたいな粘液が数本飛び出してそれが高速回転、空を飛び始めてるぞ!!　しっかりするんだサクラー!!」

　偵察から帰って来たミヤモトの、戦士ならではのパンチを〈まごーん〉と食らってようやく、僕は自分がナニを得て、ナニを失ってしまったのかを知りました。サンキューミヤモト。フォーエバー。

「で、どうだったの……？」

　うずくまり、僕は大きな岩によりかかったまま、銀ぎん甲かつ冑ちゆうのミヤモトを見上げました。

「地図の通りだった。〝黒竜城〟の正門に続く橋が、この先に」

「そっか！　じゃあスグに出発しよう！　待っててシズキちゃん。さあ、みんな、早く支し度たくを──」

「ただ、一つだけ問題があるんだ。とりあえずみんな、一いつ緒しよに来てくれ」




　　　　★




「な……ッ」

『灰色森』にいた僕達は戦士に導かれ、ゴツゴツとした坂道を上り、地図上に示された正門前にあるハズの橋の上へとやって来ました。

　けれど、

「ね、ねえミヤモト！　ここは本当に地図通りの場所なのかい!?」

〝黒竜城〟の目の前、大きな谷にかかった一本の橋。

　僕達四人は今、その橋の終わりに立っていました。それなのに、黒竜城の大きな鉄の門は、依然遥はるか向こうの方にあるのです。

　なぜなら、

「真ん中から、無くなっちゃってる……」

　すっかりお肌をツヤツヤにした聖堂服姿のドクロちゃんの言うとおり、僕等らがここまで渡って来た橋は、〝巨大な亀裂グランドキヤニオン〟に架かかる不完全な橋だったのです。

　横幅は五～六人が楽に歩けるくらいなこのアーチ型の石橋は、渓谷のちょうど真ん中あたりで、ぶっつりと崩れ去っていました。向こう側へ辿たどり着くには（仮に空中に脚を踏ふみ出せるとして）、さらに二百歩くらいの距離をどうにかして踏とう破はする必要があります。

「ねえ、気が付いた？　橋の下」

　長い黒髪をよりしっとりとさせた魔ま導どう装束なミナミさんが、杖つえの先端で谷底を示します。

「どれどれ？　なっ！（四つん這ばいのミヤモト）」

「なになに？　ひゃぁっ（四つん這いのドクロちゃん）」

「ふむふむ？　ちょ、これって──！（四つん這いの僕）」

　深しん谷こく、地の底から照り上がってくる〝赤しやつ光こう〟、

「どうもさっきから、なんか暑いなぁ、とか、思ってたら──！」

　そして、覗のぞき込むみんなの顔を撫なで、髪をなぶる〝上昇熱風〟……!!

「──谷底に熔よう岩がんが流れてるんじゃん！　僕、初めてみたよマグマなんて!!」

〈ぼこりぼこり〉と白熱し、超熱い遠赤外線を放って渦を巻いているのは、どう見間違えても脈打つ熔マ岩グ流マ!!

「えーいっ」

　筒型帽子が落ちないようにして奈な落らくをのぞき込んでいた僧侶の少女は、手のひらから小石を谷底へと放り込むのです。

「あっ！　ちょっとドクロちゃん!?」

　そしておよそ一、二、三・五秒後、〈ちゅん〉と、熔岩に没した石が蒸発する微かすかな音が耳に届きます。

「すごいねサクラくんっ！」

「よけいなコトを……！」

「地図には、ちゃんと向こう岸まで橋が描き込まれてるんだけどな」

　ミヤモトは〈ばさばさ〉と、改めて地図マツプを確認しています。

「誰だれかが壊こわしちゃったのかな？　それとも、僕達たちには見えないけど、本当は透明な橋が架かかっていて、渡る度胸を試されているとか……。って、え？　なんでみんな『それだ！』っていう顔で僕を見てるの？　試さないよ僕は!?　架かってるワケないじゃん見えない橋なんかー!!」

「──こわいの？」

「そういう問題じゃないでしょミナミさん！　さっきドクロちゃんが石を落っことしたの見なかった!?　確実に落ちて〈じゅっ〉ってなっちゃうって!!　いやだよそんな熱いの！」

　僕は飛び込み台みたいな橋の先端から、再び、よせばいいのに谷底を覗き込んでみます。

　猛熱の対流は、今もどろどろと身をくねらせ、〈ごうごう、しゅうしゅう〉と天に向かってウメキ声を漏らしています。

「んっ？」

　熱風に乾いた目をこすった、その視界の端、

「どうしたサクラ」

「いや、なんか今、熔よう岩がんが波打ったような気がして……」

　僕がミヤモトに顔を上げた時でした。

「あー、ねえなんか下から来たよー？」

「えっ？」

　同じくマグマ溜だまりを見下ろしていたドクロちゃんの言葉に、僕等らは再びマグマ溜まりをのぞき込みます。

　そこには赤々と盛り上がった、巨大な熔岩のあぶくがあったのです。しかしそれは、〈ぱんっ〉と弾はじけるコトも無く、どんどん迫せり上がり、

「ちょ、ちょっと、あれってもしかして──」

　やがて巨大な火球となってぐんぐんとコチラへと浮かんで来るのです!!

「ふぁ、『熔フ爆ア灼イ炎ヤ燃ー焼（ボ）球ー弾（ル）』ッ!?」

　それは僕でも知ってるポピュラーな、それユエに超攻こう撃げき的てきな破は壊かい魔ま法ほう。着弾地点をクレーターのように吹き飛ばし、あたりを焦土と化してしまう凶悪な殲せん滅めつ呪じゆ文もんです！

　しかし、

「違うわ、あれは──」

　ミナミさんはそう呟つぶやいて、後ずさり、

「『マグマ男だん子し』……ッ!!」

　ミヤモトは、声を絞るように呻うめくのです。

「なに、それ……」

　剣けん吞のんな二人の様子に、僕は掠かすれた問いかけをするのですが、戦士と魔ま法ほう使いは息を吞のんだまま解答を示してくれません。

　だって、そんなの百聞は一見にしかず。

「うあっ」

　そのモンスターはイヨイヨもって、その全身を僕等の前に現していたのですから！

「な、あぁ……ッ!?」

　巨大な火の玉かと思った部分は二本のツノが生えた頭部。熔岩風ぶ呂ろの中から〈ずモモモモー〉と立ち上がるように身を起こしたのは、まさしく灼しやく熱ねつの大魔神！

「ちょっとこんなのどうすんのーッ!?」

　やがて、『マグマ男子』の頭部が僕達たちのいる橋の眼前に持ち上がり、

〈ビカ────!!〉

「熱うウッ!?」

　開く両の瞳ひとみ。オレンジ色をしたサーチライトのような光が二条、僕等に降り注ぎます!!

「ね、狙ねらわれてるーッ！　早くここから逃げようよ!!」

　腰を抜かしてミヤモトに叫ぶ僕の声をバックに、熔よう岩がんの大河がいたるトコロから間欠泉の如ごとく〈ごおおうッ！〉とマグマを噴き上げはじめ……！

「うわぁああッ!!」

「しかたない、いったん退くぞ!!」

　揺らめく陽炎かげろう、視界がぐにゃぐにゃに歪ゆがみます。この橋はもはや、業ごう火かにあぶられたバーベキューの鉄板でした。うかうかしてるとカラダに焦げ目がついてしまいます！　僕達たち四人は火の粉を浴びながら、一斉に来た道を駆け戻り──!!

「きたきたきた──!!」

〈ズガアアアアアッ！〉と、振り下ろされた『マグマ男子』の右手は、僕等らをかすめて橋を削り取り、落下していく大きな破片は〈じゅうじゅう〉と熔岩に溶かされていくのです！

「うわぁあああッ!!　あ……あんなのに、殴なぐられたらおしまいだよ!!　こうなったら一度、さっきの『灰色森』まで下がってどうにか別のルートを──」

　僕が叫ぶようにみんなに向かって提案した、その時です。

「きゃっ！」

「ミナミさん！」

　背後からの悲鳴。見ればミナミさんが、熱の回りはじめた橋の上に手をついて倒れていて！

「大だい丈じよう夫ぶ!?　転んだの？　怪け我がはない!?」

「うん、手をすりむいた、だけだから」

　慌てて駆け戻った僕は、魔ま法ほう使いの女の子に肩を貸し、立ち上がらせ、一いつ緒しよに走りはじめます。

「がんばって、もうちょっとで──」

　僕が叫ぶようにみんなを励ました、その時です。

「きゃっ！」

「ドクロちゃん！」

　背後からの悲鳴。見ればドクロちゃんが、熱の回りはじめた橋の上に手をついて倒れていて！

「大丈夫？　転んだの？　怪我はない!?」

「うぅん、見て？　手をすりむいちゃったぁ、痛いようサクラくーん」

　慌てて駆け戻った僕は、僧侶の少女に肩を貸し、立ち上がらせようとするのですが、

「え？　おんぶ？　でも怪我したのって手の平でしょう!?　走れますよね!?　まったくもってしょうがないッ、急いでやくそうを使えばこんな傷は……って、ナァァイ!!　や、やくそうが、一つもないッ!?」

　どういうコトでしょう。道具袋に沢山入っていたハズのやくそうがスッカラカンです！

「あ、やくそうならね、さっき温泉にいれちゃったの。ショーブ湯みたいでカラダにいいかなーって。ミナミさんと。おかげで肌がしっとりつるつる──」

「貴重なやくそうをッ!?　なにやってるのドクロちゃん！　回復魔ま法ほうの無い僕達たちには──!!」

　その瞬しゆん間かん、僕等らの周囲がオレンジ色に染まります。

「サクラ!!」

　気が付けば僕とドクロちゃんは、『マグマ男子』の瞳ひとみが照射するサーチライトのど真ん中。

　既に元の岸にたどり着いていたミヤモトとミナミさんは振り返り、

「急げ二人とも!!」

　しかし、

〈ごぉおうッ！〉

　突然の火炎旋風。巻き立つ熔よう岩がん柱はますます勢いを強め、橋の上にも到達し、パーティーを二つに分断してしまうのです!!

「くそっ！」

　たたらを踏ふむミヤモト。僕等に迫るマグマの竜巻……！

「もう、ダメだ……！」

　僕がドクロちゃんをかばうように身を伏せた、その瞬間、




　ぷわわわわ──んっ！




　質量を持っているかのような幾筋もの光帯と、

〈ジュオオオオオオオッ!!〉

　まるで焼けた鉄を冷水に放り込んだような音が辺りに炸さく裂れつするのです！

「えっ!?」

　そして、爆風の如ごとく辺り一面を煌きらめかせる、

「この光、まさか──!!」

　そう、僕の道具袋から溢あふれ出す、周囲の赤光をはね除のけるかのような金こん色じきの光＆ほとばしり続けるクリーム状の物体は、

「『聖なるマヨネーズ』!!」




〈ぐおおおおおおおおおお!!〉




　熔よう岩がんの柱は消え去り、あたりには焦げた調味料の激しく食欲を誘さそう匂においが充満。そしてマヨネーズ流の直ちよく撃げきを浴びた炎のモンスターは盛大に仰のけ反り、みるみる黒く、固く、変質していくのです。

〈おおおおおオオオん……ッ!!〉

「『聖なるマヨネーズ』が、僕達たちを守ってくれた……」

『マグマ男子』を押し切り、〝マヨ＆光〟を放出し終えた涙滴型の容器を手に、僕は声を震ふるわせます。

「ねえ、へいき？　サクラくん、スゴクいい匂においがする……！」

　くんくんと鼻を鳴らし、僕の服に染しみこんだマヨネーズの焦げた匂いを楽しみはじめるドクロちゃんに、僕は〈はっ〉となって言葉を紡つむぎます。

「昔、ザクロ先生に聞いたことがあるんだ。揚げ物をしていて鍋なべから火がでちゃったら、そのなかにマヨネーズを入れればいいって……!!」

「でもでも、ちびっ子達はぜったいに真ま似ねしない方がいいね！」

「僕たちとの約束だ！」

「おーい！　大だい丈じよう夫ぶか！」

　こちらへ駆けつけて来たミヤモトとミナミさんに、僕は「もちろん！」と手を振り、

「ねえ、バベルちゃんの言っていた『三つの宝具が必要』って、もしかしてこのコトだったのかな!?」

「い、いや、なんかどうなんだろう！　……けど、それより見てみろ」

　戦士の視線を辿たどるように、振り返れば、

「ああっ！　なにこれーっ！」

「『マグマ男子』がブリッジしたまま固まって橋の続きになってる……!!　これで向こう岸にいけるよ！」




　　　　★




　熔よう岩がんの流れる谷河にかかった半分橋を渡り、さらに、黒く〈しゅうしゅう〉と固まってしまった『マグマ男子』の腹筋を縦断して向こう岸にたどり着いた僕達は、苦労して鉄の大扉をこじ開け、〝黒竜城〟、その内部へと到達しました。

「ここが、黒竜城の中……」

　もはやバベルちゃんの地図を頼たよりに進むコトができなくなった僕達を、まず最初に待ち受けていたのは奥へ奥へと暗がりに続く一本の回廊。

　先ほどの熔岩地帯とうってかわり、ヒヤリと湿った冷たい空気の中へ、四人パーティーは足を踏ふみ入れます。

「城っつうより、なんかの要よう塞さいみたいだな」

　石造りの天てん井じよう伝いに壁を見下ろすミヤモトの言う通りでした。両側に等間隔で柱が立ち並ぶこの大回廊は、お城と言うよりもボスと幹部と戦せん闘とう員いんが収容されている秘密基地のような圧迫感を持っているのです。

「だいいちココ、窓も付いてない……のに、なんだか妙に明るい。どうしてだろう？」

　僕は暗くら闇やみに目が慣れてくる前に、周囲がうすぼんやりと、青白く浮かび上がって見えるコトに気が付きました。

「それは、壁に『ぴっかり苔』が繁はん殖しよくしているから」

　腰をかがめ、石壁でほのかに光を放っている〈じめっ〉とした植物を観察していたミナミさんが、呟つぶやくように答えてくれます。

「あ、見て？　天てん井じようが綺き麗れいだよ？　まるで星空みたいに──痛ッ!?　な、なにミナミさん、なんで杖つえの先っぽで僕をそんな……」

「でも、先は、見えないな」

　おでこにひさしを作って、前方に目を細めるミヤモト。たしかに、通路の先は闇と同化してしまっていて『ぴっかり苔』の光量だけでは見通せません。

「もう敵の懐ふところの中なんだから、罠わなには充分気をつけて進まなきゃね」

「サクラくんはトラップに詳しいの？」

　隣となりに並んだ僧侶の少女は、僕の腕にすがるように尋ねてきます。

「まあ一通り。ほら、『聖ゲルニカの家』によく来てた大工のおじいちゃんいたでしょ？」

「あの、いつも頭に三本くらいハチマキしてた」

　僕は「そうそう」と、背後のミナミさんに頷うなずき、

「そのおじいちゃんが『古代遺跡』マニアでさ、僕、小さい頃ころからいろんな罠の話を聞いてたんだよ。だからだいたいのコトはわかるよ？」

「ふぅーん（ドクロちゃん）」

「そうなんだ（ミナミさん）」

「なるほど（ミヤモト）」

「え？　なんで、僕を先頭にしてぴっしり縦一列になってるの？　いつのまに!?　ちょ、ちょっと待ってよ！　こういうのは普通、戦士が一番前で、シンガリが僕なんじゃないの!?　やめてよみんなで僕の身体からだのいろんなトコロをガッチリつかんで前に押し出さないでー！　ごめんなさいごめんなさい！　ちょっと見栄張ってました！　本当はわかんないんです！　僕、別にトラップとか解除できるわけじゃないんですぅッ!!」

「でも今のサクラくん、ちょっとかっこいい（ミナミさん）」

「え……っ？　い、いや、だまされないぞ!?　僕今相当かっこわるいハズ！」

　僕は身じろぎしながら抗弁するのですが、

「それにこうしてると、昔みんなで『聖ゲルニカの家』の大地下室を探検したときのコトをおもいだすねっ（ドクロちゃん）」

「あの時も僕が先頭に押し出されて穴に落っこちたんじゃなかったっけ!?　それが証拠にキミの十本の指はガッチリ僕の肩の皮ひ膚ふに食い込んでいるッ!!　よおし！　クサカベ・サクラはこの事態に対する不満だけではなくここに新たな提案をする！　じゃんけんで負けた人が、十歩ずつ先頭をつとめるっていうのは──」

〈かちんッ！〉

『──ッ!?』

　ずんずんと、今や競歩のスピードで回廊を驀ばく進しんしていたパーティー全員の動きが一いつ瞬しゆんで停止します。

「僕、なにか踏ふんだ……？」

　今まさに踏み出した右足、微かすかな凸とつ感触を持つその靴底を動かさずに、僕はそおっとスキマからのぞき込みます。

「や、やっぱり僕なんか踏んでるー！　なにこれなにこれ!!」

「待てサクラぴくりとも動くな!!　そのスイッチから脚をどけたらトラップが発動する!!」

「え、ちょ、なんでミヤモトとミナミさんはいつのまにそんな柱の陰に!?　いやだよ！　僕を一人にしないでぇ!!」

「ねえ、サクラくん？」

「あぁっ！　ドクロちゃんはここにいてくれたんだね？　やっぱり最後はキミだけが頼たよりだよ!!　というわけで助けてドクロちゃんッ！　そうだ！　そこらへんに手て頃ごろな大きさの石とか無い!?　それを僕が脚をどかしたスキにサッと置き替えればきっと罠わなは発動しないよ！」

「さぁっすがサクラくん！　あ、この石はどう？」

　僧侶の少女が両手で持ち上げたのは、僕の頭くらいある四角いブロックです。

「うん、ばっちりだと思う！　じゃあお願いドクロちゃん！　いくよ？　三・二・一、それっ！　今だぁっ！」

「あぁ、やっぱりこっちの石の方がいいかなぁ……」

「うぉぉぉおおい！　僕もう足を持ち上げちゃってるよおッ!?　どっちでもいいから早くし〈かッちん！〉あァアッ！　スイッチが……!!」




　ごごごごごごー




「トラップ発動ーッ!?」

　地鳴りで回廊全体が揺れています！　振り返り見れば、

「か、壁が……！」

　僕達たちの背後は〈ずずずずずずーん〉と分厚い石壁で絶たれてしまうのです！

「これって、いったい──」

「おい、あれはなんだ!?」

　ミヤモトの声に前方を向き直れば、縦真っ二つに割れ始めている数十歩先の床。

「で、でた───!!」

　中から迫せり上がるように出現してくるモノは、異質なヒト型のシルエット。大小様々な球体石で構成された体長はおよそ三メートル。

「あれは、『ストーンゴーレム』!?」

　肩や胸、腕と脚にあたる部分、そして頭部には表情のような紋様が彫り込まれた、回廊の守護者、『ストーンゴーレム』。虚空だった瞳ひとみの中に〈ずびゅーん！〉と黄色い単眼、かりそめの命が宿ります！

「こ、こっち見たー！」

　ゴーレムは腕を振りかぶり、こちらに向かって〈ぶおん！〉と、コブシの部分にあたる球体岩を振り下ろし──！

「た、助け──ッ！」

「あぶないサクラくん！〈どんっ！〉」

　僕を助けてくれたのは、意外にもドクロちゃん。彼女に突き飛ばされたコトにより、ゴーレムの拳こぶしは〈ぶおーん！〉と空を切るのです……！

　壁に寄りかかった僕は、とっさに僧侶の少女へお礼を述べます。

「ありがとう、ドクロちゃん──」

「うぅん、サクラくんが無事でよかった。ケガはない？　僧侶のボクにえんりょなく言って？」

「じゃあこのお腹なかに刺さった『エスカリボルグ』を早く抜いて！　スゴク痛い!!」

「あぁっ！　ご、ごめんなさいサクラくん！〈じゅぶじゅぶこりこりこり〉」




　ぴぴるぴるぴるぴぴるぴー♪




「結果オーライだな！」

「うるさいミヤモト！　とりあえず態勢を立て直そう！」

「それは、とりあえず逃げるっていうことね？」

　床に倒れ伏していた僕は、ミナミさんの言葉に毅き然ぜんと頷うなずきます。

「でも待て、後ろは壁だし、俺おれたちの行く手はゴーレムが立ち塞ふさいでいるんだぞ!?」

「くそうっ！」

〈ぐぉぉぉぉおおん！〉

　吠ほえるゴーレムの巨体は回廊いっぱいの大きさで、くぐり抜けようとしてもその場で踏ふみつぶされてぺちゃんこにされてしまうでしょう！

「だったら、ボクにまかせてっ！　抜け道を探しだすからっ！」

「ちょ、ちょっと待ってドクロちゃん、急にどうしたの!?」

　僧侶の少女は突然、ぎゅっとまぶたを閉じて、

「『天使エンジエル・アイ』!!」

〈かっ！〉と瞳ひとみを開くのです！

「え、なに!?　なんなの『天使エンジエル・アイ』って、ねえドクロちゃん!!　それって四つん這ばいになって普通にきょろきょろしてるだけなんじゃないの？」

「あ、みーっけ！　サクラくんねえ見て、床からはえてるでっぱりを発見したの、ほらほらっ！　コレってきっと抜け道だよー！」

「うそ！　ホントに!?　あ、待って！　それはダメ!!　スイッチの横に槍やりに刺さったガイコツのマークが描いてある!!　触ったら──ッ!!」

「えっ？」




　かちんっ〈ガコンッ!!〉




『うわ────────ッ！』

　僕達たち四人は突如床に口をあけた、ナナメ四十五度式落とし穴を、転げるように滑り落ちていくのです！

「くッ！」

　落下が一番早かったミヤモトの突き立てるナイフが〈ぎゃりぎゃり〉と傾斜に火花を散らし、徐々に減速[image: 下向き矢印゛]がっちり停止!!

「つかまれ!!」

　戦士の差し出す左腕にミナミさんがしがみつき、

「はうっ！」

〈ぱっし〉と魔ま法ほう使いの手とドクロちゃんの手のひらが重なり合い、

「うわぁぁ────ッ！」

「サクラくんっ！」

　すれ違う僕とドクロちゃんの指先ッ!!

「──ぁあ[image: あ゛]ッ!!」

　そして、間に合う〝孫の手〟の先端。ドクロちゃんの小さな手が、僕の武器の、まさに背中搔かきの部分をキャッチ・アンド・

「リリース？」

「したらだめだめだめぇぇドクロちゃーん!!　リリースしたら、だめになるー！」

「サクラくんだいじょうぶ？」

「な、なんとか、無事みたい……！　初めて、僕の武器が役にたったよ。んっ？」

　ふいに身体からだにわき上がる不安感。視線を上から下に降ろし、僕はそこで初めて、自分が空中にチュウブラリンになっているコトに気が付き、さらに、

「うわぁっ！　し、下に、鋭い槍やりみたいなトゲトゲがいっぱいある！　なんか白骨死体とか刺さってるよ!?　早くひっぱりあげ──」

〈ごろごろごろ……ッ!!〉

　聞こえたそれは、新たに落とし穴の上空から聞こえてきた重苦しい落下音!?

「えええッ!?　な、なんか、丸い岩がいっぱいこっちに転がり落ちてくる！　って、あれはまさか、ゴーレムのパーツ!?」

「おいサクラ！　下からは抜け道みたいなもんは見えないのか!?」

　僕はとっさに周囲をきょろきょろ。そして発見したのは、

「ぁぁあッ！　向こう岸がある！　この落とし穴、他ほかの通路に繫つながってるよ!!」

「なんとか、そこまで行けない？」

「このままじゃ距離がありすぎて無理だけど──」

　心なしか苦しそうなミナミさんの声に、僕はさらに辺りを観察。

　すると、

「待って？　針山の天てん井じように【♀】を逆さにしたような岩がある!!」

「言ってるコトはよく解わからないけど、とてもよくわかる!!　けどもうゴーレムがそこまで迫っていて時間がない！　サクラ、なんとかできないか!?」

「なんとかって、僕はロープもなにも持ってな〈ぱぁぁぁ……〉こ、これはッ!?　僕の懐ふところでじっとりと湿り気をおびつつ光り輝き始めるコレは──！」

「「「「『勇気のタオル』!!」」」」

　パーティーの声が揃そろった瞬しゆん間かん、僕の襟えり元もとから勢いよく伸び上がるオレンジ色の濡ぬれタオル！




　しゅどるるるるるるる──!!〈ぐるぐるぐるっ、がしーん！〉




「す、すごい……！」

　勢いよく天井に伸びていった『勇気のタオル』は、【♀】を逆さまにしたような岩の○の部分に絡からみつき、

「なぜか僕の身体にも絡みついてきたー！　くるしーよー！」

「よおし、よくやったぞサクラ!!　みんな、サクラにつかまれ！」

「わ！　なんでみんな僕にしがみついてくるの!?　超苦しいってばぁー！」

『せーのっ！』




　ぐぅぅ───ん！




　僕に摑つかまったミヤモト、ミナミさん、ドクロちゃんが壁を蹴けって、向こう岸へと元気に振り子運動!!

「ぎゃあああっ！　こ、恐こわいよぉぉッ!!」

「てい！（ミヤモト）」

「せやぁ！（ドクロちゃん）」

　みんなはジャングルの王者のように、僕から手を離し、ミゴト対岸へと着地！

「成功してよかった（帽子と服装を整えるミナミさん）」

「ならばよおし！　僕も……って、え、あ、わああっ!!　僕はタオルにぐるぐる巻きになってるからそっちに飛び移れない！　しかも、僕は再び振り子運動で元の側へ戻るご様子！」

　見ればゴーレムは『オーライオーライ』と、手を振っています！

「あああッ！　や、やめええ──!!　あ、そ、そうだッ！」

　僕は、自分と天てん井じようを繫つないでいる岩を見上げ、叫びます！

「縮め！　『勇気のタオル』」

〈しゅぱー！〉

　その瞬しゆん間かん、僕は勢いよくタオルに引かれて舞い上がります。なので、コチラに捕まろうとジャンプしたゴーレムは目標を失い、

〈ぐお───んっ!!〉

　そのまま谷底へと落下！

「よっしゃあああ！　見て見て！　僕、ゴーレム倒したー！　下で串くし刺ざしになってるー！」

「やったなサクラ！　よーし、じゃあ先に進むか」

　回廊の守護神が沈んだ谷底から顔を上げたミヤモトは、やれやれと額の汗をぬぐいます。

「ま、まってー！　僕はなんか振りが止まっちゃって蓑みの虫むしみたいに槍やりの上だよ！　じゃあよし！　伸びろ『勇気のタオル』！　〈しゅぱー！〉わ──伸びすぎー！　どんどん底の方へ降りてってるよー！　刺さっちゃうー！　僕、トゲトゲに刺さっちゃうよー……!!」




　　　　★




　守護者『ストーンゴーレム』＆『滑り台式落とし穴（槍付き）』のデストラップをなんとかくぐり抜けたパーティー一行。そんな黒竜城の恐ろしさの一端を垣間見た想おもい真まッ直ただ中なかな僕等らが次に辿たどり着いた場所は、

「わぁっ」

「黒竜城の中に、こんなトコロがあるんだ……」

　小鳥がさえずり、優しげな植物が繁はん茂もする緑の空間だったので、逆に緊きん張ちようしちゃうよう。

「ここって、城の中庭……なのか？」

　戦士のミヤモトも、目の前に突如現れた癒いやし系空間にリリしい眉まゆ根ねを寄せています。

　足元には柔らかな下草。広いながらも周囲を高い壁に囲まれたここは、誰だれかがきちんと手入れをしている広場のような場所なのです。

「どうやらこの庭は、『魔ま術じゆつ師しの庭園』みたいね」

　一人静かに頷うなずいて長い髪を揺らすミナミさん。残る三人を代表して、ドクロちゃんは「まじゅつしのていえん？」と、コクビ傾かしげて彼女を見上げます。

「お城に仕える魔術師は、魔術に使う薬草を育てる庭園を持っているの。ここはたぶん、そういうトコロ」

「へぇ～。さすがはミナミさん、よく知ってるね」

　すらすらと淀よどみない彼女の言葉に、僕は思わず感心してしまうのですが、

「たまたま、お師匠様に聞いたことがあるだけだから」

　彼女は帽子のつばをくいっと引き下げ、なぜかそっぽを向いてしまうのです。

「ねえね、じゃああそこにあるのは、なぁに？」

「え、どれどれ、ドクロちゃん」

　ふいに僧侶の少女が僕の腕を摑つかみ、前方斜め上、遠く向こう側の壁をぴょこりとユビ指します。

「んんん……？」

　目をこらせば緑の蔦つたに覆おおわれた壁の前に、これまた緑に包まれた、

「螺ら旋せん、階段……？」

　四人が等しく、上階へと続く一筋の階段へと視線を注ぎます。

「……王の右腕として仕える魔術師は、〝玉座の間〟の近くに庭園を作るコトが多いの」

　螺旋階段に視線を止めたまま、ミナミさんはぽつりと独り言のように声を漏らします。

「というコトは、あの階段を登ると、城の中枢である〝玉座の間〟に……？」

　ミヤモトの問いかけに、彼女は「かもしれない」と頷き、杖つえをぎゅっと握りしめました。

「黒竜がいるとすれば、そこだね……」

　僕達たちは息を吞のみます。ついにここまでやってきたのです。立ち向かうべき黒竜はもうすぐそこに。そして、助け出すべきシズキちゃんも、あの螺旋階段の上に……！

　四人は互いに頷きあい、蔦の絡からまる階段めざして『魔術師の庭園』を歩み始めます。

　すぅっと鼻に届く野草の香り。

　周囲をぐるりと高い壁に囲まれているのに、この庭にはなんだかやけに爽さわやかな風が吹きます。先ほどの緊きん張ちようが自然にほぐされていくような感覚に、もしやこれが黒竜の狙ねらいか？　と僕が想像を巡らせていると、

「ねえサクラくん」

　そっと声をかけてくる、肩出しローブな魔ま法ほう使いの女の子。

「ん？　どうしたのミナミさん」

「ここにある植物は、みんな魔法の植物だから──」

　彼女は、道すがら無意識のうちに傍そばにあった青い星のような花を触っていた僕に、

「──うかつに触ると、危ないと思う」

　教えてくれました。

「いたたたた!!　ええッ！　は、花に嚙かみつかれてる！　早く言ってよそういうコトは……!!」

　牙きばを剝むき手を嚙んでくる青い花を〈べしべし〉と孫の手でひっぱたいて僕は危機を脱出！

「ねえねえサクラくんっ」

　と、今度は背後から僕の肩を叩たたくドクロちゃんです。「な、なあに？」と向き直れば、

「ちょっとお腹なかすいてなーい？　あーんして？」

　彼女が指先でつまんで差し出していたのは透明ピンクなイチゴっぽい木の実でした。

「ありがとう。すごい綺き麗れいな木の実だね」

　受け取った僕が〈ぱくり〉と口の中に放りこんで嚙みしめれば、

「うん、そこに生えてたの」

「ふふぇーッ！　だ、だめだよそんなの食べさせようとしたら!!　ここに生えてるのは魔法植物で得え体たいがしれないモノなんだから！　今ミナミさんが言ってくれたバカリでしょう!?　ヘンな効果があったらどうするの？　突然身体からだが女の子になっちゃったりしたら、僕はこれからどうやって──」

　と、僕とドクロちゃんがそんな不器用なやりとりをしていた、その時です。




『きゃっ、いやぁぁ……っ！』




　空間にコダマする、女の子の悲鳴。

「この声は、ミナミさん!?」

「しまった、いつものミナミさんの放ほう浪ろう癖へきが!!　行くぞサクラ、あっちの方だ!!」

　三人は庭園の小路を駆け抜けます。

　足を止めたのは庭園の中心、開けた円形のフィールド。

　そこにあったのは満開の、

「マヨネイザクラの樹き……？」

　そして魔法使いの女の子は、マヨネイザクラの枝より垂れ下がる、大きくて透明なウツボカズラのようなモノに閉じこめられているのです!!

「ミナミさん!!」




《あら……？》




　それは、どこよりか聞こえた女性の声。同時にマヨネイザクラの樹き、その薄うすピンク色の花弁が風に吹かれたように〈ざわわッ!!〉と散りザワメキます。

「こ、この声は……!?」

　脚を止めた僕等らは、わずかにその場から後ずさります。

《このお庭に、こんなにたくさんのお客さんが来るなんて……》

　聴きくモノの心を麻ま痺ひさせるような妖よう艶えんな声が、なおもあたりに響ひびき、

「な……っ？」

　そこで三人は、ようやく気が付くのです。

　桜の大樹にあったうろ。そこへ黒い根をハビコらせ、上半身を出現させたのは一人の、いや、一匹の真っ黒い植物。

「『樹木妖精ドライアード』!!」

　ミヤモトはすでに剣を〈しゅらんっ！〉と鞘さやから抜き放っていました。なので僕も慌てて〈しゅらんっ！〉と孫の手を構えます。

　今や完全に樹から分離し、全身を露ろ出しゆつさせて地面に脚をつけていたのは、滑なめらかな木目、黒い肌を持った人間女性型のモンスターでした。

　黒花弁の長い髪をカラダに巻き付けた彼女の登場と共に、口の中にきゅっと唾つばが溜たまってしまうほど甘ったるい華の匂においが、あたりに充満します。

《物知りな子ね。でも、ちょっとちがうの。本当の『樹木妖精ドライアード』はこっち》

　黒肌の植物がくるりと左手を返せばミナミさんの逆側に、透明なウツボカズラに閉じこめられ、ぐったりと意識を失ってしまっている幼い少女が出現。

「その女の子は──」

《彼女は〝マヨネイザクラの樹き〟の『樹木妖精ドライアード』で名前はハルちゃん。そしてわたしは、今からこの娘の樹をいただく『ヤドリギ樹木妖精ドライアード』。名前は、まだ無いけど》

　黒い植物型モンスターは右手に魔ま法ほう使いのミナミさん。左手に『樹木妖精ドライアード』の少女、ハルちゃんを捕らえたまま、僕達たちと対たい峙じします。

　そして、ざわざわと黒花弁の髪をなびかせ、『ヤドリギ樹木妖精ドライアード』は僕達へと視線を向け、

《ちょうど今から、このかわいい『樹木妖精ドライアード』を食べちゃおうかと思っていたの。私、すごくがんばったし。自分自身へのご褒ほう美びとして》

「そんな……」

　僕達に〈にやり〉と唇を歪ゆがめるモンスター。彼女は透明ウツボカズラに閉じこめてあるミナミさんを見据え、

《でも、人間でもいい気がしてきたのよね。こっちの魔法使いの女の子も美お味いしそうだから、そのまま溶かして栄養にしてもいいんだけど》

「ちょ、ちょっとそれは……!!」

　よく見れば彼女は手足を蔦つたのようなモノで縛しばられていました。ミナミさんは自分を見上げる『ヤドリギ樹木妖精ドライアード』から目をそらし、瞳ひとみを閉じ、下唇を嚙かんで、じっとナニかを耐えるように俯うつむいて、瞳を帽子のつばに隠してしまうのです。

『うぅ……』

　その時、目を覚ましたらしい小さな『樹木妖精ドライアード』。彼女は僕達たちに気がついて小さな顔を上げ、それから悲しみの色をたたえた瞳で自分を捕らえたモンスターを見やるのです。

《──でも、やさしい私はあなた達に選ばせてあげるの。金と銀の斧おのみたいに……》

「え……っ？」

《あなた達が助けるのは、この『樹木妖精ドライアード』？　それとも、『仲間の魔ま法ほう使い』？　さあ、どっち？》

「僕達が、選ぶ……？」

　もちろん、僕達はミナミさんを見捨てるコトなんかできません。けれど、だからと言ってこのまま『樹木妖精ドライアード』の幼い少女、ハルちゃんをモンスターの餌え食じきにするコトだってできっこありません……！




　──どちらも選ぶことができない、しかし、ナニかを選ばなければいけない時が来る。




　これが、

　これが『西の魔ま女じよ』が言っていた、いつかしなくてはならない〝勇者の選択〟!?

「──って、あ、あれ、ミナミさん？」

「なに？」

「なんでミナミさんはさっきから、この世をあきらめきった顔をしてるの？」

「だって、サクラくんは、絶対に小さい子を選ぶ。私じゃなくて」

「なんてコト言うの!?　僕、すっごく悩んでるじゃん!!」

《さあ、早く選んで。さもないと、どちらの命も私がもらい受けるよ……？》

「うぅぅ……っ」

　楽しそうな表情すら浮かべる『ヤドリギ樹木妖精ドライアード』。

　だけれどここが正念場。この場で正しい選択をしなければ、僕は勇者失格なのです！

「わかりました」

　僕は一歩、前にでて、震ふるえる拳こぶしを握りしめます。

「それなら、僕が──」

　そう、ここは僕がミナミさんとハルちゃんの代わりにこの身を捧げるしかありません。これが僕流のやり方！　勇者の選択なのです!!

　しかしその瞬しゆん間かん、

「ボクが身代わりになるよっ!!」

「ッ!?」

　僕を押しのけ『ヤドリギ樹木妖精ドライアード』の前に進み出たのは、

「ちょ、ドクロちゃんッ!?　ちょっとあんた、なにしてるんですか!?」

「サクラくん、ここはボクに任せて。ボクがハルちゃんとミナミさんの身代わりになるから！」

「だ、だめだよそれじゃ！　僕は勇者なんだよ!?　その役目は僕のモノ！　ここは僕に行かせてよっ！」

　僕は聖堂服の少女の両肩を持って、しっかりと説き伏せるのですが。

「やだぁっ！　ボクがヒトジチになるんだもん！」

「いいや、僕がヒトジチになるんだもん！　イッ痛タタタぁッ!?　だめだめドクロちゃんなにするの！　そんなコトしたら僕はもう通常の回復方法では回復できなくなっちゃうッ！」

「だってサクラくん？　ヒトにはそれぞれこの世に生まれた時に与えられた役目というモノがあるんだよ!?」

「だからその役目が僕なんだって言ってるんでしょ!?」

「サクラくんのわからずやー！」

「ちょ、ちょっとまってドクロちゃ──〈ごじゅるッ!!〉」




　ぴぴるぴるぴるぴぴるぴー♪




「ひ……ひどいよドクロちゃん！　『エスカリボルグ』で僕の喉のどを強く突っつくなんて！　危機に陥おちいった僕にこれ以上の未知能力が覚かく醒せいしたらどうするの!?」

「だって勇者になってからというもの、サクラくんはボクの使ったコップでばかりお水を飲んで──」

「ち、ちがうよ！　あれはたまたま間違っちゃっただけで、別に勇者だからというワケでは──」

《どうでもいいんだケド、結論を出すなら早くしてくれない……？》

　そこへ、たまりかねた様子の『ヤドリギ樹木妖精ドライアード』が、半ば呆あきれたように僕とドクロちゃんのコミュニケーションに割って入ります。

「「へっ？」」

　思わず声をハモらす勇者と僧侶に、

《いい？　こっちには二人も人質がいるのよ？》

　モンスターは腰に腕をあて瞳ひとみを細めるのです。しかし、

「「どこに？」」

　またもや声をそろえて、コクビをかしげる僕とドクロちゃん。

《へ？　あ……》

　モンスターの彼女も、そこで〈はッ〉と気が付きます。

　自分の左右に、すでに『樹木妖精ドライアード』の少女も、魔ま法ほう使いの女の子もいないことに。

《し、しまった!!　いつのまにっ!?》

「ナイス、ミヤモト!!　僕の指示通りだねッ！」

　剣を鞘さやに収め、ハルちゃんとミナミさんを安全圏へと助け出したミヤモトに僕は親指を立てます。『ヤドリギ樹木妖精ドライアード』の注意を僕とドクロちゃんに引きつけ、その間にミヤモトがヒトジチ二人を助け出すこの作戦！

「ウソつけ!!　お前ら別にそれ、計算でやってなかったろ!!」

　彼はなにか叫んでいますね。

「平気!?　ミナミさん！　よかった、一時はどうなるコトかと思ったけど……！」

　僕とドクロちゃんは、急いで三人のトコロに走ります。すると、ミナミさんは、

「もう、平気だからね」

　近づく僕からかばうように両手でハルちゃんを抱きしめました。

「ちょ、ちょっとミナミさん？　なんであっちの樹木妖精ドライアードを見ないで、こっちの僕を見てそのセリフを言うの？」

「許さない」

「え？　許さないって、あの『ヤドリギ樹木妖精ドライアード』のコトだよね!?　って、まってミナミさん！　む、無理だよ！　さっきまで捕まってたんだから、ここは僕等らに任せて──」

　しかしミナミさんは僕の言葉などバジ東風。黒髪をたなびかせ、懐ふところから魔法の巻物スクロールを取り出すのです。

「そ、それはまさか、ミナミさんの必殺魔法!?」

　そして彼女は、本気の魔法詠唱を始めてしまうのです！




『せんせい、あのね　　クサカベ・サクラ』




「ええええッ!?　ち、違う!!　あれは魔法の巻物スクロールじゃない！　あの紙は僕が小さい時に書いた作文だよ!!　なんで僕がザクロ先生に提出した『せんせい、あのね』がミナミさんの魔法詠唱に採用されているの!?」




『せんせい、あのね。

　ぼくはもう、ひとりでといれにいけるようになったんだよ。

　でも、よるはまだこわいから、いっしょについていってください。

　だってよなかにせんせいとふたりっきりだとおもうと、ぼくは──』




「ちょ、ちょっとまってよミナミさん！　それ以上は読まない方がいい!!　そして、そんなので本当に魔ま法ほうが使え……って、す、すごい！　ミナミさんの魔法の杖つえに、今までに見たこともない魔法力がふくれあがり、紫色の電でん撃げきが収束していってる!!　どうしてなの!?」

「『雷光線ライトニング』!!」

　魔法使いの持つ杖よりほとばしる紫銀色の裂線は、植物型モンスターへと一直線に突き刺さります！

《ぎゃあああああ!!》〈ばりばりばりばりぃぃッ！〉

　あまりの威力に吹き飛ぶ『ヤドリギ樹木妖精ドライアード』！

《ぐ……う、そんな、ばか、な……》

　それはそうだと思います。僕が小さい頃ころに書いた拙つたなくも才能が光る文章から、あんなものが出て来るなんて。

《憶おぼえておいで。この次は、必ず──》

　電熱に焼けこげた植物型モンスターは、ずぶずぶと土の中に、跡形もなく消え去ってしまいました。

　モンスターの退散を確認したミナミさんは息をつき、巻物スクロールをしまい、抱っこしていたハルちゃんを桜の根本に下ろします。

「ありがとう……」

　幼い容姿をした樹木の妖精は、僕達たちにぺこりと頭を下げました。

「さっきの『樹木妖精ドライアード』は、どうしてあなたを襲おそったの？」

　魔ま法ほう使いのミナミさんは膝ひざをついて、尋ねます。

「わかりません……。このお城に、大きな黒い竜がやってきた時に、あの『ヤドリギ樹木妖精ドライアード』も突然現れて──。もう少しで、このマヨネイザクラの樹きを乗っ取られてしまうところでした」

　薄うすい桜色の衣に黒の帯をした幼子な妖精は、「ありがとうございます」と頭を垂れるのです。　そして、

「これは、代々『樹木妖精ドライアード』に伝わる武具です。あなたのようなヒトになら、使いこなせるハズです。お礼にさしあげます」

　僕達に一つのアイテムを差し出すのです。僕は代表して、ハルちゃんからそれを受け取ります。

「どうもありがとう。でも、これって──」

　ハルちゃんはコクリと頷うなずき、

「〝孫の手+1肩たたきつき〟です」

「やっぱりまた孫の手ッ!?　まって？　孫の手って本当は武器なの!?　ちがうよ？　孫の手っていうのは本来、背中がカユイときに使うものであって、敵を切り裂いたりするものでは──」
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　立ち並ぶ太い柱に取り付けられたかがり火。〈めらめらぱちぱち〉と揺れるオレンジの光はしかし、天てん井じようと周囲の壁に届くコト無く、闇やみに吸い込まれていました。

　暗く、広大な室内空間。

「ここが〝玉座の間〟……」

　──〝魔ま術じゆつ師しの庭園〟の主、『樹木妖精ドライアード』のハルちゃんを助け出し、螺ら旋せん階段を登った僕達たち四人がやってきた場所は〝黒竜城〟の中枢部。冷たくも熱くもない空気が息苦しく、靴音、呼吸、全すべての音が虚うつろに木霊コダマする大ホールでした。

《よくぞココまで辿たどり着いた。勇者よ……》

　突如前方、低い咆ほう哮こうとも深い溜ため息いきとも取れるゾッと背筋を凍らせる声が、分厚い垂れ幕の向こう側から、空気を震ふるわせます。

「な……！　ちょっと、あれって……！」

　同時に、垂れ幕の隙すき間まからこちらに向かって、長く、影絵のように床に伸びはじめるヒト型のシルエット。

「お前が、まさか──（ミヤモト）」

「こ、黒竜!?（僕）」

《いかにも》

　人影は更に壁を伝い、立ち上がるように僕達たちの前で鷹おう揚ように両腕を広げます。見上げる全員の身体からだに、これまでにない緊きん張ちようが走ります。

「我らが王の宮殿を破は壊かいし、マヨネイ王国の平和を乱す魔ま物ものめ！　覚悟しろ!!」

　王国の近この衛え兵へい、戦士のミヤモトは剣を〈しゅらっ〉と抜きはなち、影の根本、垂れ幕の奥を睨にらみ付け、言い放ちます。

「民衆に害なした罪を、今ここで償つぐなってもらいます」

　つば広の帽子をきゅっと深くかぶり、片手で魔法の杖つえを構えるミナミさんの表情にも、いつになく険が含まれていました。

「シズキちゃんを、……シズキ姫を返してもらうぞ!!」

　ずっと心の奥底で燃え続けていた言葉を、僕は黒竜にむかって叩たたきつけるように叫ぶのです。

　そして、聖堂服を身に纏まとったドクロちゃんは、

「この向こうにだれかいるのー？」

「って、うおおおおいッ!!　ちょっとなにドクロちゃん垂れ幕をめくろうとしてるの!?　ここはまだ、お互いにニラミあってヤリトリするところでしょ!?　こっちに来てなさい！　そう、それでいい。ほら、ドクロちゃんも黒竜になんか言ってごらん？」

「よーし、黒竜！」

《なんだ小娘……》

「おまえに世界の半分をやろうっ！」

《「えええッ!?」》

「あと、なんで一回死んじゃって教会に戻ると、お金が半分になってるの？」

「しらないよそんなのっ!!　っていうかダメだよドクロちゃん、相手は黒竜なんだよ!?」

《ふん……っ》

　重い帳とばりの向こう側、

《たかが人間の娘一匹ごとき、見捨てておけばよいモノを。わざわざキサマらから殺されに来るとは。ヒトとは、本当に愚かな生き物よ》

　それは僕等らの想おもいを一刀のもとに切り捨てた嘲ちよう笑しよう……！

「愚かだと？　黒竜。キサマに人間を笑う権利などない!!」

「そ、そうだそうだ!!」

　僕はミヤモトの言葉に強く頷うなずきます！　しかし、なおも黒竜はごうごうと大気を鳴動させ、

《馬ば鹿かめ。ひ弱な人間風ふ情ぜいになにができるというのだ。お前らはここで全員死ぬのだ》

「確かに人間は、一人一人の力は弱いかもしれない。けれど、俺おれたちは協力しあい、助け合ってともに前へと進む想おもい、そう、信じる力がある！　それがある限り人間はお前などには負けはしない！」

「そのとおりだ!!　……でも、ねえ、ミヤモト、頼たのみがある。そういうセリフは僕の耳元でそっと囁ささやいてはもらえないだろうか」

「は……？」

「だって僕、そんなにカッコイイセリフなんかスラスラでてこないもん勇者なのに！　ミヤモトこそなんなのさ!?　戦士は一応そういうコトとかも練習してんの!?　もうっ！　もうッ!!」

「やめろ！　逆ギレすんな！　さっそく仲間割れしてんじゃねえ！」

《戯ざれ言ごとはそこまでだ》

「な……っ!!」

　お互いのほっぺたをつねって引っ張り合っていた僕とミヤモトは、そろって黒竜に向き直り目を見張ります。なぜなら垂れ幕から僕等らの目の前にまで伸びていた影、ヒト型だったそれは、まるで張り裂けんばかりに膨ふくらみ、竜のシルエットを形作るのです……！

「ま、まさか!!」

　そのミヤモトの叫びと同時。垂れ幕は、一いつ瞬しゆんで紅ぐ蓮れんに燃え上がり、

　奇き襲しゆう。

　僕達たち四人へと迫り来る灼しやく熱ねつのドラゴンブレス!!

「うわぁぁぁあああああッ!!」

〈ゴォォオッ!!〉という火炎の奔流が、動けぬままのパーティを薙なぎ払います。

「ぐ……うぅぅッ！」

　それでも僕等が全滅しなかったのは、

「『聖なる、マヨネーズ』……」

　赤いキャップがぐるぐるまわって外れ、☆型の口からほとばしり出た金色の光が防いでくれたからでした。

　けれど、

「みんな、大だい丈じよう夫ぶ……!?」

　四人を一度に守ったためか、その聖なる威力も、放たれた黒竜の炎からのダメージを全すべて防ぐことはできず、僕等は後方へと吹き飛ばされました。朦もう朧ろうとする視界。床にたたきつけられ、炎熱に蝕むしばまれた全身の痛覚を黙だまらせるため、僕は「ぐぅッ」と奥歯を嚙かみしめます。

「くそおおッ！」

　剣の先端を床に突き、立ち上がる戦士ミヤモト。彼は満まん身しん創そう痍いになりながらも真の姿を現した黒竜を見上げます。

「おおおおおおおおおッ!!」

　そして構える剣は下段、彼は、ブラッククリスタルに覆おおわれた中型帆船の如ごとき巨きよ軀くへと走るのです！

「ミ、ミヤモトぉおっ！」

「『雷光線ライトニング』！」

　ミナミさんの鋭い詠唱。膝ひざをつき立ち上がった僕のすぐ横を通過する一条の雷イカヅチは戦士の剣を紫電に染め上げ、

「はぁああッッ!!」

　電光の軌跡を描いて黒竜の喉のどを切り裂きます!!

《グゥ……!!》

　ミヤモトとミナミさんが繰り出した魔ま法ほう剣けんに仰のけ反る黒竜。

「す、すごい!!」

　鉄壁を誇る竜の鱗うろこもこれならば──!!

《──それが、貴様らの力か？》

　黒竜はしかし〈ぎろり〉とミヤモトを見下ろします。剣けん撃げきは、竜のクビに、わずかな傷を付けたのみで……!!

「な──、がはぁッ!!」

〈びゅごぅッ！〉と、長大な尾を鞭むちのように横よこ薙なぎ。黒竜は目の前の戦士を叩たたき飛ばします！　床と水平、豪速で吹き飛ぶ彼が辿たどったのは、先ほど一条の魔法が走った道。

　すなわち、

「ミナミさんっ！」

　甲かつ冑ちゆうに身を包んだ戦士と魔法使いが激突し、そのまま背後の柱に叩きつけられてしまいます！

「そんな……──」

　そしてミヤモトを抱えるようにして、床へとずり落ちた彼女は、

「──魔法剣が、効かない、なんて」

　小さく、ささやき、動かなくなるのです。

《そのようなか弱き力で我に立ち向かうなど笑止千万……。我われが、本物の〝力〟というものを見せてやる──》

　黒竜の頭部、鋭い角に〈ず……ッ〉と凝ぎよう縮しゆくされるエネルギーの塊。

「まさか……!!」

　今目の前に起こっている光景に身じろぎスラできなかった僕の目の前で、黒竜より放たれた太い雷イカヅチが、ミナミさんが放ったものよりずっと太い電撃が、轟ごう音おんと共に倒れた二人を貫き……!!

「ぐわぁああああッ！」

「きゃああああッ！」

「ミヤモト！　ミナミさんッ!!」

「た、たいへん……！」

「どうしようドクロちゃん！　二人が、ミヤモトとミナミさんが──!!」

「だいじょうぶ、ここはボクにまかせてっ！」

　二人に駆け寄った僕の側そばに膝ひざをつく僧侶の少女。だけど、

「なに言ってるのドクロちゃん!!　だってあんた、回復魔ま法ほうとかぜんぜん使えなくて──って、え……まさか！」

　僧侶が意識を失っている二人にかざす手は、ほのかに温かい光をたたえ始めているのです！

「もしかして、いつも役立たずなキミには、実は秘められたスゴイ力があって超回復魔法が発動、みんな元気になって大逆転!?　は、はやく！　ドクロちゃん、はやくーッ!!」

　彼女は〈ぱちり〉とウインク。

「──『両腕光らせの術』……!!」

〈ぱあああああッ！〉

「ちょっと待って!?　確認なんだけどそれ、腕を光らせるだけの術だよね？　だって二人とも目を覚まさないじゃん！　そしてなんでドクロちゃんは『やりとげた』的にいい表情してるのさ！　今はそんなコトしてる場合じゃないでしょ!?」

「プラシーボ効果でみるみる治る？」

「だめだよー!!　プラシーボ効果思いこみの力じゃこんな具体的な傷は治りっこないでしょ!?」

「でも、それが信じる力じゃないの……？　『信じる力が、力になる!!』」

「太字で言ったってだめなモノはダメ！　しかもそれって、なんていうか妄想の力じゃん！　ほんとあんた役にたたないな!!」

「じゃあサクラくんは『両腕光らせの術』がつかえるの!?」

「つかえっこないでしょ!?　っていうか、なんでドクロちゃんは僧侶なのにそんなコトができるのさ!!」

「そんな!!　ボクは、サクラくんの役に立ちたくて、いっしょうけんめい修行して──」




〈ざくっ〉




「え？」

　僧侶の少女の声が、瞳ひとみが、一いつ瞬しゆん、揺らぎます。

「ドクロ、ちゃん……？」

　少女の胸が、赤くて、黒いです。赤は血の色で、黒は、

「なんで……？　ドクロちゃん!?」

　黒は黒竜の尾の先端。彼女の胸を貫いて飛び出た、黒竜の尾の先端でした。

「サ、サクラくん……？」

　差しのべた僕の手に、少女の柔らかくて小さな手が、触れて、

「今まで、ずっと、足手まといで、ごめんね？」

　赤い血が、少女の小さな唇の端から流れ落ち、

「ボク、サクラくんといっしょに、冒険ができて、よかった……」

　微笑ほほえみを浮かべた彼女から、槍やりのような尾の先端が引き抜かれ、ドクロちゃんの身体からだは、ゆっくりと、ミヤモトとミナミさんの上に崩れ落ちるのです。

「そんな、ドクロちゃんまで……」




《残るは、お前一人だ》




　降り注ぐ魔ま声せい。

「な──」

　目の前が一いつ瞬しゆんで灰色になったのは、

　風景がものすごい勢いで動いていたから。

　そして〈どごッ!!〉と、柱に叩たたきつけられた時、僕は自分が黒竜の尾に吹っ飛ばされていたのだというコトに気が付きます。焼けるような激痛。深く切れた頭の傷から、〈どろり〉と目の中に赤い血液が入ります。

「もう少しで、シズキちゃんを、助けられるのに……」

　頰ほおに床の冷たさを感じたまま、横たわる僕を、黒竜の影が覆おおいます。

「ミヤモトも、ミナミさんも、ドクロちゃんまで、やられちゃって……」

《無力とは、罪なものだ》

「僕は、どうすれば……！」

　涙でかすむ視界。

《その罪、我が罰してやろう》

　黒竜のアギトより漏れ出いでる炎。

　そこへ微かに、異なった色彩で視界のなか大きくなる光。

　それは僕の懐ふところから発せられていて──

《これで、とどめだ》

「──ッ!!」

〈ゴゥッ!!〉と放たれた黒竜のブレスが、周囲を灼しやく熱ねつの地獄へと変えました。

《いかな勇者とて、この至近より我わが炎を食らえばひとたまりもあるまい……!!》




　──やがて晴れる噴ふん塵じん。




　炎にあぶられ、広い範囲で黒く焼け焦げた柱と床を黒竜は確認します。しかし、その中に少年の骸むくろを見つけるコトができません。骨のかけらまで焼いてしまったか──と、ダイヤの牙きばの並ぶ口こう蓋がいを歪ゆがめて嗤わらう黒竜。

　そして始まる──




　ばりーんっ！〈ぎゃらぎゃらぎゃらぎゃら………！〉




《なにッ!?》




　──勇者の物語。




　突然響ひびき渡ったその破は壊かい音おんは、この〝玉座の間〟が、千億のかけらへと砕け散った残響。




「……気を付けておかえり、子供らよ。黄昏たそがれに迷うコトなかれ──」




　聞こえた声、

　黒竜は目の前で起った異変に一いつ瞬しゆんの愕がく然ぜん。

　なぜなら、

　空間そのものにキレツが走り、粉々にくだけ散ってしまったから。




　完全無欠の異常事態。




「──気温十九度」

　それは陰と陽、

「──湿度五十七％」

　過去と未来、

「──アルファー波、良好。そして──」

　意識オドと無意識イド、生と死、ならびにアルファとオメガが反転する限りのない大地。

　そう、崩ほう壊かいした夢の向こうに現れた現実とは、




　夜。




「──深夜率、一五〇％観測」

　今や王座の間であった空間は一変。周囲にあったのモノは時空の摂理をも無視したひととき。

「快適な、夜」

《これは……!?》

　空を仰ぎ見る黒竜。己と同じ色をした天には星ほし屑くず、浮かぶは満月。

　そして、金の大円を背負う一本の塔の上に、

「だからみんな、ゆっくりと休んで」

　敷しかれていたのは三枚の布団ふとん。

　その落ち着きはらった声に、黒竜が振り返れば、戦士、僧侶、魔ま法ほう使い。先ほどまで床に転がって動かなくなっていた三人の人間が、何者かの手によって柔らかな布団に寝かされていたのです。

「この布団でぐっすり眠れば、きっと元気になる。だからもうちょっとだけ、まっててね」

「お、お前は……！（ミヤモト）」

「サクラ、くん？（ミナミさん）」

「ノー」

　空に満天の星。三人を寝かしつけた人影は、それぞれの掛け布団を〈ぽんぽん〉と手のひらで優しく叩たたき、限りない安らぎを与えます。

「アイム〝夜仮面〟」

　立ち上がった少年の背には〈ばさばさばさー！〉掛け布団がはためきます。




「そう、『夜やみ』とは恐れ敬うだけのものでは無い──」




　彼の顔に装着されていたのは、黒竜のブレスが放たれた直前、懐ふところからとっさに取り出した最後のアイテム、『勇気のアイマスク』。

　そして戦せん闘とう画面は、ミッドナイト・ブルーの掛け布団をマントのように身につけた姿へドレスチェンジした紳士を中心に、激しく幾度も三六〇度、大・回・転ッ！




「──夜は時に温かく、ヒトビトの夢を包むものなり」




　周囲の大地がめくれ上がり、それと入れ替わるように敷き詰められて行くのは、シワ一つ無い、お布団。

　地平線の果てまで、白いお布団。




「布団の上なら常勝無敗──!!」




　夜空に描き出されるテロップは、そう！




「──夜の帝王、（ばッ！　しゅばばばばッ！）〝夜仮面〟！　寝ない子、だれだ!?」




　夜に降り立つ一人の紳士。たよりになる人、〝夜仮面〟。彼が仲間を背に塔の上から下界を見下ろせば、まだ起きているもの、ありけり。

「こんな高貴な夜にまだ寝ていないのは、お前だな？　黒竜ッ！」

《だとしたら、なんだというのだ!?　そもそもお前は誰だれだ!!》

「絶対に……許さない!!」

　叫ぶと同時に飛ひ翔しよう、掛け布ぶ団とんを風になびかせ、目指すは黒竜、その巨体！

《ふん、こざかしい。消えろ……『業焰カルマ・フレア』!!》

　迫り来る夜仮面に向け開け放たれる竜の顎あぎと。

　紅あかい咥こう内ないに躍おどる闇やみ。

　吹き出る炎は魂までを焼き尽くし、輪りん廻ねの輪すらも消滅させる、呪のろいに満ちた真黒の炎！

　しかし、

「『秘技──」

　両手を交差させる夜仮面。大地の布団がトルネードの如ごとくそそり立ち、

「──布団隠れ・零ゼロ式しきィ』ッ!!」

　それは要よう塞さい、幾重もの布団が壁となって夜仮面を包み込み、黒炎を完全にシャットアウト!!

《なにっ!?　我わが最大の奥おう義ぎが……!?》

　なにごとも無かったかのように布団の大地に降り立つ紳士、夜仮面。ふわりと背の掛け布団が夜気を撫なでるようにひるがえります。

「もうなにをしようが無む駄だなコト。この夜の支配者マスターは、僕、夜仮面なのだから」

　そして構える右手には、一本の〝孫の手〟。

「『丑うし三みつ剣・夜ソード』!!」

　夜仮面から立ち上る夜オーラは、今やゲージを突き破って限界を突破リミツトブレイク。

《な、なんだと……!?》

　巨大な体たい軀くを持つ最凶のモンスターは、夜ソードを見上げます。

　夜のオーラに導かれるように、紳士の持つ孫の手に集まった布団が構築したモノは、黒竜をもしのぐ巨大な一振りの剣。

《や、やめ──っ！》

「これはミヤモトの分！」

　しかし無情にも、その戦せん艦かんの如ごとき巨剣は振り下ろされるのです！

〈ずどぉぉッ!!〉

《グォオオオオッ!!》

「これはミナミさんの分!!」

　夜仮面が身体からだを回転させれば、ハリケーンのように薙ながれる『丑うし三みつ剣・夜ソード』!!

〈どばぁぁッ!!〉

《ギャォォオオオッ！》

「そしてこれが、ドクロちゃんの分だぁぁッ!!」

　夜仮面がもう片方の手で握ったそれは、『樹木妖精ドライアード』の少女より譲ゆずり受けた〝孫の手+1〟。今、その想おもい溢あふれる夜オーラをもう一つの極大剣、『十六夜いざよい剣・夜ブレード』に変えて二刀流、黒竜に向かって乱れ打ちに浴びリティー!!

「夜夜夜夜夜夜夜夜夜夜夜夜夜夜夜夜夜夜夜夜夜夜夜夜夜夜夜夜夜夜夜夜夜夜夜夜夜ッッ!!」

　黒竜の身体、至るトコロで跳ね回る『9999』!!

《ごヴァアアアアアアッ!!》

　大地に敷しき詰められた布団ふとんを引き裂き突き破り、〈ずざざざ──〉と、隕いん石せきのような跡を付けて吹き飛ぶ黒竜。

「とどめだ。安らかに眠れ……」

　二本の剣を収めた夜仮面は、両手を高々と上げて手首をクロス、つま先立ちとなりて、

「夜仮面・奥おう義ぎ──」

　横転したままの黒竜に向かって、両腕を振り下ろします。

「──『夢で、逢あえたら』」

〈ゴ・ゴ・ゴ・ゴ・ゴ・ゴッ・ゴォォォオオオ……ッ!!〉

　横たわる巨体が、持ち上がりはじめます。

《な……あ……っ？》

　いつの間にか、長い首の下にはまくらが置かれ、身体には掛け布団をかけられた黒竜が乗っていたのは一つのベッド。そして──

「〝おグ休ーみテなナさハいト〟、黒竜」

　漆しつ黒こくのモンスターの巨きよ軀くめがけ二段ベッドの上の段が落ちてくるのです！

〈どぐしゃぁぁ……!!〉

《ギャオオオオオオオッッ…………!!》

　そしてさらに、二段ベッドの上の段には、お金持ちのヒトのベッドの上にある、ひらひらっとしたヤツっぽいものが、〈ばさー〉と覆おおい被かぶさり、

「もう、起きてくるんじゃない」

　その上に、一枚の黒い羽毛が、ふわりと舞い落ちるのでした。

　黒竜の眠るベッドを背に、夜仮面は再び、仲間の眠る塔の上に〈ひらり〉と降り立ちます。

　彼はぐっすりと眠りに落ちている三人のかたわらに歩みより、

「ドクロちゃん、やったよ。僕、黒竜をやっつけた……」

　僧侶の少女を覆おおう掛け布ぶ団とんに、そっと手を置きます。

「んぅ──ぅあ……」

　するとどうでしょう。彼女の大きな深緑色の瞳ひとみが開き、紳士を見つめるのです。

「よかった……！　『超ヒーリング布団』が効いたんだねドクロちゃん！」

「そのアイマスクは……よ、夜仮面さま……？　夜仮面さまなのっ？　あっ……！」

　瞳を輝かせ上半身を起こそうとした少女の表情に、一いつ瞬しゆん、苦痛の色が浮かびます。

「だめだよドクロちゃん、まだ寝てなくちゃ」

　紳士はあわてて、再び少女を布団に寝かせます。彼女は「うん……」と頷うなずき、

「ここは、どこ？」

「常とこ夜よの空間、『夜よる時じ空くう』だよ？」

「……夜仮面さまが、ボク達たちを助けてくれたの？」

「ちがうよ。みんなの信じる心が、僕を生み出したんだ」

　夜仮面が微笑ほほえんだ、その時です。

〈みしっ〉

「ん……？」

　ナニかが軋きしむ音。振り返り、夜空を見上げれば、

「まさか……!!」




　ばりばりばりばりィ……!!〈グォオオオオオオオッ!!〉




　二段ベッドの上の段を微み塵じんに砕いた黒竜が、夜仮面のいる塔より遥はるか上空に飛ひ翔しよう！　その紅こう玉ぎよくの瞳は更に赤く、怒りにらんらんと燃え、こちらを見下ろしているのです！

「夜仮面様……っ!!」

「大だい丈じよう夫ぶ、みんなには指一本触れさせはしない！」

　寝たままで動けないドクロちゃんを背にして、夜仮面は再び立ち上がります。

　紳士の両手に再び収束する夜オーラ。彼が見上げるのは、最後の力を限りない魔ま力りよくに変え、弾丸のように挑みかかってくる黒い竜！

《貴様！　よくも我ヲヲヲヲヲッ!!》

「あの攻こう撃げきを受けて倒れないとは、さすがだと褒ほめてやる黒竜！　しかし、これでフィナーレだ!!　食らえ、夜仮面最大最終奥おう義ぎ!!『シンデレラ・エキスプレ──」

　掛け布団を引き寄せるため後ろ手に腕を伸ばし、即死系EX技を繰りだそうとした瞬間！

〈ぷにゅぅんっ！〉

「な、なほわぁぁああ──ッ!?」

　柔らかく、まるでそう、あのときのスライムの如ごとくまろやかに夜仮面の両手を包んでやまないものがあった!!

「い、いやぁぁああん……ッ！」

　それは布団ふとんに横になっているにもかかわらず形のくずれない、僧侶の少女が持っていた、大きな胸のふくらみで……!!

「夜仮面さまの、ばかぁぁっ！」

「うわぁぁあああああッ!!」

　突き出される『エスカリボルグ』！

　とっさに発動させた〝夜神経超融合ブレイク〟によって加速された夜仮面が、かろうじてかわしたその切っ先は、

《グヴォアアアア─────ッ!!》

〈ごヌ[image: ヌ゛]ゥゥゥんッ!!〉と、カウンターで黒竜の横っ面つらにヒットするのです!!　吹っ飛ぶ黒竜の巨体は再び二段ベッドの残ざん骸がいに激突してオーバーキル。動かなくなるのです。

「こ、黒竜～～っ!?」

　僕とドクロちゃんは塔から見下ろすように、今度こそ仕留めたであろう黒竜を見下ろします。

　が、

「え……ッ？」

　そこにいたのは、

「あれって、まさか……!!」

　遠くからでも一いち目もく瞭りよう然ぜん。ピンク色のモヒカンに、細くて黒いサングラス。黒革を主体にしたファッションに身を包んだ一見不審者。しかしてその正体は──！

「王様っ!?」

「どうして、マヨネイ王が、ここに……!?」




　　　　★




〝黒竜城・玉座の間〟

　夜仮面がクサカベ・サクラに戻ったのと同時に周囲の景色は元に戻り、僕達たち四人と一人は再び太い柱とゆらめくかがり火に囲まれていました。

「……ある日、ミィのトコロに、ヘンなカメラが送られて来たんザンス」

　夜仮面の『超ヒーリング布団』により傷が回復したミヤモトとミナミさん、そしてドクロちゃんと僕の前で、体育座りのザンス王はコトの顚てん末まつを語りはじめるのです。

「そのカメラが、これザンス」

「あぁ、こわれちゃってる……」

　ピンク色のモヒカンの内部より彼が取り出し、ドクロちゃんが受け取った一眼レフカメラは、所々に罅ひびが入り、既にボロボロになっていました。

　戦士のミヤモトは片かた膝ひざをつき、

「これは、王様がいつも首から下げていた……」

「そうザンス。そしてこれを手にした時から、おそらくミィは変わってしまったんザンス」

「そのカメラは呪のろいのアイテムだったのですか？」

　ミナミさんは魔ま法ほう使いらしく、王様に尋ねます。

「そうだと思うザンス。それも、ミィを黒竜にしてしまうくらい超強力な。ああ、ミィは取り返しのつかないコトをしてしまったザンス」

「王様は、黒竜になっていたときの記き憶おくはあるんですか……？」

　僕の質問にモヒカン男はうつむき、頭部をかきむしります。

「おぼろげながら思い出せるんザンスが、黒竜になってしまった時には抑制がきかなかったんザンス。そう、まるでカラダをのっとられたかのように……」

「じゃあ、シズキちゃんをさらったのも、全部王様が誰だれかに操られて!?」

　王様の両肩を摑つかみ、僕がさらに問いただせば、

「そ、そうザンス！　き、きっとミィはナニモノかに操られていたんザンスよ!!　だからこれは決してミィが、思春期を迎え父親を一人の男として見るようになってきたシズキ姫と『チチヴの湯』に入りたかったとか、そういう小さな願望の積み重ねが、この呪いのアイテムによって増幅されて起こった事件ではないんザンス!!」

「そうだったんですか……」

「そうザンス。全すべては、この、カメラの形をした悪魔が──」

「キサマがシズキちゃんとお風ふ呂ろに入りたかったという、全てはその歪ゆがんだ欲望のタメに起こったコトだったのかー！　許さない、もうゆるしませんよー!?」

「や、やめるザンスー!!　ミィはどうなってもいいザンス！　けれどモヒカンだけは、モヒカンだけは──ッ！」

「サ、……サクラくん！」

　四人の背後より、凜りんと響ひびいた声。

「それに、みんなも……!!」

「その声は──」

　僕は〈ぱっ〉と、王様のモヒカンから手を離し、

「──シズキちゃん!!」

　振り向けば、焼け落ちた垂れ幕の向こうから歩み寄って来るのは、まごうことなきマヨネイ王国の姫君、シズキちゃんなのです……!!

「助けに来てくれたのね……？　みんな、ありがとう……」

　駆け寄ってくる姫。涙に濡ぬれる彼女を、支えるように抱きとめる四人──




　──こうして、勇者達たちのパーティーは大冒険の末、ついに王国の姫を無事救い出すコトに成功したのでした。
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　僕達の帰り着いたマヨネイ宮殿パレス。開け放たれた門をくぐれば、中は料理やお酒が振る舞われる祝宴会場となっていました。

　急きゆう遽きよ再建中の〝謁見の間〟は、それでも完成が間に合わず、天てん井じようもない宮殿の中心部は半ばガーデンパーティーのようになっています。

　ここにはいったいどれくらいのヒト達が集まっているのでしょう。小さな子供の手を引くお父さんお母さん、露ろ天てん商しようのおじさんや近所のおばあちゃん、それこそ街中のヒトで賑にぎわいを見せています。

　そして僕達はといえば、その大勢の観衆の前で、壇だん上じように並んでいるのです。

「この四人が、かの黒竜を退け、囚とらわれのシズキ姫を救い出し、我らのマヨネイ王国に再び平和を取り戻した勇者一行ザンス!!」

『わああああああああッ!!』

　僕達は思わず、お互い顔を見合わせてしまいます。

　あれから三日後。マヨネイの街に帰ってきた僕達たちは、そのままスグサマ壇だん上じように引っ張り上げられ、こうして拍手喝かつ采さいを浴びていました。

　ちなみに、黒竜が実は王様だったというのは僕達だけの秘密。ザンス王が不在だった間は、摂政であるゴンドウ大臣が、体調を崩して表に出られない王の代理という名目で政まつりごとを支えていたというのですが……話を聞いたトコロによると、王様が姿を消してどこかに行ってしまうのはしょっちゅうあるコトらしく、だれも王の不在を気にしなかったというノンキな国、マヨネイ王国。

　そんな優秀な臣下に支えられた包帯ぐるぐる巻きのザンス王は、僕とドクロちゃん、ミヤモトとミナミさんを一人ずつ紹介し、さらにハイテンションで続けます。

「今日は新たな祝日!!　一日飲めや歌えの黒竜討伐記念日と制定するんザンスよー!!」

　更にヒートアップする、お祭り好きのマヨネイ市民達。

　その中に、僕はザクロ先生をみつけ、思いっきり手を振ります！

「ザクロ先生──っ!!　ただいま帰りましたー!!」

「ねえねえ、バベルちゃんも来てる！　ほら、ザクロ先生の隣となりにっ！」

「ほんとうだ！　ありがとうございましたバベルさん!!　バベルさんのおかげで黒竜城まで辿たどり着くコトができました。本当にお世話になりましたー!!」

「そしてぇぇぇッ!!」

　ザンス王のマイクパフォーマンスが佳境に入ります。

「ついに、シズキ姫が結婚する時が来たザンス！　今日というセレモニーは、姫の結婚披ひ露ろう宴えんでもあるんザンスよーッ!?」

『うわぁああああッ!!』

　民衆のみなさんも超大盛り上がりです！　僕も今までにない鼓動の高鳴りを抑えるコトができませんッ!!

　そうなのです。勇者は、シズキ姫と、ケ、ケッコン！　結婚するのですから……!!

「ミゴト、黒竜を倒し、我わが娘、シズキ姫と契ちぎりを交わすモノの名を、発表するザンス!!」

〈だらららららららららら──!!〉

　スポットライトが壇上の四人を照らし、左右に移動し続けます！　あああッ!!　絶対幸せにするよ、シズキちゃん!!

〈だららんッ!!〉そしてついにスポットライトは停止して、

「ミツカイ・ドクロちゃん!!」

「は……ええええええッッッッ!?」

　バンザイポーズな僕の隣、僧侶の少女にライトは集中!!　舞い散る紙かみ吹雪ふぶきと拍手喝采。ドクロちゃんはびっくりしたような顔で周囲をきょろきょろ。やがて涙を流して喜びはじめます。

「な!?　ド、ドクロちゃん、が……!?　ちょっとまってください!!」

　僕はマイクを離さないモヒカンヘッドにつかみかかり、

「王様！　な、な、なんなんですかこれはッ！」

「ミィは、黒竜を倒したモノを姫の婿むこに迎えると言ってしまったんザンス……!!」

「そ、そりゃ、最後の最後で黒竜にとどめの一いち撃げきを食らわせたのは、ドクロちゃんだけど、でもそんな────!!」

「ふつつか者ですが、よろしくお願いします。ドクロちゃん」

「うんっ！　きっと幸せにするからね？　シズキちゃん！」

「って、なんでドクロちゃんとシズキちゃんが手に手を取り合い、うっとりしているのですか!?ちょっと待ってよドクロちゃん！　シズキちゃんも！　ねえ、僕は!?　僕が本当の勇者なのですよ!?」
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「しかたねえよ。王様はああ言っちゃったんだから」

「残念ね、サクラくん」

　昨日まで冒険を共にしていた戦士と魔ま法ほう使いは、僕の肩を優しく叩たたいてくれますが、

「じゃあもうミナミさんが結婚してよ！　こんな僕でよかったら……っ！」

「え……」

　急に顔を真っ赤にして、彼女はうつむきぽそぽそと、

「そんな……だって、じゅ、準備とかだっていろいろ、あるから──」

「え？　なにミナ──ぬあっ、ちょ、ちょっとミヤモトやめろよ！」

「ほら、参列者席に行くぞ、勇者サクラ」

「わかったから引っ張るなって！　じゃ、じゃあまたね、ミナミさん」

　去り際ぎわに、魔ま法ほう使いの女の子がちょっとふくれていたのが気になりますが、僕はミヤモトに背中を押され、とぼとぼと、壇だん上じようから階段を降り始めます。

「でもさ、やっぱりどっか間違ってる気がしない？　ぜったいなにかおかしいって。ミヤモトもそう思うだろ!?　ねえ、ねえってばミヤモトくん!?　なんでドクロちゃんとシズキちゃんに笑顔で拍手送ってんのさッ!!　ぜったいにあれじゃあおかしいのに──っ!!」

　こうしてマヨネイ王国に、ひとときの平和が──
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「───戻ってきたのでした。めでたし、めでたし」

「だからちょっとまってよう！　なんか最後がおかしいよ!?　なんで僧侶が姫と結婚してるの？　僧侶って女の子じゃなかったっけ!?　しかもなんかあの二人もまんざらじゃなかったっぽいし……！」

　ふすま開けっ放しな押し入れの上のトコロにちょこんと座り、この朗読会を主催していたのはドクロちゃん。彼女は〈ぱたん〉と絵本を閉じ、僕とザクロちゃんを見下ろして、〈ぴこん〉と人差し指を立てます。

「もー、桜さくらくん？　この物語は全すべてフィクションであり、実在の人物、名前や団体名等とはいっさい関係ないんだから、そんなにムキになっちゃだめだよ？」

　ここは埼玉県の北部に位置する、草くさ壁かべ家のいつもの自室・六畳間。時刻は午後六時になろうかという時間です。

　日曜日なのに特に予定もなかった僕達たちは、天使の少女が声を出して読み始めてしまったマヨネイ王国を題材にした小説『マヨネイ・サーガ』、その小学生バージョンを聞くことになったのですが、

「よかった……姫が幸せになって、本当によかったです」

「あれっ!?　ザクロちゃんは感動の涙を流している!?　やっぱり天使ってよくわからない……！　っていうか、ねえちょっとまってよドクロちゃん、あなた物語の最後のトコロをちょっと歪わい曲きよくして読み上げたでしょう!?　主人公の勇者に超感情移入していたこの僕の気持ちはどうなるの？　女の子同士で結婚なんていけないのよ？　女の子が女の子と結婚したら、男の子は誰だれと結婚すればいいのさ！　そんなの絶対だめだよ!!　ねえドクロちゃん。僕にその『マヨネイ・サーガ』を貸して。僕は自分の目で確かめる！　ラストで本当は姫が誰と結婚できたのか。そして、途中に出てきたスライムの女の子はあれからどうなったのかを……!!　ほら、なにカラダの後ろに本を隠してるの。貸して、貸しなさいドクロちゃん！　と、とりゃっ！　とりゃー！

あっ！　ご、ごめんドクロちゃん！　い、痛くない？　頭、ぶっちゃった……って、え？　ち、ちがうよ、別にドクロちゃんのコトをキライになったとか、そういうんじゃ、ちょ、や、やめて！　やめてよドクロちゃん！　だめだって！　それで僕をぶったら──〈ぐぼるりッ〉」




　ぴぴるぴるぴるぴぴるぴー♪







　　　　　あとがき




　どうも、人生をお楽しみ中のトコロ失礼いたします。おかゆまさきです！

　本作、『撲ぼく殺さつ天使ドクロちゃん⑥』は、小説誌「電でん撃げきｈｐ」の33号と34号と36号に掲載された三本の短編に、書き下ろしの二本を加えた、いつもより一編多い『五編』を一つに詰め合わせた、とってもお得なものとなっています。

　そして、本書冒頭の書き下ろし一編は、アニメ『撲殺天使ドクロちゃん　ＤＶＤ』の付録としてついてきた『集つどえ！　おかゆの仲間達たち！　ドクロちゃん短編ノベル』の、〝ちゃんとおかゆも書けましたバージョン〟でもあったりします。

　このＤＶＤのおまけとして企画された『集え！　おかゆの仲間達！　ドクロちゃん短編ノベル』、実は当初、まったく別の企画で、本来は全部僕が書く予定だったモノなのです。

　しかし僕はこの大切な時期に、自著がアニメになる嬉うれしさで眠れなくなってしまい、それが元で体調を崩してしまったのです。「どうしようどうしよう」と、編集部は早速ピンチになりました。

　その時でした。なんと、おかゆまさきの（というか編集部の）ピンチを聞きつけた四人の電撃文庫作家さんがおもむろに立ち上がったのです。

　そして名乗りをあげた四人の電撃作家さんは僕の代わりに、書き途中だった『ドクロちゃん』をあっというまに完成させ、素晴しい小説にしてくださりました。

　そんな〝アニメ版ドクロちゃん〟、並びにおかゆまさきと電撃文庫編集部のピンチを救ってくださった作家さんをここでご紹介させていただきます。

　一巻は『灼しやく眼がんのシャナ』の高たか橋はし弥や七しち郎ろうさん。

　二巻に『しにがみのバラッド。』のハセガワケイスケさん。

　三巻には『バッカーノ！』シリーズ、『デュラララ!!』シリーズの成なり田た良りよう悟ごさん。

　そして四巻は、『キノの旅』『アリソン』『リリアとトレイズ』の時し雨ぐ沢さわ恵けい一いちさん。

　ご覧の通り、今をトキメク大人気の電撃作家さん達なのです！（みなさんその節はお世話になりました。時雨沢さん、トリはお任せします！）

　というわけで、まだ読んでいない方は、ぜひ、四つのアニメＤＶＤについてくる四人の作家さんがつづる『ドクロちゃん短編』、そしてこの文庫に入っている作品を読み比べてみていただけると、面白さも倍増かと思いますので、ぜひお試しください。




　そんなこんなでアニメ化パワーにともない、最近ファンレターが以前より多く届くようになりました。とてもありがたいコトです。みんなにこにこです。なんだか年々、僕自身がみなさんのお手紙から受け取れるパワーが増えてきている気がします。読んでいて、ぐっとくる機会が増えてきたのです。お返事がなかなか出せない現状ですが、頂いたお手紙には全すべて目を通して、日々、元気をわけてもらっています。

　ええと、最近お手紙の中に増えてきた内容の一つに、『自分も将来、小説家になりたい。なにかアドバイスを』というお手紙があります。

　僕も、みなさんくらいの年齢の時に、小説家になりたいと思っていました。手段を選ばなければ夢は必ずかないますので、あきらめないことが肝心です。

　と、抽象的なコトでお茶をにごしてもいいのですが、お返事が遅れているお詫わびとして、一つだけ小説家になるための具体的なアドバイスをさせてもらいますと（僕は文章に関して細かいコトは言えない身なのですが）強しいて言うなら、

「こんなコトがあるはず無い！　わかった、コレは夢だ！　夢に決まっている……！」

　と、思わず叫バズにはいられないくらいの『失敗』を、いっぱいしておくと、なんだか早めに小説家になれるような気がします。

　恋愛とか勉強とか部活とか仕事とか、絶対に成功させようと思っていても、必ず、一度や二度や三度や四度、大失敗してしまうのが世の常だと思います。けれど、手ひどい失敗をして、それについて真剣に思い悩み、考えぬくくらいの経験をたくさん積めば、その経験は絶対に、モノを書くことに役立つと思います。

　僕も十代後半とか二十代前半には、かなりたくさん、思い出すと未いまだに身動きがとれなくなるくらいの失敗をいくつもしちゃいました。んで、今から思うと、その失敗を踏ふまえて、なんだか小説家になるコトができた気がするのです。

　なので、ええと、小説家を目指している方は、盛大に転んでもまだなんとかなる若い内に、できるだけたくさんのコトを成功させようとして、失敗すると、いいと思います。

〝くじけたけど、けれど必ず立ち上がるのだ〟というコトさえ憶おぼえておけば、いつかどうにかなるものです。

　というわけで、僕はこれからも小説家であり続けるために数多くの失敗をし続けると思いますが、周りの皆さん、万全のフォローをお願いいたしますよ!?




　──そんな他力本願な願いを、あの流れる星に込めながら、スペシャルサンクス略してスペンクス（これ、もう二度と使いません）に、いってみたいと、思いますっ!!

　拝啓。担当の三み木きさん、和わ田ださん、お元気ですか？　僕は今、⑥巻の執筆が終わったので箱根の温泉にいます。お二人のお仕事はまだまだこれからで、編集部で明け方まで頑張っていると思いますが、これからもよろしくお願いします。

　電でん撃げき文庫編集部のみなさま、おみやげを買って帰ります。そして出版部、宣伝部、営業部、アニメ制作の方々、その他関かかわってくださった全すべてのスタッフさんにも感謝を。

　イラストレーターのとりしもさん！　僕は今回、改めてとりしもさんの真価を思い知りました。「僕、もっといろいろやっていいんだ……！」と開かい眼がんしました。覚悟してください！

　著者近影でいつもお世話になっている暁あかつき真ま奈なさん。ついに、ついにこの間、名古屋でお会いできましたね!?　その際いただいたドクロちゃんシール、机の上の厚手のビニールの下に入れていつも見ています。これからもよろしくおねがいします！

　もちろん、地元の友人各位、ネットの向こうのみなさんにもありがとうを。最近ぜんぜん顔出してないけど、僕のコトを忘れないで……！

　そして今、この本を手にとってくださっているあなたに。

　今度逢あえる時を楽しみにしています。


二〇〇五年七月上旬　おかゆまさき









おかゆまさき

②巻の著者近影コメントには実は続きがある。兄「じゃあ怪談百個じゃなくて、面白話を百個するならいい？」妹「それならいいよ」兄「面白話を一つする度に蠟燭を一つ吹き消す」妹「うん」兄「最後の百個目の蠟燭を吹き消すと、そこに幽霊が!!」妹「もうあっち行って!!」
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いらすと●暁　真奈




とりしも

新潟県出身東京在住。物欲に忠実に従うも消化する時間が無く、積みゲーム積みプラモ積み本で部屋が圧迫されまくりな今日この頃。
















本書に対するご意見、ご感想をお寄せください。




電撃文庫公式ホームページ 読者アンケートフォーム

http://dengekibunko.jp/

※メニューの「読者アンケート」よりお進みください。
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